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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　真伝勇伝・革命編



　堕おちた黒い勇者の伝説２











　第一章　白はく赤せき閃せん光こう







　死を見たと思った。


　絶ぜつ対たい的てきな死。


　あきらかに生き残ることのできない、真まっ黒くろな絶ぜつ望ぼう。


　それはまるで、死しに神がみの鎌かまのようだった。


　その死を運ぶ鎌を見た者は、泣なき叫さけび、立ちすくみ、助けてくれ、もっと生きたいと命いのち乞ごいしたあげく、やがてあきらめる。


　逃げても無む駄だだとわかるから。


　どうせ逃げてもすぐに死が追いついてきて、なにもかもが無駄に終わるとわかるから。


　だから本当に絶対的な死を目の前にすると、誰もが泣き、叫び、やがてあきらめてしまう。


　だが。


「…………」


　その、強大な死を目の前にしてなお、少年は笑っていた。


　少年──クラウ・クロムは目の前の最さい悪あくな光こう景けいを見つめる。


　完全に閉へい鎖さされた巨大な広ひろ間ま。


　そこに集められたクラウと同じぐらいの年ねん齢れいの子供たち。


　その子供たちが、炎ほのおを纏まとった鳥の化ばけ物ものに殺ころされていく。


　子供の一人が恐怖に顔をひきつらせて、悲ひ鳴めいをあげようとした。


　だが、声はあがらない。


　炎の化け物がその子供の口に飛び込むから。


　子供の体が爆ばく発はつし、消しよう滅めつする。そして再び鳥が飛びだしてくる。


　そして次の子供へ。


　次の子供へ。


　次の子供へ。


　それは本当に、地じ獄ごくのような景け色しきだった。


　逃げ場のない空くう間かんで、炎の鳥は暴あばれまわる。


　異い常じようなほどの速さで暴れまわる。


　クラウの力と思し考こう能のう力りよくでは、この状じよう況きようを突とつ破ぱする方法をまるで思い付けなかった。


　しかし。


「……さあ、それじゃあそろそろ、あの化け物から逃にげますか」


　なんてことを、クラウの隣となりに立っていた少年があっさり言ってくる。


　それにクラウは隣を見る。


　するとそこにはやはり、彼と同じぐらいの年とし恰かつ好こうの少年が立っていた。


　色しき素そが欠けつ乏ぼうしてしまっている白髪に、この地獄のような状況の中でなお、涼すずしげな、穏おだやかな表情。


　ルーク・スタッカートと名乗ったその少年は、この、最悪の状況を打開する計画プランを持っているという。


　そしてそのためにこの広間で、一いち番ばん戦せん闘とう能のう力りよくが高そうだったクラウに声をかけてきた、というのだが。


「…………」


　ルークがこちらを向く。


　それにクラウもそちらへ目を向け、


「んで？」


　とだけ言ってから、彼はもう一度炎の鳥のほうを見る。いま自分が置おかれている状況を確認する。


　相あい変かわらず炎の鳥は子供を襲おそい、殺し続けていた。だいぶ広間の子供の数が減へって、そろそろ炎の鳥の攻撃対たい象しようがこちらに向かいそうだった。


　もう、時間はあまりない。


　だからクラウは言った。


「さっさとおまえの計画プランってのを話せよ」


　するとルークはうなずいて、


「いえ、計画プランといっても、そんなだいそれたことではないんですけどね……えーと……」


　そう言ってから、彼はなぜか言葉を止とめる。それからちょっとだけ困こまったような顔でこちらを見み詰つめると、


「……そういえば、あなたの名前をうかがってませんでしたね。あなたのことは、なにさんと呼べばいいんでしたっけ？」


　なんてどうでもいい質問に、


「はぁ？」


　と、思わずクラウは顔をしかめる。


　しかしルークは飄ひよう々ひようとした表情のまま、


「いや、僕は名な乗のったのに、あなたは名乗らないだなんて、こんな失礼な話はないで……」


「ってすげぇえええええどうでもいい話だな！　あほかおまえ。いまはンなどうでもいいこと言ってる暇ひま……」


　と、クラウが言いかけた瞬間。


　炎の鳥がこちらを向いてしまう。


　いや、正せい確かくにはルークのほうを向いたようだった。


　それにクラウは舌した打うちして、


「だぁもう!!　てめぇがうだうだ言ってるうちに、化け物がこっち向いたじゃねぇかよ！」


　怒ど鳴なる。


　しかしルークがそれに心外だとばかりに眉まゆをひそめ、


「ええ？　いまのはあきらかにあなたのうるさい声に反はん応のうしたんでしょう？」


「人のせいにすんのかよ」


「事実を言っただけです」


「クソ事実だな」


「あ、そういう言い方、ちょっと好きだなぁ。すがすがしいほど頭が悪そうというか」


「喧けん嘩か売うってんのかおまえ」


「あはは。どうでしょう？　ま、それはともかく、確かにちょっとまずいですね」


　言ってから、ルークも炎の鳥を見詰める。


　鳥はまた一人子供を殺してから、こちらに移動してこようとしていた。


　鳥の動きは異常に速い。


　クラウですら、ぎりぎりよけられるかどうかという速さ。


　それに。


「さて」


　と、彼は思う。


　それから横にいる、すかしたガキを見る。


　こいつに、あの鳥の攻撃を、よけられんのかね？


　そう心の中で呟つぶやくと、まるでそれを見み透すかしているかのようにルークが言った。


「全然よけられませんよ？」


「ああん？　俺おれはなにも言ってねぇぞ」


「でも、そんなこと考えたでしょう？　こいつ、ほんとは足手まといなんじゃねぇ？　やっぱ手てぇ組くむのやめるか？　助ける価か値ちあんのかよ？　そんなふうに、考えたでしょう？」


　その問といに、


「…………」


　クラウは答えなかった。


　まったくもって言われたとおりのことを、考えていたから。


　するとルークは微笑ほほえむ。この地じ獄ごくのような場所で、嬉うれしそうに微笑む。


「大丈夫。僕と組んだのは大だい正せい解かいだと、あとで思いますよ。さあじゃあ、僕を守りましょう。全ぜん力りよくで、命いのち懸がけで、僕を守りましょう。そしたら僕が、この状況を打だ開かいしてみせます」


　なんてことを自じ信しん満まん々まんの顔で言ってきて。


　もう、ますます不安になってきた。


　こんな、あきらかにペテン師しのような軽けい薄はくな口く調ちようのガキに付き合って、命を落とすかもしれない戦いを挑いどむだなんて、なんて馬ば鹿かげた状況だろう。


　いやそもそも、いまここで起こっている事態がすべて、馬鹿げていた。


　どこにも逃げ場のない場所で、死が暴あばれまわっているのだ。


　そしてそこに無む理り矢や理り連れてこられた子供たちは、泣き叫び、逃にげまどっている。


　いや、何人かの奴らはもう、あきらめたような表情で、その場に座すわりこんでしまっていた。


　これが、死を目の前にした人間の、大たい半はんの反はん応のうだった。


　そんな中、ルークが言う。


　この広ひろ間まに集められた子供たちの中では、あきらかにちょっと身体能力が劣おとっていて、死に一番近そうなすかしたガキが、余よ裕ゆうな表情で言う。


「僕を守れば、状況を打開してみせますから」


　それにクラウは、


「ああくそ、とんだほら吹ふきに関かかわったなぁ」


　言いながら、笑った。


　ほんの数秒後には死んでいるかもしれないあほみたいな状況で、クラウは、楽しそうに笑った。


　いや、本当に楽しかった。


　絶対的な死を目の前にしていま、クラウは初はじめて生を実感してしまっていた。そしてそれに少しだけ、まずいなぁと思う。ずっと自分がどうして存そん在ざいしているのかがわからなかったせいなのか、毎日毎日、母親に殴なぐられるだけの毎日に意味を見み出いだせなかったせいなのか、目の前に死が迫せまり、それをなんとか打開しなきゃいけないという逼ひつ迫ぱくした状況に、ちょっとした充じゆう足そく感かんを感じている。


　そしてこんなに不ふ利りな状況にもかかわらず、さらにほら吹きのお荷に物もつを守るという、おまけ付きだ。


　こんな面おも白しろいこと、ちょっと他にはないんじゃないか？


　なんてことを思う。


　それから彼は、


「んじゃ、やるか」


　そう言うと、それにルークがうなずいてから、


「でもその前に名前を教えてくださいよ」


　そんなことを聞いてくる。


　それにクラウはうんざりとした顔で、


「まだ言ってんのかよおまえ。どうでもいいだろそんなの」


「いいことないと、思うけどなぁ。お互たがい呼びあうときに、名前を知らないと不ふ便べんでしょう。まあ、でもじゃあ、そんなに名な乗のりたくないならこっちで勝手に名前つけて呼びますよ？」


　それにクラウはいいよと、適てき当とうにうなずく。


　するとルークがそれにちょっとだけ考えこむような顔になって、


「う～ん。そうだな。なにがいいかな。あ！　赤あかい髪かみしてるから、赤ちゃんってことで……」


「ってなんでだよ！」


「はいはい赤ちゃん、怒おこらな……」


「うぜぇええええええええ!!　ておまえ、わざとやってるだろ？」


　クラウが言うと、ルークが当然とばかりの顔でさらにむかつくことを言いそうだったので、


「ああもう、クラウだよ！　クラウ・クロム！　これで満足か!?」


　するとそれに、ルークは満足げに微笑んで言った。


「うん。満足です。これで僕を助けて死んだ英えい雄ゆうの名前を覚おぼえてられますね」


「って俺は死ぬのかよ!?」


　クラウが怒鳴ると、ルークはまた笑う。


「さぁ？　それはまあ、クラウのがんばり次し第だいということで」


　と、そこで。


　炎の鳥がこちらに向かって跳ちよう躍やくした。


　それにルークが、


「はいはい、じゃあさくさく僕を助ける！」


「こいつまじうぜぇえええええええええええええええええええええええええ!?」


　クラウは叫びながら、あきらかに炎の鳥をよけられるとは思えない緩かん慢まんな動きのルークの腕を取る。


　引く。


　刹せつ那な。


　炎の鳥がルークの顔の横、もうほとんど紙かみ一ひと重えの位置を通りすぎる。


　ほんの少し反応が遅おくれていれば、死んでいたような状況。


　なのにルークは余裕の笑みで、


「お～、あのタイミングで、ほんとによけちゃった。やっぱりクラウを選んだ僕の目は、狂くるいがなかったなぁ」


　なんてことを言ってる間にも、炎の鳥が方向を転換してこちらを向く。再びルークを襲おうとする。


　しかしルークはもう、それを見ていない。炎の鳥がいる方向とは、まるで別の場所を見つめ、さらに天てん井じようを見あげ、それから今度は、地面を見る。


　どうやらなにかを探しているかのようで。


　クラウはそれに、


「どこ見てんだよ」


　と聞いた。


　するとルークはこちらを振り返らないまま、言う。


「いいとこ」


「いいとこってどこよ」


「いいとこはいいとこですよ」


「ふぅん。んで、そのいいとこ見つけると、なんかいいことあんのかよ？」


　それに、やはりルークはこちらを見ないまま、


「それはまあ、見てのお楽し……」


　と、言いい掛かけたところで、クラウはルークの頭を蹴けり飛とばす。


「ぎゃっ」


　という悲鳴とともに、ルークは右方向に吹ふっ飛ぶ。
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　直後、またも鳥はルークの横をすり抜け、そのまま彼を襲おそおうとするが、その先に違う子供を見つけて、そちらに飛んでいく。


　また一人死ぬ。


　また一人死ぬ。


　クラウはそれに顔をしかめながら、


「てめぇだらだらしてねぇで、早く終わらせる方法見つけろよ！　いまの二人はてめぇの身替わりに死んだんだぞ！」


　怒鳴ってから、走る。


　まるで炎の鳥に意識を払おうとしないルークを守るために。


　ルークはあきらかになにかを探すように、周囲を見回している。必死になにかを見つけようとしている。


　しかし、それがいったいなんなのか、クラウにはわからない。


　だが、ルークにはなにかが見えているようだった。


　その間にも、子供が死ぬ。


　子供が死ぬ。


　他の子ま供とがいなくなればもう、鳥の攻撃から逃にげきることはできない。


　だから勝負は、この広間にいる子供がいなくなる前に決める必要があった。


　クラウは広間を見回す。


　あと、子供は何人残っているのかを確かく認にんする。


「…………」


　そして広間の状況に、頭を抱かかえたくなる。


　百人以上はいたはずの子供が、いま見た限りじゃもう、二十人も生き残ってなさそうだった。そしていまももの凄すごい勢いでその数は減へっていっている。


　もう時間がない。


　あきらかに時間がない。


　だから彼は走りながら聞いた。


「おいルーク。あと、どんくらいで状況を打開できる？」


　するとルークが、やはりこちらを見ないまま、


「あとちょっと」


「あとちょっとってどんくらいだよ！　もうあんまもたないぞ!!」


　叫んで、ルークのえり首をつかむ。そのまま走り続ける。炎の鳥の標ひよう的てきにならないように、なるべく他の子供たちが群むれているほうに走る。


　が、そこでルークが、


「いやクラウ、そっちじゃない。七時の方向へ」


　その突然の言葉に、


「ああん!?　七時？　七時って、後ろか？」


　クラウは振り返る。


　そしてまた、顔をしかめる。


　七時の方向には、三人ぐらいしか子供がいなかったから。


　あそこにいったら、炎の鳥からの攻撃をよけきれない可か能のう性せいがある。


　あっさり死ぬ可能性がある。


　だからクラウは言った。


「七時はまずい」


「でも七時です」


「どうしても？」


「どうしても」


「だあもう、しょうがねぇなぁ」


　言いながら、クラウは足を止める。踵きびすを返す。それから運うんが悪ければすぐにでも死んでしまうかもしれない方向へと、走り始める。


「で、こっからどうすんだよ」


　クラウが聞くと、ルークが答える。


「突きあたりの壁へ」


「壁ぇ？」


　聞き返して、クラウは正面にある壁を見あげた。余あますところなく魔ま方ほう陣じんが描えがかれている巨きよ大だいな壁。それを見て、


「魔方陣のどっかをいじると、出口が現れるとかそんな感じか？」


　クラウが問といかけると、ルークはよくわかりましたねと言わんばかりに手をぽんっと打って、


「違います」


「違うのかよ！」


「違いますねぇ。第一、僕にはここに描かれてる魔方陣がどういう構成なのかまるで読めません。クラウは読めるんですか？」


　聞かれて、クラウは部屋中に描きこまれている魔方陣を見た。それから母親と暮くらしたあの家の、居い間まにあった書物の山から手に入れた知識を、頭の中にめぐらせてみる。


　だが、その知識の中のどこをつついてみても、ここに描かれている複ふく雑ざつな魔方陣と同じような形式の映えい像ぞうは、浮かんでこなかった。


　だからクラウは首を振った。


「俺にも読めないな。というかこりゃ、普通の魔法の術じゆつ式しきとはまったく別の式で描かかれてるっぽくねぇ？」


　という発はつ言げんに、床を引きずられているルークが突然、驚おどろいたような顔でこちらを見あげる。


「おお？　いまの発言からするとクラウってば、その年ねん齢れいで魔法が使えちゃう？　クラウが破は壊かい魔法を使えたりすると、だいぶ僕の計画プランは変わってくるんだけど」


　しかしそれにもクラウは首を振った。


「いや、使えねぇよ？　本で読んだだけで、習ならってねぇしな。そういうおまえは、使えんのかよ？」


　するとルークは得とく意いげに、


「もちろん使えません！」


「胸むね張はって言うことじゃないけどな。しかし、動きもトロい、魔法も使えないって、ほんと使えねぇ奴やつだなおまえ」


　クラウが言うと、ルークはふふふと笑う。


「ほんとにそうですねぇ。でもって、そんななにもできない無む能のうなフリして楽してたら、出で来き損そこないだと思われて、この部屋に入れられてしまいました……まあ、それも全部、計画プラン通りなんですけど」


　とそこで、クラウは壁のすぐ前にたどりついた。


　するとルークがひょいっと自分で立ち上がる。それからクラウの手を振り払うと、壁を見あげる。ぽんぽんたたく。またなにか考えるように腕組みをする。どこがいいかなぁ、などと呟つぶやく。


　それを見て、クラウはルークを見るのをやめる。とりあえずなにか、計画らしいものが始まったようなので、彼は炎の鳥のほうを警けい戒かいすることにする。


　部屋の中央へと目を向けると、相変わらず炎の鳥は暴あばれまわっている。


　そして暴れるたびに、子供の数は減へっていく。もう、残っているのは数人だけだった。だが、あきらかに人数の減り方が遅おそくなってきている。よく見ると、なんとか炎の鳥の攻撃をかわせる奴らがいるらしい。それでもクラウよりはあきらかに動きが遅いので、そう長くはもたないだろうが。


　とそこで、一番動きがよかった子供が殺される。すると残りの子供たちが一人、また一人と餌え食じきになっていき、最後の一人が焼きつくされた。


　これでほぼ、全ぜん滅めつ。


　残りは、ルークと、クラウと、そしてその近くにいる、三人だけになってしまった。


　すると当とう然ぜん。


「…………」


　炎の鳥が、残った獲え物ものを求めてこちらを向く。


　そしてクラウの赤い瞳ひとみが、鳥の、やはり真っ赤に燃えている炎の瞳と合う。合うと同時に、鳥の体がいまにもこちらに襲いかかってきそうな体たい勢せいになる。


　それにクラウは言った。


「……おいルーク」


「はい？」


「そっちはどうよ？」


「う～ん。もうちょっとかな。そっちは？」


「……どうかね。まあ、とんでもなくヤバいっちゃぁヤバいが……」


　と、ルークのほうを見ると、彼はどこから取りだしたのか細い木の杭くいのようなものを二本手に持ち、それを石で叩き付けて壁に打ちこんだり、上着を一枚脱ぬいで一いつ生しよう懸けん命めいそれにくくり付けたりしている。


　それを見てクラウは、


「でもまあ、おまえのそのママゴトが二分以内に終わるってんならちょっとは時間を稼かせいでやっても……」


　そう、言いかけたところで、炎の鳥がクラウに向かって飛んだ。


　やはり速い。


　異常なまでに速い。


　それを見て彼は、


「あ、やっぱいまのウソ。もって一分！　一分以内になんとかしろ!!」


　叫びながら、まるでバネを縮ちぢめていくかのように全身を低く下げ、すぐさまそれを解かい放ほうする。


　大きく左に跳ぶ。


　炎の鳥がそれを追いかけてくる。


　追い着かれる寸前に、壁を蹴って方向を変える。


　それにも鳥は反はん応のうしてくる。


「だぁもう、他にもまだガキは三人いんのに、なんで俺なんだよ！」


　叫びながら地面を転ころがる。


　しかし鳥は執しつ拗ように追いかけてくる。


　それをクラウはよけて。


　よけて。


　よけ……


「やば」


　三度目の攻撃に、クラウは顔をしかめた。


　次の攻撃はよけられない。それがわかる。あきらかに向こうのほうが動きが速いのだ。そう何度も無む傷きずでよけることはできない。


　つまり次は、殺される。


　それにクラウは、


「ああもう、このクソ鳥どりがぁ!!」


　叫んで、自分がはいていた靴くつを脱ぎ、それを手でつかんだ。


　そして。


「死ね!!」


　その靴で、目の前に迫ってきた鳥の顔のような部分をぶん殴なぐる。


　すると炎でできた鳥の頭のような部分が煙けむりを殴ったあとのように霧む散さんして、


「うお、効きいたのか……？」


　が、すぐに霧散したはずの頭が復ふつ活かつし、こちらをにらむ。襲いかかってこようとする。


　それにクラウは靴をほうり出し、


「全然効いてねぇえええええええええええええええ!!」


　その場を逃げだした。


「ってか、物ぶつ理り攻こう撃げきが効かないのは卑ひ怯きようすぎんだろ？　じゃあどうしろっての？　魔法？　魔法じゃなきゃ効かないってことか？　なら……」


　とそこで彼はまた、あの母親と暮らした家で、本から得えた知ち識しきを思いだしていた。


『崩雨みすみ』という名の、水を生みだす魔法の記き述じゆつだ。


　魔法の特徴。


　使い方。


　発動方法。


　魔方陣の描き方。


　そんなことが書かれた魔導書を、二年くらい前に流し読みした記憶がある。


　当時はこんな、炎の化け物なんかに襲われるとは思ってなかったから真しん剣けんに読んでなかったし、そもそも『崩雨みすみ』はそれほど簡単な魔法じゃないから、魔法の基き礎そも習ったことのないクラウが学ぶ必要のあるものだとは思わなかった。


　だからきっと使えない。


　いくら魔方陣の描き方や、発動方法をかすかに覚えていたとしても、絶対使えない。


　使えないだろうが、


「使えなきゃ死ぬじゃねぇかあああああ!!」


　叫びながら、彼は魔方陣を描き始めた。


　指先に意い識しきを集中する。


　なにか意識を外界とどうたらこうたらすると、精せい霊れいの位い置ちを動かし、魔方陣を描えがくための光を生みだすことができるとかなんとか本に書いてあったので、とりあえず意識を、外界とどうたらこうたらしてみる。


　指先に意識を集中し、光が生みだされるようにと頑がん張ばる。


　さあ、集中するんだ。


　集中するんだ、俺おれ！


　そして全身の神経を指先へと移動させるんだ。


「…………」


　と、そこで、少しだけ手ごたえがあった。


　指先が温かくなってきたような、そんな感かん覚かくがあった。


　指の先に、力が集まっていき……


　そこで彼は自分の指を見る。


　指の先を見る。


　そして、言った。


「全然、まったく、光ってねぇえええええええええ!?」


　絶叫しながら、彼は左に跳んだ。


　炎の鳥がその横を横切る。しかし今度はもう、よけきれなかった。右肩が炎に焼やかれ、激げき痛つうが走る。一瞬、意識が飛ぶかと思うほどの痛いたみ。


「ぐぁっ」


　苦く悶もんの声をあげながら、体勢を崩くずす。がくんと膝ひざが落ちて、地面を転がる。


　しかしそれでも止まらない。


　ぐるぐると転がってからそのまま立ち上がり、顔を上げる。再び走りだす。


　そのときにはもう、この巨きよ大だいな広間に、クラウと、ルーク以外の子供は残っていなかった。


　全員殺ころされたのだ。


　あれほどいた子供たちの姿が、まるで残っていなかった。焼き尽つくされ、消しよう滅めつしてしまって、死体すら残っていない。


　そして今度は、クラウとルークの番だ。


　鳥が空中を舞う。


　それに反はん応のうして、もう一度クラウは動こうとするが、


「……うぁ」


　右肩に激痛が走って、うまく体が動かない。それに、自分の肩を見てみる。すると皮ひ膚ふの表面が炭たん化かして、真まっ黒くろになっている。かなりひどい火傷やけどだ。腕うでも、痛みでいまいちうまく動かない。腕が一本動かなければ、体のバランスはかなり崩くずれてしまう。この状態ではもう、あの鳥の速さにはまるでついていけないだろう。


　つまり。


「……こりゃ、まいったな」


　つまり、もう万ばん事じ休きゆうすだった。


　物理攻撃は効かない。


　魔法は使えない。


　おまけに腕は動かないじゃ、お話にならない。


　だからクラウは、


「おいルーク。そろそろ時間いっぱいなんだが、どんなもんよ？」


　そう聞いた。


　これであと一分待ってくれと言われれば、それはもう、すべての終わりを意味していた。


　クラウは殺され、あのノロマのルークも、すぐに殺されて、終わり。


　だがそれに。


　ルークがやっと、こちらを向いた。すると彼の顔にはまた、例のすかした微笑が浮かんでいて。


　彼が言う。


「あら、助けて欲しいですか？」


「吐ぬかせ。俺がてめぇを助けてたんだろが」


　クラウが言うと、ルークはまた笑ってみせた。どうやら彼は、一ひと仕し事ごと終おえたらしい。


「で、計画プランはうまくいったのかよ？」


　クラウが聞くと、ルークはうなずく。


「当然です。最初から最後まで、僕の計画通りに進すすみました」


　その言葉に、クラウは相あい変かわらず涼しげな、穏おだやかな顔をしているルークを見つめる。


　それから彼の、背はい後ごを見る。


　するとそこには、なにやら壁かべに木の杭くいが二本刺ささっていて、そのうちの一本にルークの上着が結ばれている。


　いったいそれがなにを意味しているのかはまるでわからないが、でも、それがあいつの計画らしい。


「で、どうすんだよ？」


　クラウがそう言ったと同時に、再び鳥が、攻撃を始める。


　最後に残った二人を、殺すつもりなのだ。


　そして今度の標ひよう的てきは、クラウじゃなかった。


　鳥が動く。


　ルークに向かって。


　それをクラウはぼんやりと見つめている。もう、ここからはどうにもできないし、助けにいったところでいまのこの右腕では、自分の身一つ守まもれない。


　だから彼は言った。


「死んだら笑ってやる」


　するとルークも微笑んで、


「死にませんよ」


　言ってから、背後の杭に結ばれている服をつかんだ。そしてもう一本の杭にその服を結びつける。杭と杭の間を橋渡しするように、服を繫つなぐ。


　彼がやったのは、ただそれだけ。


　だが、たったそれだけで、広間の状況ががらりと変わった。


　部屋中を埋めつくしている魔方陣が突とつ如じよ、強きよう烈れつな光と、甲かん高だかい耳をつんざくような音を放ち始める。


　それに一瞬驚おどろいて、


「うお」


　とクラウはうめいた。


　続いてその、魔方陣に吸すいこまれるかのように、炎の鳥の体を形づくっていた炎が霧散し始める。


　あれだけ暴れまわっていた炎の鳥の体がどんどん、どんどん小さくなっていって、やがて消えてしまう。


　そして炎の鳥が姿を消すと、その魔方陣の光も消きえ。


「…………」


　広間に再び、静せい寂じやくが戻った。


　魔方陣が放つ耳みみ障ざわりな音も、子供たちの悲鳴ももう聞こえない。


　終わったのだ。


　ルークの計画プランが成功して、生き残ることに成功したのだ。


　それに。


「…………」


　クラウは目を、細ほそめる。


　誰もいなくなってがらんとした広間を見回し、それから壁に突きささった二本の杭と、それを繫いでいる服を見る。


　そして。


「…………」


　やはり穏おだやかな、優しそうな顔をしているルークのほうを見る。


　するとその視線に気づいて、


「ね？　僕の計画に乗って、よかったでしょう？」


　ルークが無む邪じや気きな顔で、笑った。


　それにクラウはしかし、


「…………」


　答えない。


　答えないまま、ただ、全身に力を込めていく。意識を研とぎすませていく。


　次の展開に備そなえるために。


　次の攻撃に備えるために。


　次の敵てきに──


「…………」


　この、さっきからとぼけた顔でへらへらと笑っている、ルーク・スタッカートからの攻撃に備えるために。


　するとそれにルークが不ふ思し議ぎそうに首をかしげる。


「どうしたんです？」


「…………」


　しかしやはり、クラウは答えなかった。


　彼は思考を巡らせ、いま、自分がおかれている状況を確かく認にんしていく。


　まずこの広間は、いったいなんのためにあるものなのか？


　それは、ここにクラウをつれてきたレイ・スタッカートとか名な乗のった女が言ったことで、だいたい予想がついた。


　レイがクラウに言ったことは、こうだ。





・この実験場にいる子供たちには全員、クラウと同じ処しよ置ちが施ほどこされている。


・あなたが受け入れる気がないのなら、その可能性はゼロになる。


・生き残ることができたなら彼女、レイ・スタッカートがクラウの教きよう官かんになる。





　その、三つの要よう素そを考えあわせてみると、こういう結けつ論ろんになる。


　この実験場ではレイ・スタッカートが人じん体たい実じつ験けんをしていて、あの炎の鳥を受け入れることができた者が今後、レイの実験体として生きることができる。


　つまりあの炎の鳥を自分の体に取りこんで生き残らない限りは、ここから逃げだすことができないようにこの広間は造つくられているのだ。


　それこそここに突然放りこまれたようなガキに、あっさり炎の鳥を消したり、出口を見つけたりはできないようにできているはずだった。


　なのに。


「…………」


　ルークはその、炎の鳥を消してみせた。


　まるでその、消す方法を知っていたかのようにあっさり消してみせた。


　だがなぜ、こいつはその方法を知っていた？


　どうやってこいつは、炎の鳥を消す方法を見つけだした？


　可能性は二つある。





　一つ。


　このルーク・スタッカートというむかつくガキは本当に天才で、脱出方法を瞬しゆん時じに思い付いてしまった。





　二つ。


　この、レイ・スタッカートと同じ姓なを持つむかつくガキは、『エーミレル私し設せつ兵へい団だん』から派は遣けんされてきたスパイで、この実験を完成させるために行こう動どうしている。





　その、二つの可能性から一つを選ぶとすれば、


「後こう者しやかなぁ」


　クラウが呟つぶやくと、ルークがまた、不思議そうな顔で、


「え？　後者？　なんの話ですか？」


　が、やはりクラウは答えない。


　ただ、ルークがさっきまで言っていた言葉を思いだす。


　ルークはこう言った。


『第一、僕にはここに描かれてる魔方陣がどういう構こう成せいなのかまるで読めません。クラウは読めるんですか？』


　馬ば鹿かな。


　読めない奴が、魔方陣いじって炎の鳥を消せるかよ。


　つまりこいつは、噓うそをついたのだ。


　こいつはここに描かれている魔方陣が読める。おまけに、普通の魔法とは違う、あきらかに複ふく雑ざつな魔方陣の内容を理解している。


　それはつまり、こいつはこの実験場の関かん係けい者しやだということになる。


　だがそれなら。


　こいつが『エーミレル私設兵団』の関係者なら、


「なぜ、おまえは俺を助けた？」


　クラウはそう聞いた。


　するとルークはまた、驚いたような顔になって、


「だからなんの話……」


　しかしその言葉を遮って、クラウは言う。


「とぼけんじゃねぇよ。この複雑な魔方陣を理解してるおまえは、ここの関係者だろうが。つまりおまえは、さっきの炎の鳥を実験体モルモツトに取り込む実験の監かん視しをしてたんだろう？　そして他の子供は全員失しつ敗ぱい。残りは俺だけ。俺が炎の鳥に焼き殺されれば、実験は完かん了りよう。なのにおまえはなぜか、俺を殺す前に鳥を消した。それはいったいなんの……」


　が、そこで言葉を止める。


　そこで、こいつが自分を生かした理由に、気づいたから。


　いや、生かした理由じゃないか。生かさざるを得なかった理由に。


　クラウは炎の鳥が消えたときのことを思いだす。


　あのとき鳥は、クラウではなく、ルークを標的にしようとしていた。だから消したのだ。鳥の標的が自分ではなく、クラウのほうへ向いていれば、こいつは鳥を消したりはしなかっただろう。


　つまりこいつはここで、子供たちが炎の鳥を取り込むことができるかどうかの監かん視しをし、もし自分に危き機きが及およぶようならいつでも炎の鳥を消すことができるようにしていたのだ。


　で、今回の実験はこれで終おわり。


　つまりはそういう……


　が、それにルークがまた笑って、


「いい線いってるけど、それじゃ六十点だなぁ。僕は確かにこの実験に関わっていたし、ここに描かれている魔方陣の構造はほとんどわかってるけど、いまはもう『エーミレル私設兵団』の関係者じゃありませんよ」


　そう言った。


　それにクラウは、ルークをにらみつける。


「関係者じゃなきゃ、なんだよ」


「裏うら切ぎり者もの、ですかね？」


「ほう。裏切り者ねぇ。じゃあ、どう裏切り者なのか、聞かせてもらおうじゃねぇか」


　言いながらも、クラウは全身から力を抜かない。強い視線で、ルークをにらみすえる。


　するとそれに、ルークは困こまったように眉まゆ根ねを寄せた。


「うわ、すごい殺さつ気き。おまけにせっかく助かったのに、全然隙すきを見せないしなぁ。普通なら炎の鳥の化け物が消えたところで気が緩ゆるんでもおかしくないのに、その直後にはもう、僕に対して警戒を始めてたでしょう？　ちょっとそういうの、困るなぁ。これは僕のミスだ。助すけっ人とを頼たのむ相手は、もうちょっと優秀じゃないほうがよかったんだけど……」


　という言葉で、クラウにもだいぶ、ルークのやっていることが見えてきた。


　つまりこいつは、初めは『エーミレル私設兵団』の関係者だったのだ。しかしそれは演技で、おそらくはこの実験室の魔方陣に細さい工くかなにかをして、脱だつ出しゆつできるように仕し組くんだあとに──


　とそこでクラウはまた、ルークがさっき言っていた言葉を思いだす。


　クラウが、『動きもトロい、魔法も使えないって、ほんと使えねぇ奴だなおまえ』と言って。


　そのときにルークが返してきた言葉を思いだす。


『ほんとにそうですねぇ。でもって、そんななにもできない無能なフリして楽してたら、出で来き損そこないだと思われて、この部屋に入れられてしまいました……まあ、それも全部、計画プラン通りなんですけど』


　そう。


　すべては計画プラン通り。


　最初に『エーミレル私設兵団』の仲間のふりをしてこの実験の関係者として入り込み、実験場に細工する。


　炎の鳥を消す方法と、おそらくはさらに、ここから脱だつ出しゆつするための方ほう策さくを、この実じつ験けん場じように細工する。


　そしてそれから途と中ちゆうで無む能のうぶりを見せ、処しよ分ぶんされるように仕向ける。この、死し亡ぼう率りつが異い常じように高い、しかしすでに脱出するための細工がほどこされた実験場に入れられるよう、仕向ける。


　それはあまりにも緻ち密みつに、用よう意い周しゆう到とうに練ねり上あげられた計画だった。


「つまりおまえは、『私設兵団』を裏切って、外へ逃げるつもりなんだな？」


　クラウが聞くと、ルークはうなずく。


「まあ、そうですね」


「それも追おつ手てがかからないよう、おまえが消えたことを目撃した奴は全員消けすつもりだった。というよりも、炎の鳥が全員殺したあとに、逃げるつもりだった」


　それに、ルークは少しだけ悲かなしそうな顔になる。


「本当なら、全員を助けたかったんですが、でも、いまの僕に全員を救うだけの力はありませんでした。みんなで逃げても、すぐに追手に殺されてしまいますからね」


　そう言ったときの彼の表情は本当に悲しそうだった。本当に全員を救すくいたかったが、でも、それができない歯は痒がゆさをこいつは感じているようだった。


　でも。


「…………」


　それがどうした？


　と、クラウは思う。


　こいつの選せん択たくは正しい。


　全員を救える方法があるのならば、それを選択すればいい。だが、それができないからといって、自殺する必要もない。


　自分が助かる方法があるのなら、それは選択するべきだ。


　だからいま問題なのは、こいつがどういう方法で、ここから逃げようとしていたか、だ。


　クラウはルークをにらみつけて、続ける。


「でもそうなると、おまえは目もく撃げき者しやになりうる子供たち、全員が殺されるまで炎の鳥を消すことはできない。つまり他の奴らが全員殺されるまで、おまえは生きのびる必ひつ要ようがある。それはけっこう厳きびしい。あれほどの速さの化け物を相手に、うまく立ちまわるのはかなり厳しい。自分を守ってくれる、馬鹿な相あい棒ぼうが一人ぐらい、必要になる」


「本当に馬鹿だったなら、楽らくだったんですけどねぇ」


　しかし、クラウはそれも無む視しする。


「で、俺を選んだわけだ。俺に援えん護ごさせて、全員が殺されるまで待つ。そして最後に炎の鳥が俺を殺してから、ゆっくりと魔方陣を発はつ動どうさせる……予定だったが……」


「なかなか、全部が全部、思い通りにはいきません」


　ルークはまた、困ったように笑った。


　だが、クラウは笑わない。


　ただ、全身を緊きん張ちようさせるだけ。


　状況はやはり、非常にまずかった。


　ルークとの会話をもう一つ、思いだす。


　ルークが聞いてきた言葉。


『おお？　いまの発言からするとクラウってば、その年齢で魔法が使えちゃう？　クラウが破壊魔法を使えたりすると、だいぶ僕の計画プランは変わってくるんだけど』


　こいつは、そう聞いてきた。


　しかしそれは、なんのための質しつ問もんだ？


　炎の鳥を消す方法を知っている奴が、なんのためにクラウに、魔法を使えるかどうかを確認してきた？


　クラウはルークを見つめる。


　それから聞いた。


「てめぇ……魔法使えるだろ」


　それにルークが、


「それ、さっき答えたじゃないですか。使えませんよ」


　なんて言いながら、しかし、その言葉とは裏うら腹はらに彼は指を宙ちゆうに踊おどらせ始める。


　それだけでもう、こいつがなにをしようとしているのかは、あきらかだった。


　魔法だ。


　魔法を使おうとしている。


　それもそれは、クラウを殺すための魔法。


　ルークが生きていることを知っている、最後の目撃者を殺すための魔法。


　だが。


「させるかよ!!」


　クラウは叫んで、走りだした。


　しかしルークはまるで動じない。指先の光で淡々と魔方陣を描えがいていく。


「無理ですよ、クラウ。僕が炎の鳥をあっさり消した理由は、右腕を負ふ傷しようしたあなたは僕にとって脅きよう威いにはなりえないと判はん断だんしたからなんですから。まあ、本当なら直ちよく接せつ手を下したくはなかったのですが……自分の手も汚よごさずに、一人だけ逃にげるというのも虫のいい話ですからね……だから」


　とそこで、魔方陣が完成する。


　それがなんの魔方陣なのかは、魔法が発動しなければわからない。ただそれが、クラウを殺すための魔法なのは、間違いなかった。


　そしてルークが言う。


「だから、死んでください」


　言ってから、指をこちらに向ける。


　呪じゆ文もんを唱える。


「求めるは焼原〉〉〉・紅蓮くれない」


　刹せつ那な。


　ルークが構築した魔方陣から、炎の弾だん丸がんがいくつも放たれ、クラウに襲いかかった。


　その一つを、よける。


　もう一つをよける。


　もう一つを、もう、感かん覚かくがいまいちなくなっている右腕で受ける。


　さらにもう一つは、よけそこなって左腕に当たる。


「ぐぁ」


　強きよう烈れつな痛みに、クラウは顔をしかめる。


　これで左腕も動かなくなった。


　勝算がまた一つ、減へってしまった。


　だが彼は止まらない。


　一直線にルークへと向かって走っていく。


　それにルークも逃げるように移動しながら、


「これで止まらないというのは、やはりちょっと怖こわいなぁ。まあ、それももう、次で終わりですが」


　言ってから、さらなる魔方陣を描き始める。


　その魔方陣が完成する前に、ルークの下にたどりつく必要があった。


　次の魔法をよけるほどの余よ力りよくは、もうない。次の魔法をくらえば、死ぬだろう。


　だからなんとしても、次の魔法をよける前にルークに追い付き、あいつの息の根を止めないと……


「…………」


　しかし、それも無理そうだった。


　ルークの動きは、クラウが予想していたよりもだいぶ速かった。傷を負おった状態では、おそらく追いつくことができない。


　おまけに新たに描かれようとしている魔方陣は、もう、完成してしまいそうだった。


　それを見て。


　クラウはそれを見て、


「…………」


　足を、止めた。


　そして小さく、


「ああ、こりゃだめだ」


　そう呟つぶやいた。


　それにルークも完成しかけていた魔法の手を止める。


「あ、ついにあきらめましたか？」


　クラウはそれに、あっさりうなずいた。


「ああ。こりゃ、おまえの勝ちだわ。さすがにこの状況で勝つのはちょっと無理だろう？」


　言ってから、もう、ほとんど動かなくなってしまっている両腕を、だらんとたらして振って見せる。


　それにルークは表情を曇くもらせて、


「……本当は、こんなことはしたくないんですが」


　なんてことを言った。


　だがクラウは肩をすくめる。


「いいよ。ってかおまえは悪くねぇだろ？　おまえがいなきゃどうせ、すぐにあの鳥のバケモンに殺されてたしな」


「……すみません」


「謝あやまるこっちゃないって言ってんだろ」


　言ってから、クラウは小さく息を吸って、それから吐いてみた。


　そして、思う。


　ずっと母親に殴なぐられ続けて育って。


　やっと外に出たと思ったら、もう死ぬのか。


　まあ、最後はちょっと面おも白しろかったが、もう少しうまくやれると思ったのになぁ、なんてことを思う。


　とそこで、頭にまた、あの言葉が響ひびいてくる。薬くすり漬づけで狂くるっていた母親の言葉が響いてくる。


　──あんたは特別だから。


　──特別な子だから。


　だがそれに、クラウはルークのほうを見て、苦く笑しようする。歳としはクラウとそうかわらないだろうに、おまけに身体能力もそう高くないだろうに、なにもかもを計算し尽くして、結局最後にはクラウをここまで追い詰めてしまった。


　こんな奴を目の前にすると、


「どうやら俺は、それほど特別じゃなかったみたいだぞ、母さん」


　クラウは苦笑しながら呟つぶやいた。


　しかしそれでも、頭には母親のあの言葉が響く。


　──あんたは特別だから。


　──特別な子だから、生きて、生きて、生き延びて、この腐くさった世界に……








　この世界に、復ふく讐しゆうするのよ。








　それに。


「…………」


　クラウは一度、目を瞑つぶる。


　それを見て、ルークがまた、申しわけなさそうな声こわ音ねで、


「……よけないでいてくれれば、痛みは感じさせません」


　言ってから、彼はいま描いていた魔方陣をかき消す。そして別の魔方陣を描き始める。


　それはおそらく、クラウに痛みを感じさせず、一いち撃げきで殺すことのできる魔法だろう。


　それは『稲光いづち』か、『光燐くうり』か。


　目を見開く。


　するとルークの魔方陣が完成している。


　それを見て。


　クラウは言った。


「なぁルーク」


　それにルークはこちらを向いて、言った。


「なんでしょう？」


「あのさ、ちょっと最後に、俺の提てい案あんを聞いてほしいんだけど」


「提案？」


「ああ」


　クラウは、うなずく。


　その間にも、あの言葉が頭の中に渦うず巻まいている。


　──あんたは特別だ。


　──あんたは特別だ。


　ルークが言う。


「提案とは、なんでしょうか？」


　それにクラウは答えた。


「まあ、これはそのぉ、命いのち乞ごいみたいでみっともないからだめならいいんだけどさ、おまえの脱だつ出しゆつ計けい画かくに、俺も入れてもらえないかな？」


「…………」


「ほら、二人で逃げきれば、目撃者もいないし、別に問題ないと思うんだが」


「…………」


「さすがに百人全員で逃げるってのはまずいだろうけど、俺とおまえ、二人だけなら、追手に気づかれずに逃げられるんじゃないかって、そう思うんだが……だめかな？」


「…………」


　しかしやはり、答えはない。


　それにクラウは肩かたをすくめて、


「ああ、やっぱだめか。ってことはこの先にも……」


　するとルークがうなずく。


「ええ。逃げだすためにはもう一つくぐらないといけない難なん関かんがあって、それがどうしても一人分しか……」


　そこまでで、クラウはもう説明はいいとばかりに首を振った。


　つまり、ルークが自分一人だけで逃げようとしているのは、一人分だけしか逃げだせる枠わくを用意できなかったからだ。


　こいつのこの、無む駄だに悲しげな顔からすると、百人分用意できれば、百人つれて逃げたかったのだろう。


　だが、だめだった。


　これだけ頭が切れる奴が時間をかけて準備しても、ここから逃げだすには自分一人で精せい一いつ杯ぱいだった、ということだ。


　クラウはそれに、この巨大な広間の天てん井じようを見あげる。


「なるほど。やっぱここは、けっこう大たい層そうなところなんだなぁ。じゃ、俺とおまえで、一緒に逃げるってのは無理なわけだな」


「すみません」


「いやいや、だから謝あやまる必要ねぇって。無理ならしょうがねぇよ」


「…………」


　ルークはそれでも辛つらそうな、泣きそうな顔をしている。


　いや、本当はずっと、心の中ではこんな顔をしていたのかもしれない。この広間の子供たちが死んでいくのを見ながらずっと、馬鹿みたいに自分を責せめていたのかもしれない。


　自分に力がないばかりに、誰も救すくえない。


　自分に力がないばかりに、なにも変えられない。


　だが。


「そんなにまでして逃げだして、なにがしたい？」


　クラウが聞くが、ルークは悲しげに微笑ほほえむだけで、答えなかった。


　なにか、やらなきゃいけないことがあるらしい。


　どうしても逃げだす必要があるらしい。


　そしてそれにクラウは、


「でも生あい憎にく、俺にもやること、あんだよねぇ」


　と言った。


　それにルークはまた、


「すみません」


　なんて謝るが、それにクラウは笑う。


「だぁから、謝るなっつってんだろ。おまえにもやらなきゃいけないことがあんだから、仕し方かたねぇって」


「…………」


「で、お互たがいやらなきゃいけないことがあるから死ねないと。だから二人とも生き残る方法はないかって俺は聞いてみたんだが、おまえはないっていう。さて。じゃあどうする？」


　それにルークが、指を上げる。魔方陣を完成させる。そして、


「死んでください」


　悲しげな顔でそう言った。


　クラウはその、魔方陣を見つめ、


「だな。おまえの希き望ぼうを叶かなえるには、それしかないよな」


「…………」


「でもじゃあ、俺の希望を叶えるにはどうする？　俺も生き残る必要がある。それはおまえの命を犠ぎ牲せいにしてもだ。足あ搔がいて、もがいて、なんとか生き残って、あいつを……エーミレルとかいう馬ば鹿か貴き族ぞくを殺すって約やく束そくしちゃってるからさ……だから俺も生き残る必要がある。だから俺もさ、そのぉ、申しわけねぇんだが……


　おまえの命を、顧かえりみなくていいか？」


　という、クラウの言葉に。


　ルークが驚いたような様よう子すで、


「へ？」


　なんて声を上げる。


　それからすぐに、クラウがなにを考えているのか理解したのか、表情が変わる。


「ま、まさか」


　そんなふうに呟く。


　だが、もう遅かった。


　ルークは大きなミスを犯おかしたのだ。


　いま、クラウがいる場所。


　それは魔方陣で埋うめつくされている、壁かべぎわ。


　その壁には、二本の杭が刺ささり、その二本を橋はし渡わたしするように、ルークの上着が結ばれている。


　そしてクラウは最初から、この場所に移動するために動いていた。ルークが放った『焰陽ほむら』の炎を左肩に受け、腕が動かなくなっても、なんとか、ルークよりもこの場所の近くに移動できるようにと計算して、動いていた。


　それはいったい、なんのためか？


　とそこで、ルークが初めて動どう揺ようした表情になって、


「む、無む茶ちやだ！　そんなことをしたら、二人とも死ぬぞ!!」


　そう叫んだ。


　そう。その無茶を、クラウはやろうとしていた。杭と杭の間に渡されている服を外はずして、再び炎の鳥を生みだすのだ。


　そして、今度はもう逃げない。


　体の中に入り込もうとしてくる炎の鳥を、そのまま自分の体の中に取り込む。レイ・スタッカートの実験を、完成してやるのだ。


　ルークが言う。


「馬鹿な真ま似ねはやめろ。もうこの実験は三千人以上が犠牲に……」


　が、クラウはそれに笑う。


「なんだ。たった三千人かよ。じゃ、俺の番はうまくいくかもな」


「無理だ」


「無理かどうかは、やってみなきゃわかんねぇだろ。なんせ俺は、特別らしいかんな」


　言ってから、杭と杭を結んでいる服を、クラウは口でかみ付いて、引ひっ張ぱる。


「やめろ！」


　と叫んでルークが魔法を唱となえようとする。


　クラウを殺すため。


　炎の鳥が生みだされるのを止めるため。


　だが、もう遅かった。


　クラウは笑う。それからルークの上着を、杭から引き離す。さらにそれを、思いっ切り遠くまで投げとばす。


　途と端たん、また部屋中の魔方陣が輝かがやき始める。





　周囲の温度が、数度上がる。


　広間の中央に、炎が集まり始める。


　それに、


「クソ!!」


　ルークは叫ぶと、魔方陣を消して、こちらに走り始めた。再び、炎の鳥を消すためだ。


　それと同時に、クラウも走り始める。炎の鳥を、受け入れるためだ。


　そしてもう、二人とも理り解かいしていた。


　もし、クラウが炎の鳥の吸収に失敗すれば、ルークは殺ころされるだろう。


　ルークの足では、壁にたどりつき、さらに服を拾い、杭にもう一度結び付ける前に、鳥が彼に追い付く。殺されてしまう。ルークが時間をかけて用よう意いした計画は、すべて水の泡あわになってしまうだろう。


　だからクラウは、走りながら言った。


「万まんが一いち俺が死んだら……ごめんな」


　それにルークはこちらに向かって走りながら、あきれきったような顔で、


「なにが万が一ですか！　一万回中、一万回死にますよ、もぉ！　ああもう、まさかこんな展てん開かいになるとは」


「はは、悪ぃねぇ」


「とにかく、どうせ死ぬなら時間稼かせいで死んでくださいよ？　あなたが無茶するのは勝手ですけど、僕が魔方陣を変へん更こうする時間は稼いでもらわないと」


「知らね～」


「頼たのみますって！」


　そう、言ったところで、二人はすれ違ちがった。


　すると部屋の中央にはもう、炎の鳥が生みだされている。


　鳥はぐるりと一度宙を舞まい、それからこちらを見つける。


　そしてすごい速さでこちらに向かってくる。


　それに、


「おお～」


　と思わず声を漏もらす。


　それから一度、振り返る。まだ、ルークが杭が刺さった壁にたどりつくには数秒あった。


　それはこの炎の鳥が、クラウを殺して、それからルークを追いかけていって殺すには十分な時間だ。


　つまりクラウが炎の鳥を取り込むのに失敗すれば、二人とも死ぬ。


　そしてこの炎の鳥はもう、三千人以上を殺しているのだという。つまり三千分の一も生き残れる可能性がないということだ。


　それははっきり言って、絶望的どころの騒さわぎじゃない数字だった。


　だが、それでもクラウは、笑みを浮かべていた。笑みを浮かべたまま、


「さて、死ぬか生きるか」


　そう呟く。


「生き残ったら」


　そう呟く。


「もしこれで生き残ったら……」


　炎の鳥はもう、目の前に迫せまってきていた。それでもクラウは笑みを浮かべたまま、言った。


「生き残ったら……俺は本当に特別で……」


　でもって、あの薬やく中ちゆうの母さんの人生にも、多少は意味があったって、証しよう明めいすることが……





　とそこで。


　炎の鳥が、クラウの口を無む理り矢や理りこじ開けて飛び込んできた。


　うあ、と、うめこうとしたが、もう声がでない。喉のどを通って、なにか、ひどく不ふ快かいなものが体の中に入ってきたと思った、矢や先さき。


　景色が真っ赤に染そまった。


　目が、燃えるように熱くて、溶とけてしまったような感覚を感じて、なにも見えなくなる。それからすぐに身体中が焼け爛ただれ、続いて凍るように寒さむくなる。


　両手両足がもげてしまうかと思ったかと思うと、そのままぺしゃんこに潰つぶされてしまいそうなほどの圧あつ力りよくを感じる。


　それにすぐに、あ、だめだと思った。


　こりゃだめだと思った。


　死んだ。


　あきらかに死んだ。


　あの、広間にいた子供たちと同じように、拒きよ絶ぜつ反はん応のうが起きて、消しよう滅めつするのだ。


　それはもう、頑がん張ばってどうにかなるとか、気力でどうにかなるとか、そういう次じ元げんのものじゃなかった。
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　それにクラウは、うわこりゃ、ルークに申し訳ないことをしたなぁと思う。こんなにどうにもならないのなら、素す直なおに殺ころされて、ルークを逃がしてやればよかったかもしれない。


　でももう遅おそかった。このままクラウは消滅して、そしてルークも殺され……


「……………………」


　が、そこまでで、そんなぼんやりとした思考もだんだん、かき消えていく。


　そして全身が強つよい力でどこかへ消滅していこうとしているのを感じた。


　それはどこか、暗く、深い闇の底だ。


　見たこともないほどのどす黒い沼ぬまに沈しずんでいくのを感じる。


　その闇の中をクラウは深く、深く潜もぐっていって。


　そして。








「…………」








　彼は目を、見開いた。


　するとそこは、再びあの広間で。


　ルークがまだ、走っている。部屋の壁に、まだたどりついていない。


　暗い闇に呑のみこまれて、永遠とも感じた深い沼の底へのダイブは、しかし、どうやらほんの数秒のことだったようで。


　クラウは言った。


「……ルーク」


　瞬間。


　びくんっと、弾けるような反応をして、ルークが振り返り、


「……ええ!?」


　と言う。


　そして消滅せずに生きているクラウの姿を見るなり、目を大きく見開いて、


「へ？　え？　へ？　噓ぉっ!?」


　叫んだ。


　クラウの姿をしげしげと見つめながら、


「うわ、うわ、冗じよう談だんでしょ。生き残ったんですか？」


　それにクラウはにやりと笑い、


「生き残っちゃった」


　なんておどけて見せる。


　するとルークが、


「うわ、すげぇえええええええええええ」


　と感かん嘆たんの声を上げるが、しかし、こちらに近ちか付づいてこようとはしない。


　当然だろう。


　つい、いまさっきまで殺しあいをしていたのだ。


　不ふ用よう意いに近付くことはできない。


　ルークが困こん惑わくしたような、あきれたような顔でしげしげとこちらを見つめて、


「うわぁ……うわぁ、なんだろ。なんか……なんだろなぁ。せっかく僕がわりと長い時間かけて立てていた計画を、こんな考えなしの、馬鹿げた方ほう法ほうで引ひっ繰くり返すだなんて……一生懸命毎日悩なやんでた自分が、すごい馬鹿になった気分になるなぁ」


　なんてことを言う。


　それにクラウは肩をすくめ、


「実際馬鹿なんじゃねぇの？」


「ホンモノに言われたくないなぁ」


「ぶっ殺すぞてめぇ？」


「はは。でも、いまのあなたにはできませんよ」


　言ってまた、ルークは指を掲かかげる。魔方陣を描く体勢になる。そして、


「いまの、両腕を負ふ傷しようしているあなたには、僕を殺すことはできない」


　クラウはそれに、


「ま、そうだな」


　あっさりうなずいた。


　腕を負傷しているせいだけじゃなく、さっきの炎の鳥を取り込んだときの反はん動どうなのか、全身がひどく疲つかれていてもう、いまいちうまく体が動きそうになかった。


「じゃ、俺を殺すか？」


　が、ルークは首を振る。


「いえ、その必要はないでしょう。最後のあの、あなたの無茶のせいで、僕が考えもつかなかった新しい選せん択たく肢しが生まれてしまった。それなら僕とあなた、二人とも助かる」


　それはつまり、こういうことだった。


　クラウは炎の鳥を受け入れることに成功した実験体モルモツトとして、ここで生き残ることに成功する。


　そしてルークはその、炎の鳥に殺され、消滅してしまったという噓うその証しよう拠こを残して、ここから逃げだすことができる。


　二人とも生き残り、万ばん事じめでたしめでたしのはずだった。


「まあ、俺がここの奴らにおまえが逃げたって密チ告クらなきゃの話だがね」


　が、それにルークは笑う。


「あなたは言わないでしょう」


「いやいや、俺は意外におしゃべりだぜ？」


「噓ばっかり」


「ほんとだって」


　しかしルークはさらに笑って、


「いいえ。あなたは『エーミレル私設兵団』の得とくになるようなことはしませんよ。それは、あなたがこの広間に入ってくるのを見た瞬しゆん間かんからわかっていました。強い意い志しと、憎悪に燃えた瞳ひとみ。もしかしたらあなたなら、あの、炎の鳥を受け入れても生き残れるんじゃないかとちょっとだけ期き待たい……」


　が、それに、


「噓うそつけ。期待なんかしてなかったろうが」


　するとそれに、ルークは微笑む。


「まあ、確かにそれは噓ですが」


「おまえの言葉は最初っから最後まで噓ばっかだなぁ。ったく、もう戯たわ言ごとはいいから、先に進めようぜ。んでどうする？」


　クラウが聞くと、


「どうするとは？」


　ルークが首をかしげる。


　それにクラウは続けた。


「ああ？　とぼけんじゃねぇよ。ほんとはおまえ、まだ俺を殺すかどうか迷まよってんだろ？　じゃなきゃもうとっくにここを逃げだしてるはずだ。俺が密チ告クらないと思ってんならさっさとここから逃げればいいし、密チ告クられる可能性があると思えばさくっと殺せばいい。だがおまえはさっきからダラダラノロノロ無駄口ばっかたたきやがって……あれだぞ？　あの炎の鳥取り込むと、なんかすげぇえええええ体疲つかれんだぞ？　しゃべんのもけっこうだるいから、さっさと決めてくんねぇかな？」


　その言葉に、ルークがちょっとだけ興きよう味み深ぶかそうな顔でこちらを見て、


「ほぉ！　あの炎の鳥を取り込むと、疲れるものなん……」


「だから無駄口はいらねぇって言ってんだろ！」


「ええ～。僕もちょっとだけ研究に関わってたから、少しぐらいは興味があるのに……」


　なんて言いながらも、ルークは動きだす。壁に刺していた杭を抜き、それから床ゆかに落ちている上着を拾って着る。


　それはどうやら逃げる準備を始めているようで。


　しかしそれでも、気を抜くことはできない。逃げる直前に、襲いかかってくるかもしれない。


　こいつはそういう奴だ。


　まだ知りあってほとんど時間はたっていないが、こいつがここで張はりめぐらせていた計画の怖おそろしいまでの粗あらのなさを見ると、ここで目撃者であるクラウを生かして残すようなミスを犯おかすだろうか？


「…………」


　ないな、と、クラウは思う。


　もしもそんなミスを犯すなら。


　情に流されて人を救おうとするような奴なら、こいつは、その程度の奴だ。


　とそこで、ルークがこちらを見る。杭を懐にしまい、着込んだ上着の皴しわを伸のばしてから、


「……クラウはたぶん、勘かん違ちがいをしてますよ。僕の悩みはもう、あなたを殺すかどうかからは、離れてます」


「噓つけ」


「いえ、珍めずらしくこれは本当です」


「信じるかよ」


「それはまあ、あなたの勝手ですが……」


　そこでルークは一度言葉を止めてから、何かを確認するように周囲を見回した。それからまた、こちらを向いて、


「それよりも、もう、あまり時間がないので少し静かに、僕の話を聞いてくれませんか？」


「やだ」


「そう言わずに」


「俺にメリットあんのかよ？」


　するとルークは困ったような顔で、


「あなたのメリットだけを僕は考えてます」


　なんて言ってきて。


　その言葉に、クラウは顔色を変えた。思いっ切り顔を歪ゆがめ、


「うわ、なんかそれ、ちょっと気色悪ぃな。おまえまさか、俺に惚ほれたとかじゃないだろうな？」


「……と、まあ、そんな話をしている暇ひまは正直、あまりないのですが」


「そう？」


「そう」


「じゃ、話せよ。手短にな」


「あなたが茶ちや々ちやを入れなければ、そうします」


　それにクラウはうなずいた。


　するとルークはもう一度、周囲の状況を確認するように見回してから、話し始めた。


「僕がさっきから悩んでるのは、あなたをここから連つれだすかどうか、です」


　それにクラウは、目を細める。


「はぁ？　なんだそりゃ。ここから脱だつ出しゆつできんのは、一人だけじゃなかったのよ？」


「そうですよ」


「じゃあ俺が一緒に逃げるのは、まずいんじゃねぇの？」


「まずいですねぇ」


「ならおまえ、なんの話をし始めてんだよ？」


　クラウが怪け訝げんな顔で聞くと、ルークは少しだけ思い悩むような、考えこむような様子になってから、


「……ですから、僕がここで死んで、あなたを逃がすという手もいいかなと、悩み始めているわけです」


　なんてことを、言いだした。


　それにクラウは益ます々ますいぶかしげな顔になって、


「はぁ!?　おまえ、なに言っちゃってんの？」


　わけがわからないとばかりに声を荒あららげると、ルークはそれを制するように言ってくる。


「まあ、まあ、とりあえず話を最後まで聞いてください」


「いや聞くけど……でもおまえ、ほんとに頭大丈夫か？　別におまえは逃げて、俺はここに残るって選択肢でも、二人とも助かるのに、なんでわざわざおまえ、死のうとしてんの？」


　それがもう、まるでわからなかった。というか、こいつが考えてることは最初っから最後まで、まるで予想ができなかった。


　もう、馬鹿じゃねぇのおまえとばかりの目でクラウがルークを見つめると、彼は苦笑しながら言った。


「いえ、僕も自分で自分をお人ひと好よしの馬鹿すぎるなぁとは思うんですが……あなたのさっきの無茶っぷりを見てたら、ここで生き残るのは、あなたのほうがいいんじゃないかと思い始め……」


　が、それもクラウは遮さえぎる。


「はぁあああああ？　だからおまえ、なに言ってんのかちゃんと説明しろっつってんだよ。何度も言うけど、おまえ逃げて、俺はここに残っても二人とも助かるのに、なんで俺のために死ぬとか恩着せがましくのたまっちゃってるわけ？　俺が生き残るほうがいいとかどうとかじゃなくて、二人とも生き残れるって言って……」


　しかし今度はそれを、ルークが遮り、


「いえ、ここに残ったら、あなたは絶対に死にます」


　小さく、そう言った。


　それに。


「……んぁ～？」


　クラウは言葉を止める。


　するとルークは、やっとしゃべりやすくなったとばかりに説明を始めた。


「あなたはあの、炎の鳥を取り込んだ。でもあれはしょせん、これから続く研究の基き礎そでしかありません。まあ、あまり時間がないので詳くわしい話はしませんが、あの炎の鳥は複ふく雑ざつな『呪じゆ詛そ』で構こう成せいされていて、あれを取り込むことができた人間は『呪のろい』に対して、異常なまでの耐たい性せいを持つようになります。それがまあ、この実験の基礎で。今回はつまり『呪い』を受けても死なない、頑がん丈じような人間を造るための実験だったわけです。で、あなたはそれに成功した。でも、実験はここで終わらない。当然、次の段階へと進みます。『呪い』に強力な耐性を身に付けたあなたに、今度はあらゆる『呪い』を組み込んで、強化していこうという話になるはずです。で、あなたは実験体モルモツトにされる。あなたは耐えて、耐えて、耐えて、でも耐えきれなくなって死んでしまうまで、あらゆる『呪い』を組み込まれていく。普通なら死んでしまうような『呪い』にのたうちまわりながら、死ぬまで実験される。それが、ここに残った場合の、あなたの運命です」


　一いつ気きにそこまで説明して、ルークはこちらを見る。


　クラウはそれに、答えない。ただ、いま与えられた情報を、頭の中で整理していく。


　ルークが続ける。


「でも、僕はそうはさせたくないと思った。そしてあなたなら、僕の代わりができるんじゃないかと思った。いや、僕よりもずっと優秀で、あの炎の鳥を取り込んでしまうほど強大な呪じゆ詛その器うつわを持ったあなたなら……僕よりも容易たやすく、僕がしたいことを叶かなえてくれるんじゃないかと思ったから……なら、あなたを生かして、逃がしてみようかと、そう思ったんです」


　そんな言葉に、クラウは、


「…………」


　彼は思わず、笑いそうになった。


　そしてこれは本当にひどい話だ、と思った。


　さっき、もしこいつが馬鹿げた情じように流されて、目撃者を消けさずにここに残すようなミスをするようならば、こいつはその程度の男だと、そう思ったのだが。


　しかし、そんなレベルじゃなかった。


　もっと全然ひどい。


　情にもろいとか、そんなレベルじゃない。


　弱点といってもいいほどの、致ち命めい的てきな欠けつ陥かんをルークは持っていた。


　そしてこいつの言ってることは、こうだ。





　僕の命を捨てて、あなたを助けたい。


　だからそのかわりに、僕の目的を達たつ成せいしてくれないか？





　それにクラウは思わず半はん笑わらいの顔になって、ルークを見つめた。


　それからルークの、子供のものとは思えない真まっ白しろな髪を見つめて。


　脳のうをいじられ、魔方陣を埋めこまれた、最悪の実験の結果生まれる化け物の姿を見つめて。


「で、俺に代わりに、おまえをそんな体にした奴らを……『エーミレル私設兵団』をぶっ潰つぶして欲しいって？」


　そう聞くと、ルークはうなずく。


「あなたのほうが可能性が高いと、計算しました」


「そりゃ、おまえの脳に埋めこまれた魔方陣がくるくる回って計算したのか？」


　クラウがそう言うと、ルークが自じ嘲ちようするような笑みを浮かべ、


「ああ、これのこと、知ってたんですか」


　自分の白い髪に触ふれる。


　クラウは肩をすくめ、続けた。


「んじゃやっぱ、おまえの異常な頭の切れっぷりは、実験のせいか」


「でしょうね」


「ならよっぽど頭に自信を持ってんだな」


　その言葉に、ルークは悲しく笑う。


「頭ばっかりの、小しよう心しん者ですよ」


「よく言うぜ。こんだけ大それた計画立てといて、小心者もないもんだ」


　言ってから、クラウも周囲を見回す。


　魔方陣で埋めつくされた実験場。


　そこに集められた子供たちはもう、全員死んでいる。


　そしていったいここで、どれだけの人間が殺されてきたのか。


　いや、クラウを生みだすために。


　ルークを生みだすために。


　どれほどの人間が実験台になって殺されてきたのか。


「ったく、とんでもねぇ場所だなここは」


　吐き捨てるように、クラウは言う。


　それから妙みように悲しげな顔をしているルークを見る。するとこいつが考えてることがもう、手に取るようにわかる。


　ここを、このひどい場所を、もう、これ以上犠ぎ牲せい者しやが出る前に潰す必要がある。


　そのためなら自分の命ですら、喜んで捨てよう。自分の命を犠牲にしたとしても、ここを潰すことができれば、それだけたくさんの命が救えるから。


　すべてはそのための計画。


　そのために延えん々えんと張りめぐらされた計画。


　クラウとそう歳の変わらなそうなガキが、必死に考えだした計画。


　ルークが言った。


「……僕の提てい案あんに乗ってくれるのなら、あなたにここから脱出する方法を……」


　が、クラウはそれに、


「あ～、勝手に自じ己こ犠ぎ牲せいな気分が盛りあがってるところ悪いんだが、俺は別に、逃げる気ないぞ？」


　そう言うと、ルークがきょとんとした表情になってまた、


「へ？」


　と言う。


　また、わけがわからないという顔になる。


　それにクラウは続ける。


「おまえの計画がどんだけ素す晴ばらしいかは知らねぇが、俺にも予定があるからさ。ここに残って、やることあんだよ」


「え？　でも、ここにいたら間違いなく死ぬんですよ？」


「ふ～ん」


「いやふ～んじゃなくて」


「そりゃ、十じゆう割わり死ぬってことか？」


　その問いに、ルークはうなずく。


「十割死にます」


「それがおまえの出来のいいおつむが叩きだした数字？」


　その問いにも、彼はうなずく。


　十割。


　つまり、百回やったら百回死ぬってことだ。もう間違いなく、完かん璧ぺきに、絶対死ぬということ。


　それがルークの天才的なおつむが叩きだした未来予想だった。


　だがそれに、クラウはまた馬鹿にしたように笑った。


「でもおまえ、さっき俺が炎の鳥取り込むのに成功するの、全然予測できてなかったしなぁ。おまえの予想はまるであてにならんなぁ」


　するとルークは顔をしかめ、


「あんな奇き蹟せきがそう何度も起こるはずないでしょう？　あれ、三千分の一以下ですよ？」


「でもそれが、起こったろう？」


「次はありませんよ」


「そうかな？」


「そうです」


「あると思うけどなぁ」


「ないです」


「そう？」


「そう」


　と、ルークがこちらを真剣な顔で見つめてくる。その視線から、本気で彼がクラウを心配して、ここから逃がそうとしているのが伝わってくる。


　しかしそれにクラウは、


「でも……」


　と言った。するとルークがすぐさま、


「でもじゃありません。それに、もうあまり時間がありません。そろそろ実験の時間も終わりです。ここの監かん督とく官かんの、レイ・スタッカートが……」


　が、それを遮さえぎってもう一度、クラウは言った。


「でもさ、俺は思うんだが……じゃあここから俺が逃げだしたとして。その、俺を強化するための狂った実験とやらから逃げだしたとして……俺はあの、馬鹿みたいに強そうなレイ・スタッカートとかいう女に、勝てるようになるのかね？」


　そう、言った瞬間。


「…………」


　ルークの言葉が止まった。


　だが、クラウは気にせず続ける。


「こんな最初っから逃げることばっか考えてさ……この中で生き抜いて、エーミレルの護ご衛えいにまで成長した奴らをぶっ飛ばして、エーミレルを殺すところまでたどりつけるようになるのかね？」


　そこで、彼は思いだす。


　この場所の主あるじ。


　エーミレル伯はく爵しやくの周囲を囲んでいたクラウより七～十歳ほど年上の、護衛の少年、少女たち。


　そいつらが放っている雰ふん囲い気きは、あきらかにおかしかった。


　どいつと殺し合いになっても、必ず負ける。


　それも一瞬で負ける。


　戦う前にそれがわかってしまうほどの実力差をすぐに感じた。


　あのレイ・スタッカートとかいう女からしてそうだ。クラウよりもたった七、八歳ぐらい上なだけのガキが、あれほど圧倒的な力を手に入れている。


　それはなぜだ？


　そんなの、わかりきっている。


　この、地獄のような場所を生き抜いたからだ。


　あの領りよう域いきにたどりつくには。


「あの、化け物みたいな奴らの上にいくには、おまえのいう絶対、完璧に、間違いなく死ぬようなこの場所でも、生き残るだけの力が必要なんじゃねーのか？」


　その問といに。


「…………」


　ルークは今度こそ、あきれきったような顔で笑っていた。


「……まったく、あなたの言ってることは、聞いてるこっちが困るほど正せい論ろんだなぁ」


「正論なら困らねぇだろ」


「困りますよ。普通、死ぬ可能性が高い選択肢は、なるべく除じよ外がいするものなんですよ？　なのにあなたは一番効果がでそうな選択を見つけると、異常に可能性が低くてもそこへ突っこんでいくから……まあ、そういうのを馬鹿って言うんですけど」


「だからおまえ、まじ殺すぞ？」


　クラウの言葉に、しかし、ルークは笑う。


「でも、その馬鹿が怖い。せっかく用意しておいた計画を突き抜けてくるような馬鹿が怖い。そしてもしかしたら本当にあなたは、この施設を引っ繰くりかえすほどの化け物になるかもしれないところが怖い……といっても、可能性は低いですが」


「だが可能性がないわけじゃない」


「そう。ないわけじゃない」


　そう言ってから、ルークは踵きびすを返す。それからさっき、杭を打ちこんでいた場所に手で触れる。そして小さく、


「あくれねならろさ」


　と、なにやらわけのわからない言葉を呟いた。


　だが、それがなんなのかはもう、クラウにはわかる。


　パスワードだ。おそらくはこの広間から秘ひ密みつ裏りに脱出できるように細さい工くをした、暗あん号ごう。


　それを唱えると──


「…………」


　とそこで、壁の一部が開き、そこに道が現れる。


　それを見てクラウは言った。


「いくのか？」


　するとルークは振り向いて、


「ええ。まあ、ここからまだ、誰にも気づかれずに脱出するには二手間ぐらい頑がん張ばる必要があるんですが」


「はっ。誰にも気づかれずにって……もう俺に気づかれてるけどな」


「でも、あなたは密みつ告こくなんかしない」


「だから意外とおしゃべりだって言ってるだろう？」


　なんて、さっきと同じような会話になる。


　だが、それに続く言葉は違った。


　ルークが言う。


「いいえ、あなたはしませんよ。なぜならあなたは負けず嫌いだから。僕が外に出て、再び新しい計画を持って戻ってきてエーミレルを殺すのが先か。それともあなたがここで力をつけて、彼を殺すのが先か……」


　それにクラウは、ひょいと眉まゆを上げた。


「勝負ってか？」


「ええ」


「きっと俺が勝つぜ？」


「さてそれはどうでしょうか。まあとりあえずは勝負になるよう、生き残ってください」


　そう言ってから、あっさりルークは出口へと消えてしまう。


　するとすぐにその出口が閉とじて、見えなくなる。


　そして。


「…………」


　クラウはこの広間に独ひとり、取り残された。


　最初にここにきたときには、百人はいた子供たちの中で、彼一人だけが残った。


　その光景を。


　一人で立ち尽くすにはあまりにも広すぎる、がらんとした広間を見渡す。


　そしてルークが去り際に言った言葉を、思いだす。





　──とりあえずは勝負になるよう、生き残ってください。





　生き残ってください、か。


「……まあ、こっからが大変そうだなぁ」


　と、彼が呟いたところで。


　少し離れた場所にある、広間の出入口の門がゆっくり開き始める。外の光が内側に射さしこみ、やがて、広間の光と交じる。


　そして。


　一人の少女が入ってきた。


　ルークと同じ、真まっ白しろな髪。おそらくは十二、三歳であろう年齢には似に合あわない、大人びた表情。


　レイ・スタッカート。


　ルークと同じ姓なを持っているが、別に姉弟というわけではないらしい。


　となると、例の脳に魔方陣を埋めこんで、いじる研究の実験体モルモツトをすべて、スタッカートと呼んでいるのだろうか？


　なんてことを、想像してみる。


　まあ、いまはそんなことはどうでもいいのだが。


　いま考えるべきなのは、この女がこれから行うであろう実験を生き残る方法だ。


　そして誰よりも早く強くなり、誰よりも早くあの、エーミレルの首を取る。


　そのためにはまず、この女の力を上回る必要があるのだが。


「…………」


　クラウはレイ・スタッカートの姿を見つめる。


　まるで隙すきを見つけられない動きと、そこそこ離れた場所にいるのに、ここまで伝わってくる、切れるような雰囲気。


　それに彼は、うんざりしたような声こわ音ねで言った。


「あんな化け物を、超えられる日がくるのかねぇ」


　とそこで、レイもこちらに気づく。理知的な瞳を少しだけ驚おどろいたように開くと、


「あら、生き残りがいる」


　それにクラウは、さっきまで自分がレイにどういう態たい度どを取っていたのかを思いだした。


　まだ、なにもわからない子供。


　力のない、おどおどと脅おびえた子供。


　それを思いだし、ああもう、めんどくせぇなぁと思いながら、


「れ、レイ!?　助けにきてくれたの!?」


　なんて自分で言っててむかつく声を上げながら、クラウは駆かけだした。泣きそうな顔で。もう、この地じ獄ごくの中で死にかけ、やっと救すくい主ぬしを見つけた小犬のような顔で。


「みんな死んじゃった!?　みんな死んじゃったよ!!」


　そう叫んだ。


　そして思った。


　みんな死んじゃった。


　みんな死んじゃったよ。


　でもって次は、おまえらが死ぬ番ばんだ。


「…………」


　もちろんいまはまだ、まるで力が足りないが、そのうちこの施し設せつの人間をすべて、皆殺しにしてやると、彼は思った。


　それが母親との約束だから。


　それが初めてクラウに与えられた、生きる目的だから。


　まずはこの女を殺し、エーミレルの周りにいた護ご衛えいを殺し。


　そして最後に、エーミレル伯爵を殺す。


　あの、ルークとかいうすかしたガキが戻ってくる前に。


　レイが言った。叫びながら近付いてくるクラウに向かって、ひどく、冷つめたい声音で、


「ぎゃーぎゃーわめかないで。殺すわよ？」


　それにクラウはびくっと体を震ふるわせる。怯おびえるような表情をつくる。


　それを確認してから満足げに彼女はうなずくと、こちらに近付いてくる。


「……しかし、よく生き残ったわね。まさかこの『呪じゆ詛そ儀ぎ』の術じゆつ式しきで、生き残りがでるとは思ってなかったのに……思ったよりあんたは優ゆう秀しゆうだったみたいねぇ」


　言いながらこちらに手を掲げ、頭をなでてくる。その手に髪をくしゃくしゃにされながら、


「僕、優秀だった？」


　クラウがおずおずと聞くと、彼女は微笑んだ。


「優秀優秀。十分、有用だって組織に証明できたわ。これであんたは正式にこの『エーミレル私設兵団』の一員ってことになるわね。そして私が教官。あんたをいまよりさらに有用な人間に変えるためにここにきた。だからこれからは私を、先生と呼びなさい」


　吐ぬかせ、と思う。


　だがそれを面おもてには見せない。それはまだだ。まだ、もう少し先。


　だからクラウは言った。


「はい先生！」


　するとレイはうなずく。


「よろしい。じゃあ、今日はもう休みなさい。その両腕の傷を、治ち療りようしてあげる」


　言って、彼女は踵を返す。その、ちょっとした動きにすらまるで無駄がない。これをどうにかするには、結構な時間がかかりそうだった。


　だが、それも別に問題ないと、クラウは思う。


　まだ、時間はあるのだ。


　それに環境も揃っている。


　なら、問題ないだろうと、思った。


「…………」


　生きていれば、強くなるための時間はいくらでもあるのだから。


　クラウはレイのあとに続いて歩きだす。


　彼女は広間から、外へと続く門をくぐって向こう側に消える。


　その向こうになにが待っているのかはわからないが、まあ、恐らくはさらなる地獄へと続いているのだろう。


　狂くるった奴らが、狂った人体実験に狂っている場所。


　ルークが言うところの、絶対に、間違いなく、完かん璧ぺきに死ぬことができる場所だ。


　そこを見つめ。


「…………」


　しかしクラウは、笑う。


　不安は感じない。


　前に進むことに、不安は感じない。


　いやむしろそれに、快感すら覚えていた。


　毎日、毎日、母親に殴り付けられるだけの、なにも変わらない日々。


　停てい滞たいした時間。


　それがいま、動きだしたのだ。


　まずは『エーミレル私設兵団』の一員になり、前へ進む。


　自分の実力で、どこまで進めるかはわからないが。


「……ルークの馬鹿に、馬鹿にされないぐらいには、頑がん張ばらねぇとな」


　そう、小さく呟いて、彼は歩きはじめた。





　そしてこれが──


　戦せん場じようの悪あく魔ま。


　紅指のクラウ・クロムとして、周辺国にまでその名を轟とどろかせた悪魔の名前が、ローランドの歴史に刻きざまれた、最初の日だった。








　　　　◆





　それから時が流れていくのは早かった。


　ローランド帝国内の状況は安定することもあれば、ひどく乱みだれることもあったが、それも最初の五年は、クラウには関係しなかった。





　次の五年で、彼は世に出た。


『エーミレル私設兵団』第だい八はつ期き首しゆ席せき卒そつ業ぎよう者しやという肩書を手に入れ、まだ、たった十五の子供が、ローランドの軍部で、あまたの戦場で、数々の功こう績せきを打ち立てていく。


　そして彼が活かつ躍やくすればするほど、エーミレル伯爵の権けん力りよくは増大していく。


　いつの間にかクラウは、エーミレル伯爵が手にしている中でも最も切れる懐ふところ刀がたなとして、


　重ちよう用ようされるようになる。


　当然だろう。なにせ彼は、戦場でも、暗殺でも、決してミスをしなかったのだから。


　真まっ直すぐに、最短で、任務を完了していく。


　敵に情なさけをかけたりはしない。


　相手を殺すのに、時間をかけたりはしない。


　だからこそ、誰もが彼を怖おそれた。


　彼が現れただけで、誰もが恐怖に震え、逃げだしてしまうほどに、彼の名前はこのローランド帝国中に……いや、ローランドと争う他国の軍部にまで、轟とどろいた。


　そして彼の名めい声せいが高まるほどに、エーミレルは益ます々ます力を増ましていく。


　どれほど政局が不安定なときでも、エーミレル伯爵の地位は揺ゆらがない。


　なぜなら彼は、死しに神がみを部下に持っていたから。


　あの、『三○七号特とく殊しゆ施し設せつ』や『隠いん成せい師し』と並ぶ、強大な力を持った私設兵団と、そしてその中でも飛び抜けた才能を持った悪魔──紅こう指しのクラウ・クロムをその懐ふところに忍しのばせていたから。


　そしてもう誰も、彼に手を出せる者はいないとまで噂うわさされるほどに、伯爵の力は大きくなっていく。


　常つねに四し方ほうを精せい鋭えいに護ご衛えいさせ、近付くことすらできない。


　だがそのときにはもう。


「…………」


　クラウはエーミレルを殺すことができるだけの力を、手に入れていた。


　いや、最初にエーミレルの首くび筋すじに手刀を突き込むことができると感じたのは、十四のときだった。


　エーミレルを殺し、さらに『エーミレル私設兵団』からの追手から逃げきるだけの力が、もう自分にはあると彼は確かく信しんし……


　しかし彼は、それをしなかった。


　まだもう少し前に進もうと思ったから。もう少し力をつけようと思ったから。


　そしてさらに翌年。


　彼はまた一つ強くなり、だがまだ、エーミレルに手を出さない。


　さらに翌年。


　翌年。


　彼は十七になっていた。


　だがそれでもエーミレルを殺さない。


　いや、そのときにはもう、彼は新しい遊びを見つけてしまっていた。


　このままエーミレルを出しゆつ世せさせ、さらにその先にいるこの国のクズどもを、まとめて始末するのは、どうだ？


　この狂くるった国を造つくっている奴らを。


　母親を薬漬けにして、へらへら笑いながら自分たちの利り権けんのためだけに、人の命を食い潰つぶしていくような狂った奴らを、皆みな殺ごろしにするのはどうだろう？


　そのためには、エーミレルを殺しただけでは足りなかった。


　いやむしろエーミレルは生かし、操あやつって、さらに上に昇のぼる必要があった。


　まずは軍部のトップへ。


　それから全軍を掌しよう握あくして、この国を叩き潰す。それはなかなか、おもしろい遊びのような気がする。


　だからこそ、彼はエーミレルを殺さなかった。さらにその先を見つけたから。


　その先に進む道を、見つけたから。


　だがそこで。


「…………」


　クラウは、背後に気配を感じて、振り向いた。


　いま彼がいるのは、エーミレルから与えられた三階建ての邸てい宅たくの一室だった。


　部屋数が十五もある巨大な屋敷で、それは『エーミレル私設兵団』の団だん員いんに与えられた中でも、最も巨大な建物だった。


　それはつまり、彼がそれだけの信頼を伯爵から得えている証明でもあるのだが。


　しかし、彼が使っているのは、この巨大な邸宅の中の一室だけだった。


　三階の、角にある一室だけ。


　他の部屋には入ったこともない。


　だが、この部屋にだけはそれなりのものをそろえている。


　ベッドと、書しよ棚だなと、そして鏡。


　四方向、すべての壁に、大きな鏡を一枚ずつ設置してある。


　理由は簡単だ。


　鏡があれば、気配を消して背後から迫せまる敵に、対たい処しよできるから。


「…………」


　クラウが振り向くと、その鏡の一枚に自分の姿が映うつっていた。


　燃えるように赤い髪と、真っ赤な瞳。顔にはまだそれなりに幼さも残っているが、身長はもう、五歳のころとは比べ物にならないほど高い。その上うわ背ぜいのある体を鋭するどく、鋼はがねのように鍛きたえあげ、さらにいくつもの暗あん殺さつ具ぐが仕し込こまれた『エーミレル私設兵へい団だん』専用の、紅の戦闘服を彼はまとっていた。


　まるでそれはもう、動く兇きよう器きだ。


　だが彼はいつも、この姿のまま眠りにつく。


　彼の力を脅威に感じて、いつ、『エーミレル私設兵団』の他の団員が彼を暗こ殺ろしにくるかわからないからだ。


　いやすでに、彼はそういう任務をいくつかこなしたことがあった。少し思想に問題があるという理由で消去命令が出た団員を、何人か消してきたのだ。そしてその矛ほこ先さきがいつ自分に回ってくるかはわからない。


　まあ、回ってきたとして、いまの『エーミレル私設兵団』に、自分を殺せる奴やつがいるとも思えないが。


「…………」


　しかしいま、この部屋で起きていることは、そんな彼でも少し驚くような出来事だった。


　背後に気配を感じたので、振り向く。


　しかしそこには誰もいない。


　いや、いないだけなら問題ない。


　問題は、鏡には映っているのだ。


　ナイフが。


　クラウの背後から、ゆっくりと伸びてきて、首へとそえられるナイフ。


　さらにその、ナイフの持ち主も、クラウの背後から姿をあらわす。


　気配を感じた方向とはまるで逆の場所から、一人の、クラウとほぼ、同じぐらいの年齢の青年が、姿をあらわす。


　その顔を、クラウは見る。


　真っ白の長い髪に、すかしたような、穏おだやかな顔。


　あいつだ。


　あの実験場で会った、むかつくガキ。


　ルーク・スタッカート。


　そいつが成長した姿で部屋の中にいる。クラウと同じぐらいの身長だが、その印象は違う。こちらは細く、しなやかに鍛きたえられたような体だった。


　そして気け配はいが異い様ようなまでに薄うすい。


　それはクラウが気配の在ありかを読み違うほど。それだけでこいつがいま、どれほどの力を持っているのかがうかがえる。


　着ている服はローランドの軍ぐん服ぷくだった。それも、階かい級きゆうは二に等とう兵へい。


　軍部の中でも、最下位の階級だ。


　だが、クラウはそれに笑みを浮かべる。


「……俺にナイフを突き付けられる奴が、二等兵？」


　するとルークは穏やかに微笑んで答える。


「私はどうも、世よ渡わたりがヘタみたいで、出しゆつ世せに縁えんがないんですよ」


　自分への呼こ称しようが、僕から私に変わっていた。


　だが、そのしゃべり方は変わっていない。本ほん心しんを話さず、爪つめを隠したまますべてを計画して、操あやつっていこうとしているような、そんな口く調ちよう。


　その口調にクラウはまた笑って、


「馬ば鹿か吐ぬかせ」


　言った瞬間、ひょいっとナイフを指でつかんだ。そのままぐっと力を入れて、その刃を折る。


　するとそれにルークが、
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「おおすごい。いまの一連の動作、見えませんでしたよ？」


「おまえは昔から鈍にぶいからな」


「ですねぇ」


「でも見えなくても、対たい処しよ法ほうはいくらでもあるってか？」


　クラウが言うと、ルークは答えずにただ、にこにこと笑う。


　余裕の笑みだった。それも昔とは違う、まるで底の見えない、深い笑み。


　クラウはそれを見て、考える。


　さて、いまここで、こいつと殺し合いをしたとして、俺おれは勝かてるのか？


　それを考える。


　それを考えながら、ってか、こいつと会うといっつも殺し合いのことばっか考えさせられるなぁなどと、苦笑しそうになる。


　まあ、それはともかく。


　いま、ここで戦って、勝しよう算さんがあるのか？


　状況は向こうが、少し有ゆう利りそうだった。


　五歳のときから十二年。


　確かにクラウはかなり強くなったが、しかし、それ以上にこの国で目だち過ぎた。


　つまりルークは、クラウの力をだいたい予想することができる。


　だが、ルークはどうだ？


　クラウに背後から忍びより、ナイフを突き付けられるだけの力を手に入れながら、まるでその名前は知れ渡っていない。


　闇に深く忍びこんだまま、ここまで力を蓄たくわえ続けていたのだ。


　こいつがいま、どれほどの力を持っているのか？


　どんな能力を持っているのか？


　そしてどれだけの計けい略りやくをこの部屋に張りめぐらせているのか？


　まるで予想がつかない。


　だが、予想はつかなくても、


「……俺はおまえを殺せるよ」


　その、自信があった。


　それだけの力を、自分はつけているという自信があった。


　するとルークも言う。


「私もあなたを殺せますよ」


「へぇ。そう？」


「そう」


「じゃあやってみるか？」


　言って、クラウは殺さつ気きを爆ばく発はつさせる。そしてそれをそのままルークにたたきつける。


　するとそれにルークは、なぜか嬉うれしそうに、


「わぁ怖い。ほんと、怖いほど強くなりましたねぇ。まさかあの地獄を生き抜いてくるだなんて、またも私の予想を覆くつがえされてしまいましたよ」


　なんてことをへらへら言ってくるが、それをクラウは、ぶん殴なぐりたくなる。


　いまの殺気を受けて、これほど緊張しない相手もそういない。


　いや、いますぐにクラウが襲いかかってきても対処できるだけの用意を、こいつはしているのだ。それだけの力を、この十二年の間に身に着けているのだ。


　それにクラウは、思わず笑いだしそうになる。自分と並ぶほどの力を持った敵を目の前にして、思わず笑いだしそうになる。


　あの日、死ぬはずだったガキ二人がいま、ここに生き残っているのがなぜか妙に嬉うれしくて。でもそんな嬉しいとかいう、気持ちの悪い感情が自分の中に生まれるのにむかついて、なんだか、よくわからない気分になってくる。


　するとそれを見み透すかしているかのような顔でルークが言ってくる。


「でも、ここで私たちが殺し合っても、仕方ないでしょう。私たちの力の勝敗は、別のところで決める約束じゃありませんでした？」


　それに、クラウは思いだす。こいつとの約束を。十二年前に交わした、ルークとの約束を。


　それはこういうものだった。





　──どちらがさきに、エーミレルを殺すか？





　ルークが言った。


「なぜあなたは、それほどの力を持っていて、伯爵を殺さない？」


　その問いに、クラウは顔をしかめる。


「……あれはちょっと、事情が変わったんだよ」


「ふむ。言い訳ですか？」


「いや、言い訳じゃなくて……だいたいおまえはどうなんだよ？　まだエーミレルの奴はぴんぴんしてるぞ？」


　クラウが言うと、ルークは笑って、


「いま、すぐにでも殺せますよ？　じゃあ私の圧倒的な勝利ということで……」


「いやいやちょっと待てって。なんでそうなる？　俺だって殺せるぞ？　だいたい俺は、十四のときにはたぶん、あいつを殺せたはず……」


　が、その言葉を途中で遮さえぎって、ルークが言う。


「じゃあ私は十三のときに殺せましたよ？」


「はぁ？　じゃあってなんだよじゃあって。それなら俺は十二歳のときに……」


「あ、いま思うと私は十一歳でも……」


「[image: ][image: ][image: ]!?　じゃあ俺は十歳でいけたね!!」


「そうですか？　なら私は九歳でもいけたなぁ」


「なら俺は八歳でいけた！」


「じゃあ私は七歳で」


「六歳だ！」


「五歳で」


「四歳だ！」


「三歳で」


「二歳！」


　とそこで、ルークが真しん剣けんな顔で腕組みをして、


「ふむ。よくよく考えてみれば、私は生まれた瞬間にいけた気もしま……」


「噓うそつくんじゃねぇえええええええええええええええええええええええ!!」


　と叫んでから、クラウはあきれた顔でルークを見た。


「おまえ、そんな猫ねこも殺せなそうな顔してて、意外と負けず嫌いなの？」


　するとそれに、


「う～ん。というか、私は誰にも負けたことがないので、わかりませんねぇ」


　なんてことを言ってきて、クラウは思わず言う。


「……こいつ本物だ」


「本物って？」


「本物のガキってこと」


　それにルークは笑った。


「あは。まあ、幼おさな馴な染じみに久し振りに会って、はしゃいでるんです」


「俺ら別に幼馴染みじゃねぇだろ」


「ええ～寂さびしいこと言うなぁ……」


　と、ルークはわざとらしく悲しそうな顔をしてから、こちらを見た。


「まあ、そんな冗じよう談だんはともかくとして」


「おまえの冗談は、いっつもつまんねぇから嫌いだ」


「またまた。爆ばく笑しようしてたくせに」


「してねぇよ」


「隠さなくてもいいって」


「ああもういいから、話進めろよ。んで、いまさらになっていったい、なにしにきた？　ってかだいたい、おまえいままでいったい、どこでなにしてたんだよ？」


　クラウのその問いに、ルークはこちらを指差して、


「あなたと同じことですよ？」


　と、そう言った。


　あなたと同じこと。


　つまりそれは、復ふく讐しゆうだ。


　世界への復讐。


　この狂った国を、少しでも変えるための足あ搔がき。


　それをルークもやっていたと。


　そしておそらくはこいつも、クラウと同じ結論に達したのだ。


　結局は、エーミレルを殺したところで、なにも変わらない。


『エーミレル私設兵団』を潰したところで、誰も救えない。


　この狂った国では、すぐ次が生まれるから。


　すぐ次の欲よく望ぼうが生まれるから。


　もうそれは、ルークを見ただけでわかった。たぶんこいつも、世間では何人たりとも近付くことすらできないといわれているあのエーミレルを殺すだけの力を、すでに持っている。


　だが、それをしない。


　他にやるべきことがあるからだ。


　でもなら、


「いったい、なにしにきた？」


　クラウが聞くと、ルークはこちらを見る。そして言った。


「あなたに勝ちに」


「エーミレルを殺すってことか？」


「そうです」


「そりゃ、ちょっとまずいなぁ。俺はあいつを利り用ようして、もうちょい上にいこうと思ってんだが……」


　するとそれに、ルークは微笑ほほえんだままあっさり、


「その計画プランは、白紙にします」


「勝手に白紙にすんなよ」


「でも、もっといい計画プランを持ってきましたから。そちらをどうぞ」


「いやどうぞじゃなくて。だいたい、おまえの計画プランっていっつも、最後はおまえだけが笑う計画じゃねぇかよ」


　と、あからさまにクラウが顔をしかめると、ルークがまた笑う。


「今度のはあなたも、にやり、ぐらいはできそうですよ？」


「にやりだけかよ」


「十分でしょう？　おそらくは、あなたが考えていたローランド転てん覆ぷく計けい画かくの、半分以下の期間でこの国がガラッと変わった上に、ああ、まあ、ルークさんにはいろいろ負けたけど、俺もそれなりに頑がん張ばったなぁ、にやり……となれますよ？」


「最さい悪あくじゃねぇか」


「そうですか？」


「そうだろ」


　と言ってから、しかし、最悪でもないなと、クラウは思う。


　彼が考えていたこの国を引っ繰りかえす方法は、まだ、かなり時間がかかるはずだった。


　だがそれを、こいつは半分以下でやるという。


　クラウが考え付く最さい短たんの方法を、さらに半分以下まで縮ちぢめるという。それがいったい何年なのか……そう、彼が考えた瞬間、またもそれを見み透すかしているかのように、ルークが言う。


「七年です。七年ですべてが変わる。それだけの計画を、すでに用よう意いしている人がいる」


　それにクラウは顔を上げた。そして聞く。


「おまえの計画じゃねぇのかよ？」


「ええ。残ざん念ねんなことに。たまたま私より頭のいい人が、私より先に準備をしていたので、それにあっさり乗っかることにしました」


　その言葉に、クラウは少しだけ興味を持つ。


「ほっほう。おまえの計画じゃないってのは、ちょっと面白そうだなぁ」


「言うと思った。でも、私もそう思います」


　それからルークは、クラウから少し離れる。そして部屋の窓のほうへと、歩いていく。


　窓は少し開いている。


　鍵かぎをかけていたはずなのだが、その鍵も外されている。外からは絶対に外すことができない鍵のはずなのだが、どうやったのかこいつは、鍵を外し、この窓から部屋に侵しん入にゆうしてきたらしい。


　もしくはクラウがこの部屋に入ってくる前に忍びこんでいて、気配を消していたのか。


　まあ、いまはもう、それはどちらでもいいが。


　ルークはその窓に手をかけ、人が一人通れるくらいの幅はばまで開く。それからこちらを振り向き、言う。


「クラウ」


「うん？」


「じゃあそういうわけで、あなたはこれから私たちの組そ織しきの一員です」


「俺の意思は関係ないのかよ！」


　と怒ど鳴なると、ルークは不思議そうな顔でこちらを見て、


「ないですよ？」


「おまえほんっとぶっ飛ばすよ？」


「それはいいですけど、ぶっ飛ばされても決定は変わらないしなぁ。で、今後のあなたの任にん務むですが……」


「いやいやだから！　俺、まだなんも答えてねぇし！」


「別に答えなくても、選せん択たく肢しは一つしかないから問題なしです。なんせ、あなたが利用しているエーミレル伯爵は、もう、私の計画で殺されますから。そして雇やとい主ぬしを失ったあなたは路ろ頭とうに迷い、ママ助けて～とばかりに私の下へ……」


「いくか！」


「で、そこであなたは出で逢あうのです。幼いころに、どちらが先にエーミレルを殺すか勝負だ～と約束した幼馴染みのルークさんに。そして結局あの勝負は、ルーク兄ちゃんの勝ちだったね。俺は負まけたから兄ちゃんの言いなりになるよ～という展開で、あなたはこれから私の言いな……」


「ふざっけんなぁあああああああああああああああああああ!!」


　と、クラウが怒鳴るとルークが、


「ふざけてないです。本気です」


「益ます々ます悪わるいわ！　だいたい、なにが兄ちゃんだよ。おまえいくつだよ」


「十七ですが」


「タメじゃねぇか！」


「いやそこはほら、精せい神しん年ねん齢れいが……」


「…………」


　それにもう、よっぽど思いっ切り怒鳴り付けようかとも思ったが、クラウは大きく息を吐き、それから深呼吸するように吸って、


「まあ、俺は精神年齢が大人だから怒鳴らないけどな」


「あ、そういうところに反応するところがお子ちゃまだなぁ」


　と、ルークが穏やかな表情のまま言う。あきらかに挑ちよう発はつするような、そんな調子で言う。


　それにクラウは、あああああこいつ!!　だぁああああああこいつ!?　とか心の中で騒ぐが、それも完全なまでに大人な精神年齢で抑おさえ付つけて、言った。


「で、結局、おまえらの計画上はエーミレルはいらねぇのか？」


　するとルークはうなずいた。


「別の貴族を立てます。というかすでに、何人かの貴族を操って、王おう族ぞくにまで人じん脈みやくを広げつつあります。それを押し進めるにあたって少し、エーミレル伯爵が邪じや魔まになってきたんですよねぇ。彼はちょっと、力を持ちすぎた。まあ、そのほとんどがあなたの功こう績せきなのですが……」


「で、消そうと？」


「ええ」


　ルークはうなずく。


　それにクラウは、少しだけ考える。


　この、いまのローランドで。


　王族や貴族たちの力が大きすぎて誰もが身動きを取れなくなってしまっているこの国で、貴族たちを操あやつり、エーミレルを殺すという。


　それは、とんでもない話だった。


　おまけにそれほど派は手でに動きまわった上で、その動きを誰にも気け取どられていない。少なくともそんな奴らの存在を、クラウは知らない。


　彼は聞く。


「んで、その計画を動かしてるのは誰なんだよ？」


　するとルークはあっさり答える。


「ミラーさんです。ラッヘル・ミラー少しよう尉い。御ご存ぞんじですか？」


　その、言葉に。


　今度こそクラウは、吹き出しそうになった。


　ラッヘル・ミラー。


　ラッヘル・ミラー。


　それは、わりと有ゆう名めいな名前だった。


　だが悪あく名みようだ。


　貴族に取り入って、権力に溺おぼれた男。戦場でも、決して前線には出てこない腰こし抜ぬけ。よほど自分の命が大事なのか、裏から貴族に手を回してもらい前ぜん線せんに出ることを回かい避ひして、その見返りとして、貴族どもに女を、金を、提てい供きようする。


　殺す価値もない男だと、クラウは思っていた。いや、いまルークがその名前を言いだすまでは、思いだしもしない名前だった。


　完全なまでに汚れた、堕落した男だという噂だけが流れている。


　だがそんな奴が実際にやっていることは、


「…………」


　ルークを動かし、組そ織しきを動かし、貴族を操って、世界を変えようとしている。


　誰よりも慎重に、誰よりも真剣に。


　これは……


　と、クラウは思った。


　こいつが、ついていこうと思うわけだ。


「で、どうします？　まあ、すでにミラーさんにはすごい人をスカウトしてくると言っちゃってるんで、これで嫌と言われるのも困るんですが」


　ルークが言った。


　それにクラウは知るかよと言う。


「てめぇが勝手に約束したんだろうが」


「まあそう言わずに」


「知らねぇって」


「ええ～、じゃあ仲間になってくれないんですか？」


　その言葉に、


「…………」


　クラウは答えない。


　まだ、そのミラーとかいう男に実際に会ってみなければなんともいえないが、しかし、ルークが言っていることが本当なら。


　いまのクラウよりも、ルークよりも、さらに先にミラーが進んでいるというのなら、この誘さそいを断る理由はなかった。


　だから彼は言った。


「なぁルーク」


「なんです？」


「仲間になってもいいけど……その前に一つだけ聞きたいことがある」


「聞きたいこと？」


「ああ」


　と、クラウはうなずいて、そして少しだけ体を低くする。力を溜ためる。そして、


「おまえの計画じゃ、エーミレルはいつ殺すことに……」


　が、そこで。


　ルークが突然、慌あわてたように窓から外へ飛びだした。


　それにクラウはにやりと笑う。


「おっと、その反応だと、まだ殺してねぇんだな！」


　そしてそのあとに続くようにして、彼も窓から外へ飛びだす。窓まど枠わくを蹴けり、庭に出る。そこですぐにルークに追い付く。


「はっは～!!　相変わらずてめぇはノロマだなぁ。こりゃどうやら、俺の勝ちだね。エーミレルを先に殺すのは、俺だ。となると今後おまえは、俺をクラウ兄さんって呼ぶことになるなぁ」


　と、そこで。


「させません！」


　ルークが手しゆ刀とうを振るってくる。


　かなり鋭するどい。


　だが、クラウにとっては、


「遅おせぇって」


　あっさりよける。さらにその腕をつかんで投げる。


「うわ」


　と、ルークは吹っ飛ばされて、しかし空中で体勢を立てなおして地じ面めんに着ちやく地ちする。


　だがそれでもう終おわりだった。


　もう絶対、追い着けない。


「ちょ、ちょっと待ってください！」


　と叫ぶルークの姿を振り返り、クラウは馬鹿にするようにぺろっと舌を出す。それにルークがなにか言おうとしたようだったが、もう、距離が離れすぎていて聞こえなかった。


　そのまま彼は前を向く。そして、走る。


　目指すはエーミレルがいる場所だ。


　ちょうど今夜、奴は屋や敷しきを出て、貴族どもが集まるパーティにいくはずだった。殺やるなら、その馬車を襲えばいい。


　おそらくは護ご衛えいが何人かついているだろうが、問題はない。もう、いまの『エーミレル私設兵団』に、クラウの相手をできるような奴はいないはずだから。


　とそこで、


「あ、そういや」


　ちょっとだけ、気になる情報を思いだした。


　いま、エーミレルの護衛には、第二のクラウ・クロムだと噂されているえらく優秀な奴がついているという話を聞いたような気がする。


　確かカルネ・なんちゃらとかいう奴だ。


『エーミレル私設兵団』第十五期首席卒業者。


　いずれそいつも軍部に所属して、クラウに続き、エリート街かい道どうを進むという。


　それにいまだにあいつもいる。


　あの女。


　かつて、クラウを教えた女。


　魔法に、戦術、戦略、そのすべてを彼に叩たたきこんだ女。


　レイ・スタッカート。


　もし、エーミレルを襲うとなれば、あの女ともぶつかるだろう。


　それに。


「…………」


　しかし、なんの感かん慨がいもなかった。初めから別に、彼女など眼中になかったから。もっと上にいく必要があった。もっと遠くにいく必要があった。


　だからやっとエーミレルを殺せるからといって、もう、それほどなにかを感じたりはしない。


　ただ少しだけ、胸の奥おくで感じられることがあるとすれば、やっと一つ、復讐を終えるのだという達成感はかすかにあった。


　薬漬けの母親の夢を、一つだけ叶えてやれるという感慨はあった。


　でもそれもすぐに消える。


　走っているうちに消える。


『エーミレル私設兵団』の団員が住んでいる区く画かくの向こう側に日が落ちていくのを見て。


　血のように赤い空が徐じよ々じよに暗く、黒く染まっていくのを見て。


　やがて彼の頭の中を支し配はいしていくのは、これから行う殺さつ戮りくの方法だけ。


　そして彼は貴族たちが住む区画の、広々とした一本の道の中央にたどりついた。


　ちらほらと馬車がいきかってはいるが、それほど人気はない。


　いや、そもそもこの貴族の住む区画は、住んでいる人数に比べて敷しき地ちが広大なせいか、人気は少ないのだ。


　その、道の向こう側からやってくる、一台の馬車を、彼は見つめる。彼もかつて、守ったことがある、紺色を基き調ちようとした豪ごう奢しやな馬車。そしてやはりその馬車は、四方を護ご衛えいが固めている。


　あきらかに他の貴族の馬車を守っている護衛たちとは雰ふん囲い気きが違う、馬に乗った、『エーミレル私設兵団』の紅の制服を着込んだ護衛たち。


　その、四人の姿を見る。


　そしてそのそれぞれの実力を推し測る。


　先頭の男は論外だった。


　左の男もそう。


　右は……


　とそこで。


「……あいつだな」


　クラウは呟いた。


　右にいる、まだ十歳にもなってなさそうな、柔やわらかそうな金きん髪ぱつの少年を見て、こいつが最近のエーミレルのお気に入りなのだろうと思った。一番最近の、『エーミレル私設兵団』首席卒業者。


　カルネ・なんちゃらだ。


　もう、見ただけでわかる。


　先頭と左にいる男と比べて、あきらかに異い質しつの雰囲気を持っているのだ。


　暗く、冷たい眼がん光こう。


　その瞳が、馬車を守っている護衛の四人の中で、誰よりも早くクラウの姿をとらえる。警けい戒かいの色を帯おびる。


　だが、他の仲間にそれを伝えたりはしない。きっと、向こうも気づいたのだ。他の三人にこちらの存在を伝えたところで、助けにならないと。


　それだけの力の差があると、クラウを見て、カルネは気づいた。


　だからただ、真っ直ぐに、冷たい瞳でこちらを見つめてくる。


　それにクラウは笑みを返してやる。それから指を一本立て、自分の首を切るような動きをする。さらに手を振って、去れという合あい図ずを送おくる。


　殺しにきた。


　死にたくなければ、逃げていいぞ、と。


　するとそこでやっと、馬車の殿しんがりを守っていた女がこちらに気づく。


　馬を少し前に進め、カルネに並ぶようにして、こちらを見つめる。


　レイ・スタッカートだ。


　会うのは何年ぶりだろうか。


　こうしてあらためて見ると、彼女は目を瞠みはるほどの美人だった。クラウの七つ上だから、いまは二十四か。最後に会ったときから、どれくらいの力をつけたかは、


「…………」


　見ただけでわかった。そう変わってない。九つのときにクラウがもう、こいつから吸収することはないと感じてから、彼女の印象は変わらない。


　しかしそれでもクラウは最後まで柔じゆう順じゆんな生徒の演えん技ぎを続けていたから、彼女はこちらを見るなり、少し微笑ほほえんできた。だがすぐに、その表情は曇くもる。クラウの姿を見て。彼の体から放たれているかすかな殺さつ気きを感じて。


　彼女は、叫ぶ。


　カルネと、他の護衛二人に向けて。


「……敵てきが……」


　だがそれはもう遅い。


　クラウが走る。彼女の声が響く前に、馬車との間合いを一いつ瞬しゆんで詰めてしまう。そして先頭の男の顔面を殴り付ける。ぐしゃっと、嫌いやな感かん触しよくがして、もうそいつには意識を払う必要がないことがわかる。


　だから次の男のほうを見る。


　そこでやっと、男はこちらの姿を認にん識しきする。


　しかしそれも意味はない。


　こちらを認識し、目を、大きく見開いたときにはもう、その男の首筋に、クラウの蹴りがめりこんでいる。


　それで終わり。


　だがそれでもクラウは止まらない。彼は跳ちよう躍やくして、馬車の御ぎよ者しや台だいに乗る。そのまま馬車の御者の首筋に手刀を入れ、気き絶ぜつさせる。馬の手た綱づなをにぎり、馬を止める。すると馬車もゆっくりと、その動きを止める。


　そこまでの動作で、周囲にはほとんど音が漏もれていない。


　すべては一瞬のことで。


　夜の闇やみにまぎれた出来事で。


　道を往来する馬車たちは、こちらの様子にまるで気づかない。


　二人を、のぞいては。


　二人の護衛、カルネとレイを除いては。


　とそこで、馬車の中から声がする。あの男の声が。


「なぜ、馬車を止める」


　エーミレルがそう、聞いてきた。


　だが。


「…………」


　それに答える者は、誰もいない。


　二人の護衛は、緊張した顔で御者台の上に立っているクラウの姿を見あげている。


　レイが言った。


「どうしてこんなことをするの？　クラウ」


　その問いに、クラウはレイを見下ろして、答える。


「おまえこそどうしてずっとここにいる？　貴族の言いなりになれば、いい暮らしができて最高ってか？」


　するとその言葉に、再び彼女の表情が曇る。


「……あら、そんなふうに私を見てたの？」


　が、クラウは首を振る。


「そこまでおまえに興味ねぇよ」


「でしょうね。あんたは、特別な子だったもんねぇ……すぐに私の力を上回って……なのに柔順な子供のフリして、むかつく子よねぇ」


　どうやら、演技はバレていたらしい。


　レイが続ける。


「で、用済みになったから、主を殺す？」


　クラウは、ああ、とうなずく。


　だが彼女は笑みを浮かべる。


「でも、あんたには無理よ。いくら強いからって、私と、それにこの、カルネ・カイウェルの二人を同時に相手にはできないわ」


　そう言った。


　それにクラウはその、カルネ・カイウェルのほうを見る。相変わらず感かん情じようのないような、暗い目でこちらを見あげている。


　こいつが、


「おまえの新しい実験体モルモツトか？」


　聞くと、彼女は微笑む。


「最さい高こう傑けつ作さくよ。たぶんあなたより……」


　が、そこで、彼女の言葉は途と切ぎれた。


　突然、カルネが彼女の首に、蹴りを入れたから。


「あ」


　と、小さなうめき声をあげ、気を失って馬の上に倒れる。それで彼女は沈ちん黙もくする。


　そんな光景をクラウは見おろし、


「おいおい、そりゃいったいなんの真ま似ねだ？」


　聞くと、カルネはこちらを見上げて言った。やはり暗い、皮ひ肉にくげな笑みを浮かべ、


「……困りますね、先せん輩ぱい。あなた、エーミレルを殺しにきたんでしょう？」


「だな」


「それ、僕の仕事なんですが」


「あ～、なんだ。おまえも貴族嫌い派かぁ。でも悪ぃな、この仕事は俺んだ」


「させませんよ。もう、ずっと長い間準じゆん備びしてきて、さあ明日には一いち族ぞく郎ろう党とうすべて皆殺しにしてやるぞーっと盛もりあがってたのに、横からかっさらわれちゃたまんないですよ」


「じゃあ、邪じや魔まするか？」


「しますねぇ」


「勝てると思う？」


　それにカルネは、笑みを浮かべる。体に力が入っていくのがわかる。その力の移動のさせかたを見ただけでも、すでにレイ・スタッカートの力を上回っているのがわかる。


　そして聞いてくる。


「僕がなんて呼ばれてるか知ってますか？」


　それにクラウは興味なさげに言った。


「そういうこと聞いてくる奴に限って、弱いんだぜ？」


「いいから答えてくださいよ」


「うわ、なんかおまえ、けっこうウザそうな奴だな」


「早く！」


「だから知らねぇって。なんだよ？」


　すると彼は言う。妙に自じ信しん満まん々まんそうな顔で、


「僕はあの、紅指のクラウ・クロムを超える天才と……」


　しかし言い終わる前に動き出す。懐ふところからナイフを抜き、こちらに投げてくる。


「おっと」


　クラウはそれをあっさりよけるが、そのときにはもう、カルネは指を宙に踊おどらせている。魔方陣を描こうとしている。その動きも、かなり速い。


　それにクラウは、


「おまけにおまえ、すげぇ汚きたねぇ奴だな」


　するとカルネが笑う。


「殺し合いに汚いもなにもな……」


　が、そこで彼の言葉は止まった。


　笑いながら魔方陣を描こうとしていた彼の背後から、


「俺も、そう思うよ」


　そう言ってクラウが指をつかむ。


　まるでその動きについてこれていないカルネは、驚きよう愕がくの顔でこちらを振り向き、


「そんな……速すぎ……」


　が、それも言わせない。


　クラウは躊ちゆう躇ちよせずに、カルネの指を折る。さらに腕も折る。髪をつかんで馬から引きずり落とし、頭を地面にたたきつける。さらにたたきつける。もう一度たたきつける。


　それからぐったりとなったカルネの首に、膝ひざを落とす、直前で止めて、


「……それで、誰が紅指のクラウ・クロムを超える天才だって？」


　そう聞いた。


　するとカルネがもうぼろぼろで、抵抗する気力を完全になくしたような顔で言った。


「……う～んと……少なくとも僕は、こんな化け物にはなれそうにないですね」


「じゃ、そろそろ死ぬか？」


「それでもいいですが……でもあなたは僕を生かすんでしょう？」


　それにクラウは、笑う。


「お、よくわかったな」


　まだ十にも届かないガキのくせに、貴族が嫌いで、平然とエーミレルを殺そうとしていて、おまけにレイに蹴りを入れられるような面白いガキを殺すのはもったいないと思った。


　だがそれにカルネが、


「僕を生かすのやっぱり、あれですか？　僕があんまりにもかわいいからですか？」


　なんて言った瞬間、クラウはそのまま膝をカルネの首に、


「噓うそです噓です！」


　そこで、膝が止まる。そのままクラウはカルネを解放して立ち上がり、


「おまえ、危ない噓うそつくなぁ」


「……よく言われます」


「以い後ご気きを付けろよ？」


「……はい。かわいくなりすぎないように気を付けます」


「…………」


　その、カルネの言葉に、やっぱりこいつはここで殺しておかないとまずい、危険人物のような気もしてきたが、クラウはとりあえずそれは後まわしにすることにした。


　そのまま馬車を見た。


　この馬車の中に、エーミレルがいるのだ。


　それを殺せばとりあえずは、ここでクラウがやるべきことは終わりだった。


　母親の復讐を果たし、そしてここ数年、クラウがやってきた軍部でのし上がって、世界を変える計画が、すべて終わる。


「さて。じゃあ終わらせるかね」


　言って、彼は馬車に近付いた。


　そしてその、扉を開く。馬車へと乗りこむ。


　すると中にはエーミレル伯爵がいた。


　初めて会った五歳のときよりはだいぶ薄うすくなった髪に、あいかわらず欲よく深ぶかそうな微び笑しよう。


　この十二年。


　この男の顔を見るたびに不快になったものだが、しかし、今日は気分が悪くなったりはしなかった。


「…………」


　というよりもクラウはエーミレルを見て、


「う、噓だろ……」


　と、思わず呟つぶやいてしまっていた。


　おまけにその声も、少し震える。


　それほど彼は、エーミレルの姿に驚いてしまっていた。


　なぜなら。


「…………」


　エーミレルは馬車の中で、死んでいたから。


　それにクラウは、


「い、いやいやいやいや、そんなはずねぇだろ？　だってさっき、なぜ馬車を止めるんだとか言ってたろ？　なのになんで……」


　が、なぜエーミレルが死んでいるのか？


　その謎なぞの答えは簡単だった。


　またあいつだ。


　あいつがやったのだ。


　クラウよりも先に、あのむかつく白髪野郎が……


　とそこで後ろから、


「もう殺しました～？　それとも僕の分もとってくれてますか？」


　なんて軽薄な声でカルネが言ってきて、クラウは振り向く。


　するとエーミレルの死体が見えたのか、カルネがこちらを見て、


「あ、やっちゃったんですね。もう、僕も一発ぐらいは殴りたかったのになぁ……まあいいか。じゃあこれから、どうしましょうか？　さすがに貴族殺しをしたとなると、世間からの風当たりは強いですよ～？　どこへ逃げます？　もちろん、クラウさんが僕を守ってくれるんですよね？　責任、とってくれるんですよね？」


　などと戯たわ言ごとを並べているカルネを見つめ、クラウは震ふるえる声こわ音ねで言った。


「…………まえの……」


　しかし声が小さすぎたのか、カルネには伝わらず、


「へ？　なんです？」


　と聞いてくる。


　だからクラウはもう一度言った。今度ははっきりと、大きな声音で。


「…………おまえのせいで、あいつに負けたじゃねぇええええかあああああああ!!」


　そして拳こぶしを突つきだす。


　すると拳はカルネの顔面に当たって、


「なんでぇえええええええええええ!?」


　叫びながら、きりもみ状に吹っ飛ぶ。


　それをクラウは確認して、そして暗い空を見上げると、


「ああ～くそ、最悪だ。これであいつに会ったら、すげぇ偉えらそうにされるじゃねぇかよ……ったく、どうしたもんかなぁ」


　うんざりしたような声音で言った。


　空は暗い。真っ黒い雲が全面を覆おおってしまって、星も、月明かりも消し去ってしまっている。それをしばらく見つめていると、吹っ飛んでいったカルネがひょこっと起きあがり、戻ってきて言う。


「もぉ！　突然なにするんですか!!」


　クラウはそれに、カルネのほうを見て、それからまた一つう～んとうなってから、


「まあでも、いくとこねぇしなぁ……」


　無視して、歩きだした。


　それにカルネがついていく。


「ちょ、なに無視してんですか」


「…………」


「ちょっと！」


「うるせぇなぁ」


　そのまま、カルネはクラウに並んできて、言う。


「で、貴族様を殺しちゃって、どこかに隠れるアテがあるんですか？」


「ねぇよ」


「ええ～。じゃあどこに向かってるんです？」


「すげぇ嫌やなとこ」


　するとそこでカルネは立ち止まり。


「えええええ～……こんなのがあの、紅指のクラウ・クロム？　なんか、ついていく気なくすなぁ」


　不信げな声音でそう言った。


　だがクラウは止まらない。振り返らないまま、


「別についてこいなんて言ってねぇだろ」


「でも僕いくあてないんですよ」


「知るかよ」


「じゃあ知ってください！　僕の寂さびしい身の上を知ってくだ……」


「だあもううるさいうるさい」


　と、そんなことを言いあいながら、二人は夜の闇の中に消えていく。





　そして二人はその後、失しつ踪そうしてしまう。


　それは記録からも、目撃情報からも、完全に二人は、その姿を消してしまう。


　何年もの時が流れ、やがて人びとの記き憶おくからすら、その存在が忘れ去られ始める。


　紅指のクラウ・クロムに、カルネ・カイウェル。


　彼らはその、存在を消してしまい。


　それから再び、彼らが世に出て、その名を轟とどろかせるようになるまでには、さらに六年もの月日が流れることになる。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　そしてその、六年後。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　再び夜。


　やはり月の光が大地まで届かないような、暗い夜。


「…………」


　一人の貴族が襲われて、殺される。


　殺しているのは悪魔だ。


　赤髪の悪魔。


　その悪魔を、見る。


　見ただけで震えがきそうになるほど、そいつの体からは凶きよう悪あくな殺さつ気きが溢あふれだしている。


　彼の周囲には八つの死体があった。そのすべてがほんの数秒で、音もなく殺されてしまっていた。


　彼は右腕を振る。


　すると手についていた敵の返り血が、振るい落とされる。だがそれでも、腕を染める血の色は落ちきらない。


　血に染まった、紅い腕。


「…………」


　するとそこで、その赤髪の悪魔が振り返った。


　かつてはこの、ローランド中にその名を轟かせていたはずの紅指のクラウ・クロムが振り返る。


　そしてこちらを見る。


　鋭するどい瞳ひとみで。


　燃えるような、真っ赤な瞳でこちらをにらみつけ、


「…………」


　しかし、なにも言わない。ただ、殺気が脹ふくらんでいくだけ。


　目撃者は殺す。


　そう命令されているのだろう。


　悪魔が、こちらを殺そうとしている。


　信じられないほど動きが速い。


　一歩。


　二歩。


　三歩で、間合いはゼロになった。


　クラウが腕を上げる。殺した貴族の血で真っ赤になった腕を上げる。そしてその腕を、こちらの首筋に突きたてようとする。


　しかしその前に。


「……殺す前に、話を聞けよクラウ・クロム」


　と──








　シオン・アスタールは言った。


　しかしクラウは止まらない。シオンの首をぐっとつかんで、


「……聞く必要はないな。おまえはもう殺してもいいと言われてる」


「なら、殺すか？」


「ああ」


「じゃあやれよ」


「やるさ。死ね」


　そう言って、クラウはシオンの首筋を握にぎり潰つぶそうとする。


　命を、にぎり潰そうとする。


　それをシオンに防ふせぐ方法はない。


　いや恐らくは、いまのこの国で、クラウの動きについていける者など、一人もいないだろう。


　だがそれに、シオンは笑う。


　自分の死を感じて笑う。


　その、ここまでの展開が、あまりにも自分の予想どおりのものだったから。


　そしてここからが勝負だと、彼は思う。


　この紅指のクラウ・クロムを。


　赤髪の悪魔をラッヘル・ミラーから引き離し、こちらへと誘ゆう惑わくするための駆け引きは、ここからだと。


「…………」


　首が絞しまる。


　そのまま首がへし折られてしまいそうなほどの圧あつ力りよくで締しめつけられていく。


　圧あつ倒とう的な死が迫ってくる。


　だがシオンはそれでも、笑う。へらへら笑う。


　それにクラウが、


「なにがおかしい」


　と、怪け訝げんそうな顔で問いかけてくるが、シオンはそちらを見ない。


　クラウのことも、そして、目の前に迫ってくる死のことも、彼は見ない。


　彼がいま、見ているのは、天使の姿だった。


　その天使を呼ぶために、彼は指をぱちんっと鳴らす。


　それがあらかじめ決めていた合図。


　パチン。


　彼がそう、指を鳴らすと。


「…………」


　ひゅっと小さく、風を切るような音がする。


　そしてクラウの背後に突とつ如じよ、一人の少女が現れる。


　十四、五歳の、異常なまでに綺き麗れいな少女。


　金色の長い髪に、まるで陶器のようになめらかな肌はだ。細く、しなやかな体を白い道着に包み、そして左手には串くしだんご、右手にはその華奢な体ではとても扱あつかえるようには見えない、長大な剣を持っている。


　その剣先が、クラウの首筋に背後から触ふれる。


　それにクラウはとっさに背後を振り向こうとするが──


「動くな。殺すぞ？」


　冷たい、まるで感情が感じられない声音で少女が言う。その直後、彼女の体から爆発するように強大な殺気が溢れだす。おまけに本当に、彼女の持つ剣の先が少し、クラウの首にめりこんでいく。


「…………」


　それでクラウは動かなくなる。少しだけ緊張したような表情になり、それからなぜか嬉しげな、まるでそのスリルを楽しんでいるような顔でこちらを見おろし、


「……てめぇ……」


　が、その先の言葉は言わせない。


「フェリス」


　とシオンが言うと、剣がさらにクラウの首に強く押し付けられる。


　それでクラウの言葉は、止まる。


　シオンはそれを確認してから、


「……黙れよ。いまは俺がしゃべる番だろう？」


　そう言った。


　するとクラウはこちらをにらみつけ、


「……ガキがなめんなよ。この程度で……」


　が、そこですぐにまた、


「フェリス」


　シオンは命じる。


　するとさらに深く、剣が突き刺さる。だいぶ傷が深くなり始める。あと少し剣を押しこめば、クラウの命は消えるだろう。
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　それに今度こそクラウは動かなくなった。


　それを見て、シオンは続ける。


「いいから黙だまれ、クラウ・クロム」


　するとクラウはこちらをにらむ。


　赤い瞳でこちらをにらむ。


　それは鋭い憎悪だ。鋭い殺気だ。その視線だけでもう、殺されてしまいそうなほどの圧力がある。


　だがそれにまた、シオンは笑みを浮かべる。


　化け物を目の前にして、彼は笑みを浮かべる。


　なぜならここが始まりになるはずだから。


　このクラウ・クロムの陥かん落らくがきっと、すべて始まりになるはずだから。





　すべての始まり。





　変へん革かくの始まり。





　革命の始まり。





　シオンはクラウの腕をつかむ。自分の首を締めつけてきている化け物の腕をつかむ。


　そして言った。


「さて、じゃあ……」


　すべてを掌てのひらで操あやつれていると勘かん違ちがいしている天才ミラーに。


　誰にも負けるはずがないと勘違いしている化クけラ物ウに。


　そしてまだ、自分を必要としていないこの国に向かって。





「そろそろ俺のシナリオを始めようか」





　シオン・アスタールはそう、宣せん言げんした。











　かーすど・ないと










　ラブレター。


　ありえないほど大量のラブレターを前に、


「うっわ」


　ライナ・リュートは、半笑いで言った。


「……こりゃまた、モテモテだねぇ～」


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、眠ねむ気けに緩ゆるんだ黒い瞳ひとみ。その気け怠だるい瞳で、執しつ務む室しつの机つくえの上にうずたかく積つまれた熱ねつ烈れつなラブレターを一いち枚まい手にとり、見つめる。


　ラブレターの表には、こうあった。


『愛いとしのシオン・アスタール様へ[image: ]』


　それからライナはラブレターを裏うら返がえして、差さし出だし人にんを、見る。


　差出人の名前は……ルルレ・レーン。


「へ～。ルルレちゃんね。かわいらしい名前じゃない。んで、この子と付き合ってみたいから、俺おれに返事を届とどけろって？」


　なんてことをライナが言うと、ラブレターが積まれた机の前に座すわっていた、ここローランド帝てい国こくを統すべる若き王が、


「……そういう冗じよう談だんは、面おも白しろくないぞ」


　嫌いやそうに顔をしかめて、言ってくる。


　高こう貴きな生まれを感じさせる長い銀ぎん髪ぱつと、気け高だかい金色の瞳。


　シオン・アスタール。


　暴ぼう君くんだった前王を廃はいし、英えい雄ゆう王とまで呼よばれた彼は、その端たん整せいな顔立ちのせいもあって、この国全土の女たちの憧あこがれの的まとだった。それこそ、愛しのシオン様[image: ]の許もとには日々、数え切れないほどのラブレターが届くのだが。


　ライナはまた、にやにやと、


「あら、じゃあ、このルルレちゃんも、理想が高いシオン様のお眼鏡めがねにはかなわないって？」


　その言葉に、シオンはますます顔をしかめる。


「だから」


　が、ライナはそれを遮さえぎって、次のラブレターを手に取る。


「えーとじゃ、これはどうよ『私の心の太陽アスタール様へ　マイ・イーレ』っと。マイちゃんね。この子と付き合ってみるのは？」


「……おまえ、なぁ」
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　うんざりしたような声こわ音ねで言ってくるシオンに、ライナは続ける。


「あらら、これもだめ？　女嫌ぎらいもいいかげんにしたほうがいいぞ？」


「だからそういう冗談はいいって。とにかくそれ……開けてみろ」


　という言葉に、


「……ふむ」


　再ふたたび、ライナはラブレターを見る。


『私の心の太陽アスタール様へ』


　そう書かれた手紙。だが、その中身は……


「…………」


　ライナは、シオンに言われた通り、ラブレターの封ふうを切り、中の手紙を取りだす。


　するとその手紙にあったのは、血で描えがかれたいくつかの魔ま方ほう陣じん。


「おっと？　こりゃ……」


　その、魔方陣が突とつ然ぜん、光を放ち、輝かがやき始めて。


「魔導罠マジツクトラツプか？」


　とっさにライナは手紙を宙ちゆうへと放ほうり、一度目を閉じた。そして再び目を開けると、その目の中央には朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮うかんでいる。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれる特とく殊しゆな瞳。


　その瞳は、ただ、見ただけ。その魔法を見ただけで、すべての魔法の構こう造ぞう、特性、機き能のう、そして解かい呪じゆ方法までも見通してしまう。


　その瞳でライナはいま、目の前で展てん開かいしようとしている魔導罠マジツクトラツプを見つめ、


「うお、こいつはかなり質たち悪わりぃな……」


　彼は顔をしかめた。


　展開している魔法の機能は、爆ばく破は。破は壊かい規き模ぼは……手紙の封を開けた者の上半身くらいなら、粉こな々ごなになって跡あと形かたも残らないほど。


　さらに解呪を困こん難なんにするために、七つの魔方陣が同時に発動し、それぞれが複ふく雑ざつに絡からみ合っている。


　かなり、高度な術式だった。


　もう、そこらの魔ま導どう研究者ぐらいじゃ、半日がかりでも解とけないようなパズル状じよう態たい。


　そのパズルが次々と発動し、爆発までは、あと五秒、四、三、二……


「っておいおいおい」


　ライナは慌あわてて展開していく光の魔方陣に両手を突つっ込こみ、その構成を、いじり始める。


「……え～、あ～、なんだ？　ここをこうして、こっちの式を移い動どうして……あっと、こっちの連れん鎖さを止めながら……って間に合わな…………間に合ったぁ！」


　すべての式を、打ち消す。


　瞬しゆん間かん、手紙は力を失うしなって、床ゆかに落ちた。


　それをライナは見下ろしてから、


「……や、やべぇ……ちょっと甘あまく見てた……魔方陣、一いつ個こ解呪し切れなくて、腕うで吹ふっ飛とばされるかと思った……」


　という言葉に、シオンがうなずき、


「と、まあ、現げん在ざい俺は、何者かに狙ねらわれているわけなんだが」


　それにライナは顔をあげて、


「……熱烈な、ファンに？」


　シオンは肩かたをすくめる。


「ただのファンなら、大だい歓かん迎げいなんだけどな」


「……だな。だがいまの術式は……そこらの個人が仕込んだ魔導罠マジツクトラツプじゃないよなぁ。個人で組むには、ちょっと複雑過ぎる」


　するとシオンも手紙を手にとり、


「ああ。うちの魔導研究者の見立てでも、そうだった。個人で組めるレベルの魔導罠マジツクトラツプじゃない。すくなくとも専せん門もん家か数十人が数日がかりで込めた呪のろいらしい……それが、百四十二通……となると」


「ま～た、反国王派はの貴き族ぞくか？」


　ライナが言うと、シオンは考え込むように腕組みする。


「……もしくは俺のまだ知らない反はん抗こう勢せい力りよくか……とにかくこの手紙のせいで、もうすでに二人、怪け我が人にんが出てる」


　それに、ライナは半はん眼がんで聞いた。


「……死人じゃなくて？」


「…………」


　すると、シオンは鋭するどく目を細め、


「…………ああ……死んでない。奇き跡せき的てきに命はとりとめた。だが、俺の代かわりにこの手紙を開けた奴は……瀕ひん死しの重傷を負おって、いまも意い識しきを取り戻もどしてない……」


「…………」


「次に、魔導研究者が一人、犠ぎ牲せいになった。そいつは腕を失ったよ」


　言ってから、シオンは、笑えみを浮かべる。


「なのにそいつは言うんだ。手紙を開けたのが、陛へい下かじゃなくてよかったってさ。ちょっと、まいるだろ？」


　笑み。悲しげな、泣きそうな笑み。


　いつものあれだ。まるで、すべてが自分の責任かのような、そんな表情。


　それにライナは、


「で、天下の英雄王、シオン・アスタール陛下様は、お怒いかりだと？」


「そう」


「で、俺にどうしろと？」


　と、聞いておいて、その答えはわかっていた。どうせフェリスと二人で犯はん人にんを捜さがして連つれてこい。見つけるまでは、寝ねちゃだめ！　とか、こいつはそんないじめっ子発言を……


　が、そこで、シオンが言った。


「いや、おまえになにかしてもらおうとか、そういうことを思ってるわけじゃないんだ。こんな派は手でな宣せん戦せん布ふ告こくをされて、黙だまってるわけにもいかないからな。もう犯人捜そう索さくはローランド全軍をあげて始めている。ただ……」


「ただ？」


　ライナが聞くと、シオンは机の引き出しから、一枚の紙を取り出す。


　そしてその紙をこちらへと差し出してきて、ライナは、それを手に取った。


「なんだ？」


　ライナが聞くと、シオンが答える。


「脅きよう迫はく状じようだよ」


「脅迫状？」


「ああ。この魔導罠マジツクトラツプ入りのラブレターが届とどく前に、届いた。読んでみろ」


　それに、ライナは渡わたされた紙を、読んだ。


　するとその脅迫状には、短く、こんなことが書かれていた。


『これは脅迫状だ。これからする我われ々われの要求を呑のまなければ、貴様の大切にしている人間を一人ずつ殺していく。殺されたくなければ──』


　が、脅迫状はそこまでで終わっていて。


「んぁ？　これだけ？」


　するとシオンがうなずく。


「それだけ」


「犯人の要求は？」


「おそらく、二枚目に書いてあるんだろう」


「で、その二枚目は？」


　だがシオンは肩をすくめ、


「入ってなかった。入れ忘わすれたのかな？」


　なんて言葉に、


「はぁあああああ？　そ、そんな間ま抜ぬけな脅迫者が、いんのか？」


　ライナが思わず言うと、シオンも苦笑した。


「いるから、困こまってるんだ。要求がわからなきゃ、対応のしようもない。いや、まあ、テロリストの要求を呑むつもりはないが……」


「んで、だから俺にどうしろっていうんだよ？」


　すると、シオンはわからないかな、という表情になって、


「だからその、脅迫状の二行目のことを、俺は心配してるんだ」


　その言葉に、ライナはもう一度脅迫状に目を落とす。


　二行目。そこには、こうあった。


『貴様の大切にしている人間を一人ずつ殺していく』


　貴様の大切にしている人間……


　大切に……


　それに、ライナは思わず震ふるえる。


「って、おまえまさか……」


　するとシオンはにやりと笑って、


「そう！　俺にとって最もつとも大切な、愛しのライナちゃん[image: ]が危き険けんにさらされたら困……」


「って気持ち悪ぃこと言うんじゃねぇええええええええええええええええ！」


　ライナが叫さけぶと、シオンはいつもの好青年ちっくな微び笑しようを浮かべ、


「またまた、照てれるなって。俺たち親友だろ？」


　そんなことを言った。


　親友。俺たち、親友!?


　瞬間。


「ぐは!?　だ、だめだ……あまりのセリフのキモさに、俺はもう死ぬかもしんない!?」


　ライナはその場にくずおれそうになる。


　するとシオンはさらに笑って、


「ほら、俺たちは夕ゆう陽ひに向かって誓ちかったじゃないか！」


「ってまじでやめろって！」


　が、シオンはやめない。


「あのときの熱い友情が大空に響ひびき渡り、堅かたく抱だき合った俺たちは真の友達に…………って、おっと、なんか、言ってる俺も気持ち悪くなってきたぞ……」


　自分で言って、自分で顔をしかめる。


　それにライナはあきれ顔で、


「……いやもう、あのさ……俺ら徹てつ夜やで仕事して体力ないんだから、無む駄だな労力使うのマジでやめようぜ？」


　それにシオンはうなずき、


「そ、そうだな……いや、仲間が怪我して、ちょっと暗い話題だったから、冗談でも言って場を明るくしようかと思ったんだが……」


「おまえ、冗談のセンス０ゼロ」


「うそ？」


「まじ」


　するとシオンは少しだけ落ち込んだ表情で、


「そ、そうか……まあ、薄うす々うすは気づいてたんだけど……」


「だろ？　もうやめとけって……」


「……わかった。そうだよな。ライナの言う冗談より、ちょっと面おも白しろい程てい度どじゃ人の迷めい惑わくになるだけだしな……」


「おまえ……ほんといちいちムカツクな」


　するとシオンはにこやかに笑う。


「さて。まあ、そんなライナのひどくつまらない冗談はおいといても」


「俺の冗談じゃねぇだろが！」


「まあま、負け惜おしみはいいからいいから」


「うぁ、なんか、なんかいま、俺ってばこいつの顔面すげぇ殴なぐりてぇ!?」


　と、ライナが拳こぶしを構かまえたところで、シオンはまた、ははっと笑った。


「なんてね。ごめんごめん、ちょっとからかいが過すぎたか？　いや、フェリスがさ、この間こんなものをくれたから、つい」


　なんて言いながら、彼は再び机の引き出しから、ぶ厚あつい一いつ冊さつの本を取り出して、こちらに見せてくる。


　それは、金銀とりどりの豪ごう華かな装そう飾しよくがほどこされた贅ぜい沢たくな本だった。表紙にはタイトルがででーんっと金きん箔ぱくで飾かざられて、こうある。


『ライナの馬ば鹿かを、からかって遊ぶ１００１の方法　著ちよ者しや・フェリス・エリス』


「ってまたあの女かぁあああああああ!?」


　ライナは叫んだ。ちなみにフェリス・エリスというのは、ライナの相あい棒ぼうの女なのだが。見た目だけは絶ぜつ世せいの美女……しかしその中身は、悪あく逆ぎやく無む道どう、傍ぼう若じやく無ぶ人じん、ライナいじめとだんごが命の、無表情悪あく魔まのことだ。


　とそこで、シオンは嬉うれしそうに笑って、


「いやぁ、こんなぶ厚い本を作ってもらえるなんて、ライナはよっぽどフェリスに愛あいされてるんだなぁ。二人が仲なかが良くて、俺は嬉しいよ」


　なんて言葉に、


「俺は嬉しくない！」


　ライナは怒ど鳴なって、シオンから本を奪うばう。


「だいたい、あの女はなにこんなもん作っちゃってんの？」


　と、適てき当とうに本を開くと、そこにはありとあらゆるライナが嫌いやがりそうなこと、ライナの過か去この恥はじ、ライナが絶対に人に知られたくないことが、１２０％網もう羅らされており……


　シオンが言った。


「いやぁ……仕事が忙いそがしいのに、こんな３０００ページもある本を、俺ってば面白すぎて思わず徹夜で読んじゃ……」


「誰だれか助けてぇえええええええええええ!?」


　ライナの悲ひ鳴めいは、しかし、誰にも届かない。


「じゃああれか？　さっきのムカツク発言も……」


「ああ。本の通りにやったんだけど、こんなにうまくいくとは思わなかったな。さすが最近書店で売り上げナンバー１の本は違うな」


「はぁ？　う、売ってんの？」


「うん。タイトルは、『女が単たん純じゆん男おとこを手玉に取る本』ってのに変えられてるらしいけど」


「た、単純男……って、あ、なんか、目め眩まいが……はう、もうだめだ。もう死にたい……」


　と、言ったところで、ライナの目に、フェリスの本のとある一ページが目に入った。


　そこには、こうある。


『奴やつが『もうだめだ。もう死にたい……』と言い出したら、あと一歩で息いきの根を止めるチャンス到とう来らいっ！』


「到来じゃねぇええええええええええ！」


　ライナは本を思いっきり投げ捨すてた。


　するとシオンは笑って、


「と、ひとしきり楽しい会話をしたところで」


「だから俺は楽しくねぇって」


　が、シオンは無視して続ける。


「とにかく話を戻すと、いまこの国はちょっと危険な状態だから気をつけてくれって話」


　それから、急に神しん妙みような顔になって、


「もう……これ以上仲間が傷つくのは見たくないからな」


　それに、ライナはうなずいた。


「……ああ、まあ、あの程度の魔導罠マジツクトラツプなら、俺ならどうにでもできるから心しん配ぱいする必要はねぇと思うけどな」


「だが……」


「ああ、はいはい。気をつけるよ。おまえは自分のせいじゃなくても無駄に気負うからな……ま、せいぜい気をつけてみる」


　ライナは適てき当とうにうなずくと、踵きびすを返した。


「んじゃ、俺はもう帰って寝るな？　ったく、ま～た三日も徹夜で仕事手伝わせやがって……俺の命の心配なんかしなくても、暗殺者に襲おそわれる前に、俺はおまえに殺されるっての」


　するとシオンは手をぽんっとうち、


「あ、その手が……」


「ねぇよ。ってかおまえも、ちゃんと寝ろよ？　暗殺者がどうこうより、このまま仕事ばっかしてると、まじで死ぬぞ？」


　そうじゃなくても、シオンはライナよりすでに、二日は長く寝てないはずだった。


　ライナでさえもうふらふらなのに、これ以上体力が持つはずがないのだが……


　シオンは、曖あい昧まいな笑みを浮かべて、


「ああ。ま、この書類が終わったらな」


　なんて言葉に、ライナはあきれ顔で、


「……言うと思った……ま、いいけどね。帰りにおまえの部下のカルネんところいって、無む理り矢や理り寝かせるよう言うから」


「あ、卑ひ怯きようだぞライナ」


「はいはい、卑怯でけっこうですよ。って、ああもうどうでもいいや。眠くて吐はきそうだし。ま、そんなわけで、俺帰って寝るけど、おまえも寝ろよ？」


　それにシオンはうなずき、


「おまえも、帰り道気をつけろよ」


「はいはい」


「襲われたらきゃーっと叫べよ？」


「ああ、そうするよ。んじゃ、おやすみ」


「おやすみ」


　そしてライナは、執務室を出た。


　執務室を出ると、宮きゆう殿でんの窓まどから見える空は真っ暗で。


　もう、夜中だった。空は黒く、ぶ厚い雲に遮さえぎられ、月の光さえ届かない。


　ライナはその空を見上げ、


「……ふむ。雨でも降ふるのかね？」


　小さく、呟つぶやいた。





　　　　◆





　その夜のこと。


「月がない」


　ふと、空を見上げ、


「……ふむ。雨でも降るのか？」


　フェリス・エリスは、そう呟いた。


　月のない闇やみ夜よでさえ、彼女の美び貌ぼうは翳かげることを知らない。艶つややかな長い金色の髪に、澄すんだ切れ長の青い瞳。


　本当に、息を呑むほどの美人だった。


　スタイルのいい華きや奢しやな体に、左の腰こしには長ちよう剣けん。右の腰には、リボンのついたかわいらしい肩かた掛かけカバンなどを下げている。


　そして右手にはいつもの串くしだんご。それをパクパクと食べながら、彼女は夜道を歩いていた。


　彼女が進む道には、いま、人通りはまったくない。


　当然だろう。もう、真夜中なのだから。


　昨日きのうの晩、早く寝たせいか、ずいぶんと中ちゆう途と半はん端ぱな時間に目を覚さましてしまった。


　だが、


「……まあ、ライナたちは昨日、徹夜で仕事だと言っていたしな。退たい屈くつはしないだろう」


　言ってから、彼女は肩からかけたリボンのついたカバンを開ける。すると中からは、一冊のぶ厚い本が出てきて。


　本の表紙には、『ライナの馬鹿を、からかって遊ぶ１００１の方法』とある。


　彼女はそれを見つめ、


「ふふ。ライナの奴やつにこれを見せたら、あいつはどういう顔をするかな……ふふふ」


　想像するだけで、思わずそんな声が漏もれた。


　この本は、久ひさしぶりの力作だった。『ローランド帝国だんご屋マップ・春の巻』以来の大仕事で、こつこつとライナの嫌がりそうなことを書き連つらねてここ半年……そう！　半年もかかってついに完成した、超ちよう大作だった。


「ふっふっふ。待ってろよ、ライナ」


　彼女はそう言うと、再び大事そうに本をカバンにしまい、歩き出した。そのまま王宮へと続く道をてくてくと歩いていく。


　しかし、そこで。


「……ん？」


　ふと、彼女は足を止めた。夜の、暗闇の、向こう。なにかの気け配はいが蠢うごめいたから。


　フェリスはその闇へ目をこらし、


「……誰かいるのか？」


　だが、返事はない。しかし間ま違ちがいなくそこには、なにかいた。


　前方と──そして、背はい後ごに。


　感じられるのは、不ふ穏おんな空気。


「ふむ」


　フェリスは串だんごを左手に持ちかえ、右手をそっと、腰の剣に添そえる。


「……私に勝負を挑いどんでくるとは、ずいぶんといい度ど胸きようではないか。いいだろう。相手をしてやる。姿すがたを……」


　が、言葉はそこまで。


「死ね！」


　背後からの殺気が、膨ふくれあがった。


　フェリスはそれに振り返り、剣を抜ぬき放つ。


　すると背後からは二人の黒い影かげが剣を打ちこんできていて。


　だが、フェリスはその剣をあっさりはじき返すと、言った。


「おまえら、何者だ」


　が、やはり影は答えない。さらに剣を繰くり出してきて。


「……答えないか。ならば、答えたくなるようにしてやろう」


　フェリスは言ってから、


「んっ」


　体に少し、力を入れる。すると、フェリスの剣がさっきまでの倍……いや、十倍もの速はやさになり、影たちが持っている剣を、薙ないだ。


　途と端たん、影たちの剣は、柄つかの部分からあっさりスパンっと切断されてしまい、


「なっ……」


「馬鹿な……」


　だが、二人の言葉はそこまで。目にも留とまらぬ速さで剣を腰に収おさめたフェリスは、手しゆ刀とうを放ち、首くび筋すじを殴られた二人は、昏こん倒とう。


　地面にくずおれた刺し客かくの二人を見下ろして、フェリスは言った。


「……さて。話は王宮でゆっくり聞かせてもらうが……」


　そこで、彼女は振ふり返る。もう一人、敵てきがいるはずだった。まだ、闇夜の奥おくから姿を現あらわさない敵。フェリスの動きを確かく認にんするように、攻こう撃げきしてこなかった、誰か。


　そちらへ向けて、彼女は再び右手に持ちかえただんごをパクリとかじってから、言った。


「それで、仲間を捕とらえられて、おまえはどうでる？」


「…………」


　やはり返事はない。それにフェリスは、


「私からいこうか？」


「…………」


「ふむ……いいだろう。ここで降こう参さんしなかったことを、後こう悔かいさせ……」


　が、そこで。


「求めるは……」


　闇の向こうから、声がした。少し高めの、男の声。魔法の呪じゆ文もんだ。ローランドの、魔法。


　だが、フェリスは動じない。そこらの魔ま術じゆつ師しが放つ魔法など、よけるのはたやすいから。


　声は、続ける。


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　刹せつ那な、闇の向こうに強大な力を持った雷光が生まれる。


　しかしこれほど距きよ離りが離はなれていて、さらに、フェイントも、トリックも使われていない魔法など、よけるのはたやすい……はずだった。


　だが、


「……まずい」


　フェリスは、小さくうめいた。


　雷光が向いている、先。それは……


「こいつ、仲間を殺すつもりか」


　とっさにフェリスはだんごを捨て、地面に倒たおれている一人の胸むなぐらをつかみ、投げ飛ばす。だが、稲いな妻ずまが向いているのは、もう一人のほう。


　稲妻が、放たれる。


「くぅ」


　それにフェリスは、腰のリボン付きカバンを投げつけた。


　瞬しゆん間かん、ガァンという雷鳴が轟とどろくような音とともに、買ったばかりのお気に入りのカバンと、印いん刷さつじゃない、フェリス直じき筆ひつの『ライナの馬鹿を、からかって遊ぶ１００１の方法』が消しよう滅めつしてしまって……


「あっ！」


　フェリスは、そんな声をあげた。


「……ああ……もぉ……むぅ」


　せっかく、３０００ページも手書きでがんばったのに……これを見せたら、おまえはどんだけ俺のこといじめりゃ気がすむんだよ！　とかライナが叫ぶはずだったのに。


　せっかくの楽しみが、なくなってしまった。


　そのまま彼女は剣を抜き放ち、敵のほうに向き直る。そして、


「もう私は、本格的に怒おこっ……」


　が、彼女の言葉は、そこで止まる。闇の向こう側から奇き妙みような赤い光がひらめいたかと思うと、その光がこちらへと向けられて。


　だが、


「遅おそい」


　フェリスは剣を、振るう。


　そしてあっさり光を切り裂さいた……はずだった。しかし、光は剣に反はん射しやして、突とつ如じよ軌き道どうを変える。そしてフェリスの顔面に向かって、


「むっ」


　だが、彼女はそれも、圧あつ倒とう的てきな反射神しん経けいで、かわしてしまう。赤い光は彼女の長い、金色の髪を貫つらぬいただけで、不発に終わった。


　被ひ害がいは、髪の毛数本だけ。


　フェリスはそのまま、


「その程度の魔法で私をどうこうできると……」


　しかし、そう言いかけたところで、やめた。


　すでに、敵の気配は完全に消えていたから。


　どうやら彼女にはかなわないと踏ふんで、逃にげたようだった。好判断だ、と思う。彼女が本気になれば、勝負は一瞬でついていただろう。


　敵は、逃げてしまった。


　フェリスはそれに、小さくため息をつき、剣を再び腰に戻した。


　そして、


「……ふむ」


　背後を、振り返る。倒れている二人の覆ふく面めん黒くろ装しよう束ぞくの何者かの姿を確かく認にんし……それからさっき投げ捨てた串だんごが、地面に落ちて泥どろまみれになってしまっているのを、見る。


　そして最後にもう一度、『稲光いづち』のせいで塵ちりになってしまった本の残ざん骸がいを見つめて。


　お楽しみはこれで、全部失われてしまった。


「……ふむ」


　彼女はそれに、やはりいつもの、感情が乏とぼしい無表情のまま、


「……うう」


　ちょっとだけ、泣なきそうになった。





　　　　◆





　それとはまた、別の場所。


　貴族たちの屋や敷しきが建たち並ならぶ区く画かくにある館やかたの庭に、その男はいた。


　燃もえるような赤い髪に、鋼はがねのように鍛きたえられた体たい軀く。そして、一度は失われ、《禁きん呪じゆ詛そ》によって再生された漆しつ黒こくの腕。


　クラウ・クロム元げん帥すい。


　実質シオンに次ぐ、この国のナンバー２の座にある彼は、いま、ひどく厳きびしい表情をしていた。


　髪と同色の赤い瞳で、空を射いるように見上げると、


「……月が、ねぇな」


　うめくように、言った。空はぶ厚い雲に覆おおわれてしまい、あたりは暗い。


　星も、月も、隠かくれてしまっている。


　闇夜──こんな夜は、


「……暗殺者にとっちゃ、さぞかし都つ合ごうがいいだろうな」


　小さく、呟く。


　いま、ローランドは緊きん急きゆう警けい戒かい態たい勢せいに入っている。こんな深夜にもかかわらず、ここローランドの首都、レイルード中を、いま軍の諜ちよう報ほう部隊が駆かけめぐっているはずだった。


　理由は、昨日の昼、シオンの許もとに脅迫状が届いたからだ。脅迫状の内容は、


『我々の要求を呑まなければ、貴様の大切にしている人間を一人ずつ殺していく』


　なんていう、ありがちなもの。


　その手の脅迫なら、シオンをよく思わない反国王派の貴族たちから毎日のように届いていたし、それほど警戒する必要もなかったのだが。


「…………」


　今回の相手は、少し勝手が違うようだった。


　送られてきた脅迫状に付ふ与よされていたのはかなり高度な魔導罠マジツクトラツプで、これはそこらの三流貴族の子こ飼がいの魔術師たちが構こう築ちくできるようなレベルじゃなかったのだ。


　そんな魔導罠マジツクトラツプが百四十以上、シオンの許に送りつけられ、堂々と要求までしてきて──あげくに、要求を呑まなければ、シオンの大切にしている人間を、殺すという。


　すでに、犠牲者は二人。


　手紙を開封した者が、重傷を負っている。


「……舐なめたマネしやがって」


　クラウは、吐きすてるように言った。


　今回の敵のやり口は、いままでの三流貴族どもがこそこそ騒さわいでいるのとは、わけが違う。なら、犯人は誰だ？　ついに貴族どもが結けつ束そくして、最後の反抗でもするつもりなのか？　それとももしくは、別の勢力か？


　と、考えをめぐらせてみるが、


「……わっかんねぇな」


　クラウはまた、うめくように言って、首を振った。もう、昨日の夜からローランド全軍をあげて調ちよう査さをしているのだが、まるで手がかりがつかめていなかった。


　おまけにシオンが言うには、敵は、『要求を呑まなければ貴様の大切にしている人間を一人ずつ殺していく』などと言ってきてるくせに、その肝かん心じんの要求が書かれた二枚目の紙が、入ってなかったという。


　そのせいもあって、調査は困こん難なんを極きわめた。


　要求がわからなければ、敵がどういった勢力なのか、見当もつかない。


「……ったく、普ふ通つう、要求を書き忘れたりするか？」


　クラウがそう言ったところで、背後から、


「クラウ様。そろそろ部へ屋やにお入りください」


　なんていう、透すき通るような女の声が響ひびいて。


　それにクラウが振り返ると、そこには一人の女が立っていた。


　ローランドでは珍めずらしい、長い紺こん青じようの髪を持った、美しい女。たおやかな雰ふん囲い気き。優やさしげな、青みがかった瞳。しかしその瞳の奥には、どこか気品ただよう、ぴんっと筋の通った聡そう明めいさがうかがえる。


　ノア・エンだ。ローランドが取り込んだ、エスタブール王国の元公ひ女め。


　クラウよりは七つ年下、まだ十七歳さいという若さにもかかわらず、彼女はたった一人でエスタブールの国民を守るために、敵国ローランドの貴族になった。


　その、ノアが言ってくる。


「少し暖あたたかくなってきたとはいえ、夜はまだ冷ひえますし、部屋へお戻りください」


　ちなみにクラウがいる場所は、シオンがノアに与えた屋敷の庭だった。だから彼はいま、ノアと共にいるのだが。


　それにクラウは、


「……ノア、おまえまだ起きてたのか？」


　するとノアは当然とばかりにうなずいて、


「クラウ様がお休みになられないのに、私だけ寝るだなんて、できません」


　なんてことを言ってきて。


　クラウはそれに、顔をしかめる。


「ば～か。俺に付き合って起きてる必要ないって、言ったろう？」


「ですが」


「ですがじゃねぇって。ほら、早く寝ないと背せが伸のびなくなるぞ」


　クラウがそう言うと、彼女はぷーっと頰ほおを膨ふくらませて、


「あ、またそんな子こ供ども扱あつかいして！」


「だって子供だろ？」


「子供じゃありません！　もう……あの、結けつ婚こんだってできる年ねん齢れいなんですからね！」


　なんて言ってから、なぜか彼女は少し、照れたように顔を赤らめる。


　それにクラウは首をかしげてから、


「……ふむ」


　ノアから目をそらし、再び、空に目を向けた。


　厚い雲にはばまれて月が見えないせいで、いまが何時頃ごろなのかはいまいちわからないが、ゆうに深夜一時は過ぎてるだろう。


「本当に、俺に付き合って起きてる意味ないぞ。今夜はたぶん、徹夜になるだろうし」


　おそらく敵は今夜、仕掛けてくるはずだった。クラウの考えでは、届いた脅迫状に要求が書かれていなかったのはたぶん──シオンが大切にしている人間を数人殺してから、要求を出すつもりだから。


　そして今日は、暗殺には絶好の闇夜だ。


　仕掛けてこないはずがない。


　シオンが、大切にしている人間……


「…………」


　そこで、クラウは再び振り返った。


　そして目の前にいる、綺き麗れいな女を見る。


　ノア・エン元エスタブール王国公こう女じよ。


　彼女は、長年敵国だったエスタブールを、ローランドに取り込むための、架かけ橋だった。


　彼女がいなければ、ついこの間まで殺し合いを続けていたローランド軍とエスタブール軍が統とう合ごうするには、もっと長い……気が遠くなるほど長い時間がかかったろう。


　いや、いまだってそれほどきちんと統合できているわけではないが、それでも彼女の存そん在ざいのおかげで、いまは大きな問題も起きず、エスタブール軍の兵たちは、納なつ得とくしてシオンに力を貸かしてくれるようになった。


　その彼女が、今夜、暗殺者に狙ねらわれる可か能のう性せいは、かなり高い。だからこそ、クラウ直じき々じきに護ご衛えいの任にん務むについているのだが……


　とそこでノアが、なぜか嬉しげに微笑ほほえんで、


「徹夜、ですか。あは。なんか普ふ段だんしないことをするのは、ちょっとわくわくします！」


　なんてことを言ってきて。


　だがそれに、クラウは逆に、ため息をつく。


　彼女は本当に聡明で、いま自分がおかれている状じよう況きようが、わかっていないはずがないから。


　真っ先に殺されてもおかしくない立場。


　彼女が殺されれば、ローランドがひっくり返るほどの事件になる。こんな少女が、このローランドで誰よりも危険な場所にいるのだ。


　怖こわくないはずが、ない。


　なのに、彼女はクラウがこの館にきてから、ずっと微笑んでいて。


　いや、敵国であるはずのローランドにきて以来、ずっと微笑んでいて。


　クラウはそれに、


「……ノア」


「はい？」


「いや、あのな。おまえ……俺の前でくらい、無理して笑うこと……」


　が、そこで彼女はすぐさま、


「無理なんて、してません」


　そう言った。


　それにクラウは彼女を見る。すると今度こそ、彼女は本当に嬉しそうに笑っていて、


「……クラウ様がずっと守ってくれているから……私は大だい丈じよう夫ぶです」


「だが」


　しかしそれも遮って、


「今日だって、あの、不ふ謹きん慎しんかもしれないけど、本当に楽しいんですよ？　だって……」


　そこで、彼女はまた、顔を少し赤くして、うつむく。


「……だって、徹夜ってことは、今夜は一晩中……クラウが私のそばにいてくれるってことだし……」


　その、言葉に。


「……ノア」


　クラウは、ノアのほうへと一歩、踏ふみ出した。


　彼女がそれに顔をあげ、


「はい？」


　そう答えた………………その、後ろに。


　そいつはいた。


　真っ黒い覆面と、黒装束を着込んだ、背の小さな、何者か。


　だが、そんなはずはない。この館の周囲には、クラウが信をおく兵を五十人も配置しているのだ。そうそう簡かん単たんに、ここに敵の侵しん入にゆうを許ゆるすはずが、ない。


　なのにそいつは……


　両手を動かす。


　手には夜の闇を切り裂くような、赤い光。


　魔法。魔法だ。魔法を使おうとしてる。


　それも、クラウが知らない魔法。


　魔方陣を描くローランドの魔法とは、また、異種のなにか。


　異国の魔法か!?


「ノアっ！」


　クラウは、叫ぶ。しかし、ノアはそいつの存在に、気づいてない。


　不ふ思し議ぎそうに首をかしげるばかりで。


「ノア！　横に飛べ！」


　そこでやっと、彼女は事じ態たいに気づいたようだった。


　彼女は振り返る。


　それと同時、敵の魔法が完成した。


「求めるは交差のエイロート・クノム・ペスラ〉〉〉・腐吠肉朱ふはい」


　刹那、男が空間にかたどった赤い幾き何か学がく模も様ようから……


「ふ、ふざけんな！　ま、待て……」


　クラウは、腕を振るう。ノアの肩を殴なぐりつけるようにして……突つき飛ばす。


　それに、


「……きゃ」


　彼女は、小さな悲鳴をあげて、横に吹っ飛んだ。


　しかし。


「…………」


　しかし、クラウは見ていた。


　見たこともない幾何学模様から放たれた赤い光が。


　光が……ノアの、胸に当たったところを。


「…………う、噓うそだろ……」


　クラウは、震ふるえる。


　そして、見る。


　クラウに突き飛ばされて、地面に倒れた、ノアの姿を。


　彼女は、倒れたまま、ぴくりとも動かなくて……


　そんな、まさか。
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　まさか、


「ノ……」


　が、そこで、目の前の男が、


「求めるは雷鳴……」


　瞬間、その呪文の詠えい唱しように、クラウの体が反射的に、かつて『エーミレル私設兵団』で訓くん練れんされた通りに、反はん応のうする。


『稲光いづち』を無効化キヤンセルする魔法を、無む意い識しきのうちに目の前の空間に展開させはじめ、


「求めるは水雲……」


　そして、


「稲光いづち!!」


「崩雨みすみ!!」


　魔法は同時に放たれた。


　男の構築した魔方陣の中央から放たれる稲いな妻ずまと、クラウが生み出した魔方陣の中央から噴ふき出した水流が、ぶつかり、中和して、消え去る。


　それに男が、


「そんな……先に呪文を唱となえたのに……」


「はっ。てめぇの魔法が遅すぎんだよ……で、もう死ね」


　クラウはもう、走り始めている。


「は、速……」


　だが、それ以上は言わせない。


　クラウは右の、漆黒の腕──呪じゆ詛そ義ぎ手しゆを掲かかげ、小さく呟く。


「呪詛を20％解かい放ほうする。目もく標ひようを……」


　しかしそこで、男は懐ふところからナイフを取りだした。


　それにクラウは、


「だから動きが遅おせぇって言って……」


　だが男は、そのナイフをクラウではなく、ノアのほうへと、


「なっ!?　てめ……」


　投げた！


「クソがっ!?」


　クラウは地面を強く踏みしめ、方向転てん換かんする。こちらも懐からナイフを取りだし、男が投げたナイフに向かって、全力で投げつける。


　ギィンっという甲かん高だかい音を立てて、ナイフとナイフがぶつかる。


　直後、クラウはノアの倒れている場所に、たどりついた。


　彼女を抱だきかかえ、


「ノア！」


　声をかける。しかし、彼女は目を閉じたままで。


「……おい、噓だろ！　へ、返事を……頼たのむから」


　するとそれに、遠くから声が響く。クラウがノアの元へ駆かけつけている間に、距離をとった男の声。


「まだそいつ、死んでないよ」


　それにクラウは顔をあげ、いつの間にか、かなり離れた場所まで移動していた男を、にらみつける。


　すると男が言った。


「だけど、明後日あさつてには、死ぬ。そういう呪いをかけた。クラウ・クロム元帥……あなたの腕と同じやつだよ」


　それに……それにクラウは、絶ぜつ望ぼうした。


　クラウの腕と、同じもの。


　それは、『禁きん呪じゆ』ということだ。


『禁きん忌きとされる呪詛』


　一般で使われている呪いの魔法とはまったく別種の、使用を禁じられた、魔法。


　戦火の絶たえなかったこのローランドですら封ふう印いんされた、狂くるった魔法のことだ。


　たとえばクラウの腕についている呪詛義手なら、圧倒的な破は壊かいの力を手に入れることができる代わりに……いつ暴ぼう走そうして、使用者を殺してしまうかわからない。


　使用者の体に寄き生せいする、一種の呪いだ。


　もしくは、人から人へと感かん染せんしてしまい、止める手だてがないものや、人を凶きよう暴ぼう化かさせ、殺し合わせる呪いもある。


　そしてこれらの呪いにはすべて、一つの共通の特とく徴ちようがある。


　解かい呪じゆ法ほうがまだ、確立していないのだ。


　治ち療りよう法のない伝でん染せん病びようやなんかと同じ。


　発動すると、ヘタをすれば国一つ……いや、隣りん接せつする他国へと呪いは渡り、最後にはこの世界すべてが滅ほろぶ危険性だって秘ひめている。


　だからこそ軍部には、いくつかの『禁呪』の発動が判はん明めいした場合、その発動した地ち域いきは隔かく離りし、住民は皆みな殺ごろしにするように──なんていうマニュアルもあるくらいだ。


　まあもちろん、そんなものが発動すれば、国の総力をあげて解呪法を研究し始めるから、呪いを食い止めることはできるだろうが。


「……くそ。冗談だろ、おい」


　クラウは、自分の腕の中、意識を失って目を覚まさないノアの顔を、見つめた。


　綺麗な、かわいらしい顔。まるで眠っているような、安らかなその顔を見つめて……


　クラウは、震える。


　そう。国の研究者が総出で研究をすれば、呪いの増ぞう殖しよくを防ふせぐことは、できるだろう。


　だがそれは、多くの犠牲者を出してからだ。


　最初の犠牲者は……助からない。


「…………」


　クラウは顔をあげ、さらに遠くに離れた男をにらみつけ、


「……ノアが、明後日には死ぬって？」


　すると男が、


「そう。これが、一人目。でも犠牲者はまだまだ増ふえる。シオン・アスタールが我らの要求を……」


　が、それをさえぎり、クラウは言う。


「……残ざん念ねんだな。シオンはてめぇらの要求なんて、呑まねぇよ」


「あはは。そんな強気な発言を、明後日になってからも言えるかな？」


　男は、そう言った。


　明後日になってから。


　ノアが……死んでから……


　だが、クラウは男をにらみつけたまま、


「少なくとも……少なくともてめぇは、明後日までは生きてねぇよ。俺たちに手を出したことを、すぐに後こう悔かいさせてやる」


「後悔、ねぇ……ま、後悔するのは、どっちかな」


「てめぇらだ」


「ふふ。ま、せいぜいあがくといいよ。どうせその呪いの解呪法はない……」


　が、そこで、クラウは空間に魔方陣を描き、


「求めるは…………」


　とそこで、敵が視界から消えた。


　それに、クラウは魔法を中断する。


　魔法はもう、届かない。


　それでもしばらく、敵の様よう子すをうかがうように、周囲に視し線せんを走らせていた。だが、敵はもう完全にこの館から離はなれたようだった。


　それを確認してから、クラウは大きく、息を吸すう。そして、


「シュスっ！　いるかっ!?」


　彼の、側そつ近きんの名前を、怒鳴った。


　するとそれに……


「…………………ここに」


　館の、入り口のほうから、一人の男が駆けてきた。きっちりと後ろでまとめた金髪に、まだ十八という若さには不ふ釣つり合あいな、落ち着いた瞳。


　シュス・シラーズ。


　クラウの古こ参さんの腹ふく心しんの一人だ。


　そのシュスが、


「……遅おくれて、すみま……」


　が、そこで、クラウは駆けてくるシュスを、制せい止しする。


「俺に近づくな。そこで、止まれ」


「はっ」


　言われた通り、シュスは足を止める。


　そのシュスに、クラウは聞いた。


「館の……外の状況は？」


　それにシュスはうなずき、


「攻撃を受けてました。敵は百人規き模ぼの部隊で……」


　それは、わかっていた。クラウがあれほど館の中で派は手でに戦せん闘とうをしていて、部下たちが入ってこないはずがない。


　シュスが遅れたのも、そのせいだ。


「なんとか、撃げき退たいはしましたが……」


「こちらの被ひ害がいはどうなってる？」


「八人です。しかし、いずれも命は落としていません」


「で、何人か……」


　が、シュスは首を振る。


「……数人捕らえましたが……」


「自害したか？」


　しかしそれにも、シュスは首を振った。


「……殺されました。仲間に向かって平然と攻撃魔法を放ってきました」


　それに、クラウは顔をしかめる。


　最悪だ。最悪の相手。クラウが、もっとも嫌いなタイプの敵だった。


　シュスはそれから、心配そうにこちらを見つめ、


「それで、ノアさんは……」


　と、近づいてこようとするのを、クラウは再び制止する。


「近づくなって言ってんだろうが。いまここでは、『禁呪』が発動してる」


　瞬間──シュスの表情が、緊きん張ちように歪ゆがむ。


「き、『禁呪』……そんな、まさか……」


「うろたえんな」


「で、でも、もし感染性だったらクラウさんは……」


「落ち着けシュス。とりあえずこの館は、隔離だ。そして、シオンに報告しろ。魔導学者も集めてこい。なんの魔法をかけられたか、調べる。タイムリミットは、明後日らしい。あまり時間がない、急いでくれ」


「ですが……」


　だが、その言葉も制して、


「頼む」


　クラウが言うと、シュスはさらになにか言おうとしてから、


「……わかりました。すぐ戻ります」


「ああ」


「では」


　言って、去っていく。


　それを見送ってから、クラウは自分の胸にいる、ノアへと再び、目を戻した。


　すると、いつの間にかノアは目を覚ましていて。いまの話を聞いていたのか、彼女は、ひどく怯おびえたような表情になっていて。


「……わ、私……」


　それにクラウは、


「落ち着け。大丈夫だから」


　そっと、彼女の顔に触ふれようとした。


　しかしそれを、


「だ、だめ」


　彼女は拒きよ否ひする。そのままクラウの胸から出ようともがいて、


「く、クラウ……私に、私に触れたら、だめです……呪いがあなたに、感染しちゃ……」


　しかし、最後まで言わせない。


　クラウは胸から出ようとする彼女を、さらに強く抱きしめて。


　彼女は、悲鳴をあげた。


「い、嫌ぁ……やめて……呪いがクラウに」


「大丈夫だ」


「だめ……お願い……」


　しかしクラウは、やめない。彼女をさらに強く抱きしめ、もう一度、


「大丈夫だから」


　そう言った。


「…………」


　すると、彼女はクラウのあまりの力の強さにあきらめたのか……


「…………だめなのに……」


　泣き出してしまう。


　クラウの胸に顔をうずめて、


「…………私……」


　彼女は、震えていた。


　死と、恐きよう怖ふと、絶望に……


　クラウはその、彼女の小さな頭をそっとなでる。そして、ノアにかかっている呪いが感染性であることを、願った。ノアだけに、こんな思いをさせたくなかった。


　彼女を守ると約やく束そくしていたのに……こんなことになって……


　どうせ死ぬなら、俺だけで十分なのに……


　だがそこで、ノアが胸の中で、


「……お願いクラウ。離れて」


「だめだ。絶対に離さない」


「でも……死ぬのは私だけで……」


　だが、それに、


「死なない」


　クラウは、言った。


「もしおまえが死んだら……俺も一いつ緒しよに死ぬぞ？　だから……もう、そんなこと言うな」


「…………」


　それに彼女は、涙でぐちゃぐちゃの顔でこちらを見上げ、


「…………もぉ……ひどい人……」


　そう言ってから、小さく笑った。


　それに、


「だ～から、俺の前では、無理して笑うことねぇって言ってんだろ？」


　クラウが苦笑して言うと、彼女はまた、震えてから、


「………………怖いよ、クラウ」


「ああ」


「ちょっとだけ、泣いていい？」


「ああ。ちょっとどころか、じゃんじゃん泣けよ」


　すると彼女は、あはっと笑ってから、こくりとうなずいた。そして、


「うん……じゃあ、泣く」


　再びクラウの胸に顔をうずめ、小さく泣き始める。


　それにクラウはノアの頭を優しくなでながら、空を見上げた。


　やはり空には月がなくて、うんざりするほどの闇夜だ。だが、さっきよりもさらに、雲は厚くなっているような気がする。空気も冷つめたく、湿しめり気けを帯おびていて。


「……雨が、降るな。寒くないか？　ノア」


　すると彼女は首を振って、


「クラウの胸が、あったかいから」


「……そうか」


　そのまま、再び空を見る。


　雨が降れば、ますます暗殺者たちには有利になるだろう。


　雨。


「……雨、か……」





　　　　◆





　ずる、ずるずる……と、なにかを引きずるような音が聞こえた。


　ずるずる。ずるずる。


　地面をなにかが這はいずり回るような音。


　夜の帷とばりの向こう。闇の向こう側から、そんな不ぶ気き味みな音が響いてきて。


「……なんだぁ？」


　ライナは、顔をあげた。


「誰か、いんのか？」


　しかしその言葉に、


「…………」


　相手は、答えない。


　宮殿から宿へと続く帰り道。


　人ひと気けのない真っ暗な道で、一人。前方からは、奇妙な音が響いてきていて。


　ずる、ずるずる。


「だからなんだよ？」


　ずるずる……ずるずるずずず……


　その、闇夜に響く、異様な音に、


「って、妖よう怪かいかなんかだったりして……」


　言ってから、自分の発言のあまりの馬鹿馬鹿しさに、ライナは思わず苦笑した。


　そして宮殿での、シオンとの会話を思い出す。脅迫状の話。もしかしたらライナも襲われるかもしれないという話。


　そして最後に、シオンはこう言った。


『おまえも、帰り道気をつけろよ』


『はいはい』


『襲われたらきゃーっと叫べよ？』


　なんて馬鹿馬鹿しい会話が脳のう裏りに蘇よみがえってきて……ライナは半眼のまま、目の前の不気味な音に向かって言った。


「……え～っと、もしかしてあんた、これから俺を襲おうとか思ってたりする？」


　しかしその答えは──ずるずる、ずるずる……という奇妙な音だけ。


「……ふむ」


　それにライナは、肩をすくめた。


「こりゃ、襲われんのかな？　ほいじゃ、きゃーっと叫ぶ準じゆん備びしなきゃね」


　言いながら、徹夜で疲つかれ切っている体に、力を込め始める。やる気なしなしエネルギーで満たされていた全身に、少しだけやる気を注入すると、


「あ、いや……うあ～……だめだ……眠気とめんどくささで体が動かない……」


　動いたのは、右手だけだった。


　でも、右手で十分。こんな姿も見えないほどの遠くから、気配を消せないどころか、音すら消せないなんて、


「こりゃ、きゃーっなんて叫ぶ必要があるような敵じゃ……」


　が、ライナがそう言いかけたところで。


　ずるる……という音とともに、そいつは姿を現わした。


　瞬間、その、敵の姿に……


「きゃ……きゃぁあああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　ライナはあまりの恐きよう怖ふに、思わずそんな悲鳴をあげてしまっていた。


　そのまま、がくがくと震え始める。


「そ、そんな……」


　そんな馬鹿なことが……


　ありえない。


　な、なんで……なんでこいつが……


　目の前に現れたのは……絶望だった。


　悪魔。死しに神がみ。失意。闇。


　ライナは、震える。会ってはいけないモノに会ってしまった恐怖に、震える。


　目の前に現れたのは、妖怪なんて生やさしいモノじゃなかった。


「……あ、あああ、ううう……」


　いま、ライナの目の前に現れたのは──三日徹夜で仕事して、やっと帰って寝れるよありがとう神様！　な気分のときには、絶対に会ってはいけない化ばけ物ものだった。


　と、そこで、目の前の迷惑暴走悪魔も、ライナの姿に気づいたのか、顔をあげる。


　美しく長い金髪に、切れ長の澄んだ青い瞳。もう、見み慣なれまくっている絶世の美女──相棒のフェリス・エリスがそこにはいて。


　フェリスはライナを見るなり、


「おおライナ。いいところで会った。ちょっと手伝……」


「きゃあああああああああああああ!?」


「む？　なぜ逃げ……」


「いやぁああああああああああああ!?」


「ま、待てライナ。だからなぜ……」


「うきゃぁああああああああああああ!?」


「むむぅ。おのれ、私から逃げられると思うなよ！」


　そして全速力で逃げようとするライナの背後で、チャキィンという、これまた聞き慣れまくった剣を抜くような音が響いて……


　信じられない衝しよう撃げきが、後頭部に──


　ゴキュ。


「ぎゃっ………………」


　それで、終わりだった。


　ライナは地面に倒れ伏ふし、


「……はうっ……」


　あっさり死を迎むかえてしまう。


　その上からフェリスが、


「で、なぜ逃げた？」


「…………」


「おい、ライナ？」


「………………」


「……ふむ」


　チャキィン！


「ってちょっと待てぇえええ！　おまえ、なぁ。普通、地面に倒れて気絶してる奴を、さらに殴ろうとするか？」


　ライナが慌あわてて目を開き、言うと、彼女はそれに少し不満げな顔で、


「…………ふむ。おまえが私を無視するからいけないのだ」


「……いや、無視っていうか……」


　そしてライナは起きあがる。


「あのな、フェリス。いま俺ってば、疲ひ労ろうのピークのその上にある山のてっぺんからさらにジャンプしちゃってるような限げん界かい状態だから、おまえのくだらない遊びには付き合えそうにないわけだよ。だから、今日のところは勘かん弁べんしてくんないかな？」


　そう説明すると、それにフェリスが、一言。


「やだ」


「やだじゃねぇえええええええええ！」


　ライナは、怒鳴る。そして怒鳴るだけで、さらに疲労が増す。ああもうだめだ。もう、これ以上立ってるのも辛つらい。いっそこのまま、ここで寝ちゃおうかな。とか、そんなことを思っていると、フェリスが、


「そんなことより……」


「いやいや、そんなことよりで片づけてもらうのは困るんだけど……」


　が、やはりいつものごとく無視で、彼女は剣を腰に収め、それから自分の後ろを指さした。そして、


「手伝ってほしいというのは、あれのことなのだが」


「ん？　あれって？」


「あれだ」


　それに、ライナもフェリスの、指さしたほうを、見る。するとそこには、覆面、全身黒装束の何者かが二人、地面に倒れ伏していて。


　どうやらあれが、ずるずるという音の正体だったらしい。フェリスがあいつらをずるずると引きずってきた、音。


　そしてそれだけで。


「……ふむ」


　ライナには、いま起きていることの、だいたいの見当がついた。おそらくあれだ。シオンが言っていた、脅迫状の奴ら。敵が、ついに動き出したということか。


「……ま、今日は絶好の闇夜だしねぇ」


　ライナは空を見上げてから言った。そして、


「だけどよりにもよってフェリスを狙うのは、どうかねぇ……」


　苦笑した。こいつは、そこらの暗殺者がどうこうできるような女じゃないのだ。


　代々、ローランド帝国王を守しゆ護ごしている剣の一族、エリス家の長女にして、悪逆無道傍若無人だんご大好き暴力大たい将しようなのだ。


　その、略りやくしてだんご大将をライナは見つめ、


「んじゃ、フェリスは奴らに襲われたわけ？」


「うむ」


「で、奴ら強かった？」


　するとそれに、フェリスは考え込むように腕組みをしてから、


「……ふむ。逃げ足が、速い奴だったな」


「ああん？　じゃ、弱かったと？」


「うむ」


「あっそう。なら……」


　なんの問題も、なかった。


　敵が弱いなら、ほっとけばシオンたちだけでどうにかするだろう。


　シオンのところに届いたラブレターにかかっていた魔導罠マジツクトラツプが、わりと高度なものだったので、あるいはけっこう大変な事件になるかとも思ったのだが。


「……俺の考えすぎか。んじゃ、俺はもう帰っても……」


　が、それにすぐさまフェリスが、


「だめだ」


「なんでよ？　俺は嫌いやだぞ？　あの二人を引きずってシオンのとこいく体力なんてもう……」


　が、それを遮って、フェリスが、


「違う。おまえが宿に帰ることができないのは、別の理由だ」


「ああ？　別の理由？　なんだよそりゃ？」


　すると彼女はまた、一言。


「私が暇ひまだからだ」


「ってンなの知るかぁあああああああっ!!」


　ライナは絶ぜつ叫きようした。


　だが、彼女はそんなのはおかまいなしに、なぜかもう、ちょっと嬉しげに、


「さて、なにして遊ぼうかっ！」


「いやいやいや、ちょっと待てって。そんな乗り気になるな。その前に、俺の話をちゃんと聞いてくれよ」


「ん？　なにか面白い話でもあるのか？」


「あ、いや、面白い話っていうか、あのなぁ……実は、おまえは知らないかもしれないが、俺ってばもう、三日も寝てな……」


「つまらないな。もっと面白い話をしろ」


「おまえはどこの暴君だよっ！」


　叫びながら、もう、泣きたくなった。


　いや、もうわかっていたのだ。彼女の姿を見た瞬間、今日は長い夜になるって……心の底では、ちょっとだけ覚かく悟ごを決めてたんだけど……体力がね、もうね、もたないのよ、ほんと……


「あうう」


　ライナはもう、あきらめきった顔でフェリスを見つめ、言った。


「ちょっとだけ、泣いていい？」


　すると彼女はうなずき、


「うむ。それで面白いことが起きるのなら、じゃんじゃん泣いてみろ。だが、もし面白くなかったらおまえの首は胴どうから離れ、スパーンと天空を…………………………」


　とそこで、彼女は、


「………天空を首が…………うむ？」


　なぜか、不思議そうに首をかしげた。


　それにライナは、


「あ？　どうしたんだ？」


　するとフェリスが、


「…………いや……なんでも…………あ…………う？　いったい、どうしたライナ？」


　突然、そんなことを言ってきて。


「はぁ？　どうしたって、おまえこそ、どうし……」


　が、そこで彼女が、


「あれ……」


　急にがくんっと体勢を崩くずし、地面に膝ひざをつく。


　それにライナは、


「おいフェリス、どうした？」


　しかし彼女はやはり不思議そうに、


「わ、わからな……あ、か、体が言うことを……ら、らい……………………な……」


　言葉は、そこまで。


　彼女の体が、突とつ如じよがくがくと激はげしく痙けい攣れんし始め、そのまま地面に倒れようと、


「うわ、ちょ……」


　ライナは、慌てて彼女の体を抱きとめる。


「お、おいフェリスっ！」


「……あ、く……あ、あ…………うぁ」


　瞬間……彼女は、大量の血を吐はいた。


「なっ!?　フェリ……いったい……」


　いったい、なにが起きてる？


　いまだに彼女の激しい筋肉の痙攣は収まらない。だからライナは、彼女を強く、抱きしめる。このまま放っておいたら、自分で頭や体を地面に打ち付けてしまうから。


「くそ……なんなんだ……」


　痙攣が収まるまで、強く抱きしめていると……


　急に彼女の動きが止まった。


　それに、


「……お、おいフェリス。大丈夫か？」


「…………」


　だが、返事はない。気を失ってしまったようだ。


　それを確認してから、ライナは彼女の首に触れる。脈みやくは……弱い。どんどん、弱っていく。無む理り矢や理り目を開かせると、瞳どう孔こうは、大きく開いてしまっていて。さらに口は、さっき吐いた大量の血で、汚よごれていて。


「……いったいどこから出血した……なんの病気だ？」


　そう言ってからライナは、はたとなにかに気づいたように、振り返る。地面に倒れている、フェリスが倒したという黒装束の何者かを見てから……


「……くそが。毒どくか……もしくは……」


　もしくは、呪いか。


　ライナは、これと同じ症しよう状じようを以前に一度見たことがあった。それはまだ彼が、ローランドの暗部、『隠いん成せい師し』にいたころのこと。


　軍が人体実じつ験けんをしていて、新しい呪いを開発しているときに、実験台にされた者たちに起きた症状に、フェリスの状じよう況きようはひどく似ていた。


　だが、もしあの呪いなら……


「俺なら、解呪できる……」


　そこで彼は一度、目を閉じた。ぎゅっと強く、まぶたを閉じて、


「……ああもうフェリス、いま助けてやるから……だから、頼むから、死ぬなよ」


　そして彼は再び、目を見開いた。


　するとそこには、朱の五方星が浮かんでいて。


　誰もに忌いみ嫌われる、呪われた瞳。


　すべての魔を見通す、特殊な瞳。


『複写眼アルフア・ステイグマ』で、ライナはフェリスを、見た。


　すると。


「…………」


　するとそれは、あっさり見つかった。


　やはりフェリスにかけられていたのは、呪いの魔法だった。


　呪いは、フェリスの綺麗な、金色の長い髪の組そ織しきから喰くい込み、すでに、全身に広がっている。


　このままの勢いで呪いの侵しん食しよくが進めば、いまから約四十五時間後……明後日には彼女の体は、腐くさり落ちてしまい、死ぬだろう。


　死ねば彼女の死体を媒ばい介かいに、呪いは感染性に変わる。感染性に変われば、小さな街まちなど、一瞬で壊かい滅めつしてしまうほどの感染力を持っているらしい。


　そしてそれを防ぐためには、彼女が死ぬ前に火で、焼き殺す必要が……


　そこまで読み取ったところで、


「……ぐ」


　ライナは、唇くちびるを嚙かんだ。


　最悪の、魔法だった。


　これは……『禁呪』なのだ。


　彼女が死ぬまで、あと、四十五時間。


　だが、実際には、そんなには時間はない。呪いはいまも、彼女の体を壊こわし続けていて、彼女が後こう遺い症しようなく目を覚ますために残されている時間は……あと、五時間ほど。


　たった、五時間だった。いや、本当なら、いますぐにでも解呪する必要があった。


　なのに、呪いの種類は……


「……俺の、知ってる呪いじゃねぇ……」


　ライナは、うめくように言った。


　それでも構造さえ理解できれば、解呪する方法も見つけられるはずなのだが……


　彼は必死に、『複写眼アルフア・ステイグマ』で彼女を見つめる。


　しかし、見れば見るほど……


「…………」


　彼の顔は、泣きそうに歪んでいった。


　呪いはあまりに複雑で……解呪法を確立するためにはおそらく、魔術師が数十人単位で十日間ぐらいは不眠不休で対呪詛魔術を開発する必要があった。


　だが、フェリスに残された時間は五時間しかないのだ。


　十日と、五時間。


　それは絶望的な…………


　が、そこで、


「いや、違うか……？」


　そこでライナは、目を、鋭するどく細める。フェリスの中で入り組んで、読み取りにくくしている魔法の構造を、さらに深く、調べる。


　するとそこには表面に現れている呪いの部分とは、別の公式が描かれていて。


　その呪いの、解呪法。


　大がかりな対呪詛魔術を使わなくても、彼女を呪いから救う方法が描かれていて。


　その方法は……


「なんだ、こりゃ」


　その、方法は……呪詛をかけた奴の血を媒体にして、簡単な解呪魔方陣を描けば、呪いは解けるというもの。


　つまりこれは、そういう魔法なのだ。


　脅迫専用の魔法。


　呪いをかけ、逃げる。それから、その呪いを解とくことができるのは、自分だけだと相手に伝える。そして、もし、助かりたいのなら、こちらの要求を聞けという。


　もし聞かなければ……呪いは感染性に変わり、周囲に地じ獄ごくを撒まき散ちらす。一度感染性に変われば、絶対に解呪不能の呪いに変わる。呪いをかけた本人にも止めることができない。かけた本人だって、感染に巻き込まれる可能性があるというのに……


「…………」


　本当に、最悪の魔法だった。


　解呪法の確立されていない、呪い。


　これは間違いなく……『禁呪』だ。


　だが、それでも、


「解決法は、ある……」


　ライナは、顔をあげた。


　ようは、いまから五時間以内に、敵を見つけ、ぶっ飛ばして血を奪うばい、フェリスのところに戻ってきて呪いを解けばいいのだ。


「くそ。俺ってば、全然寝てねぇのにさ～」


　言いながら、彼はフェリスをぐいっと肩に抱かかえなおして、立ちあがる。さらに地面に倒れていた黒装束の二人組のうち、体重の軽そうなほうを選んで、襟えり首くびをつかむ。


　肩にはフェリスの体重。左腕には、黒装束の男の体重。それに、


「……だあもう、重てぇええええええっ!?」


　言いながら、ライナは走り始めた。


　再び、宮殿へと向けて。


　とにかく、フェリスに呪いをかけた犯人を見つけるのだ。


　制限時間は、たった五時間。


　だが、大丈夫。


　きっと、


「きっと俺が治なおしてやっから、待ってろフェリス」


　ライナはそう言った。


　夜はまだ、明けない。


　空はさらに暗さを増し、思ったとおり、雨がぱらぱらと降り始めていた。





　　　　◆





　その館は、貴族たちの屋敷が建ち並ぶ区画にあった。エスタブールの元姫だとかなんだとかいうノアという女が滞たい在ざいしている館。


　その、館の客間のベッドに、


「…………」


　ライナはフェリスをそっと、寝かせた。


　そこで、


「フェリス」


　小さく呼びかけてみるが、彼女はやはり、反応しない。全身を呪いに支配され、完全に意識を失ってしまっている。


　残り時間は……


　もう、あと三時間を切っていた。


　一度宮殿にいったライナは、ノア・エンも同じ呪いをかけられたことを知り、そしてシオンとともにこの館にやってきていた。


　いまはシオンが放った調査部隊からの報告をこの館で待つことになっているのだが……


「…………」


　ライナは、無言で部屋の、窓の外を見た。外の天気は、一気に崩くずれていた。ぱらぱらと降り始めた雨は、すぐに豪ごう雨うへと変わり、窓を強く打ち付けている。


　こんな天てん候こうでは、シオンの調査部隊もそう簡単に奴らを見つけることはできないだろう。


「やっぱ、俺も探さがしにいったほうが……」


　とそこで、


「……大丈夫か？」


　背後から、声がかかる。それに振り返ると、部屋の入り口にはシオンがいて。


　ライナは首を振った。


「大丈夫じゃ、ねぇよ。さっきも説明したろ。フェリスにはもう、あまり時間は……」


　が、シオンが遮って、


「違う。おまえのことだよ。ずいぶんと、ひどい顔をしてる」


　なんてことを言ってくる。それにライナは疲れたように笑って、


「……まあ、もう滅め茶ちや苦く茶ちや寝不足だしなぁ……だいたい、おまえだってまるで死人みたいな顔だぞ」


「そうか？」


「ああ」


　するとシオンも、笑う。


「せっかく、ちょっと寝ようとしてたところだったのにな」


　ライナは、うなずく。


「まったくだよ。なのに、誰だか知らねぇが、こーんな問題起こしやがって……フェリスを……」


　そこで、彼はベッドで眠っているフェリスの顔を見下ろし、


「フェリスを、こんな目にあわせやがって……呪いをかけた奴を見つけたら……」


　その言葉を、シオンが継ついだ。


「ああ。ただじゃおかない。この程度の呪いで、ローランドを陥おとせると奴らが思ったんなら……それは間違いだということを、教えてやらなきゃな」


　と、そう言ったところで。


　ドゴンっという、なにかをたたき割るような音が部屋の外から響いてきて。


　それから部屋の入り口に、赤あか髪がみの大男が姿を現す。


　クラウ・クロムだ。


　クラウは右手に、ライナが連れてきた黒装束の男の頭をつかんでいて、その男を、部屋の中へと放り投げる。


　男はもう、血まみれで、恐怖に震えていた。


　さっきまでクラウに、拷ごう問もんを受けていたのだ。


　クラウが言う。


「……やっとこいつが、敵の正体を吐はいたぞ。おいおまえ。いま俺に言ったことを、もう一度説明しろ」


　すると男はそれに、


「ひ、ひぃ……」


　という声に、クラウは部屋に一歩入り、男を蹴けり上げる。そして、


「ひぃじゃねぇだろうがっ！　俺らには時間がねぇんだ。さっさと話せっ！」


　怒鳴りつける。


　だが、その気持ちは、痛いほどわかった。ライナが館に到とう着ちやくしたときの彼は、ひどい有あり様さまで。血まみれで意識を失っているノアを胸に抱え、目を、真まっ赤かに充じゆう血けつさせていて。


　ライナとは、あまり仲がいいわけではないのに……いや、むしろ悪いくらいなのに、ノアを助けてくれと、懇こん願がんしてきて……


　とそこで、男が震える声こわ音ねで、


「……わ、我々の雇やとい主ぬしは、た、ターサポー男だん爵しやくです」


　ターサポー男爵……男はそう言った。


　だが、ライナは貴族には詳くわしくないから、その名前に心当たりはない。だからシオンのほうを振り向く。


　するとシオンは、男へと近づいていく。そしてにっこりと笑い、


「なるほど。ターサポー男爵が、今回の黒くろ幕まくだと？」


　すると男はこくこくとうなずき、


「そ、そうで……」


　が、シオンはそれを遮り、微笑んだまま、


「……噓うそをつけ……ターサポー男爵に、今回の事件を起こすほどの力はない。本当のことを言わないと……」


　それに男は慌てて、


「ほ、本当だ！　少なくとも俺たちは、ターサポー男爵の命令で動いていると思っていた！」


　必死に、叫ぶ。それにやはりシオンはにこにことあの、好青年な笑みを浮かべながら、


「……本当に？」


「し、信じてくれ」


「……ふぅん。そうか。よく、素す直なおに話してくれたね」


　言いながら、男の頭をそっとなでて、


「本当によかった。もし君が噓を言ったりしたら、どうしようかと思ったよ。僕ぼくはいくら敵だからといって、口を割らない強ごう情じような奴の爪つめをはいだり、指を折おったり、全身の皮を剝はいだり、友人や、家族を、一人ずつ目の前で殺したりするのは……あまり好きじゃないんだ……でも、君が素直な男で、よかった」


　とそこで、シオンは男の髪の毛を、急に荒あら々あらしく、ぎゅうっとつかんでから、


「じゃあ、最後にもう一度だけチャンスをやるぞ？　よくこの頭の中身を使ってから、答えろよ？　おまえは、ターサポー男爵の命令で動いていた……そう言うんだな？」


　それに、もう、男はぶるぶると震えだした。英雄王の、本当の姿を目まの当あたりにし、男の顔に、恐怖の色が浮かぶ。


「ど、どう答えたら……お、俺は……助かる……？」


「ただ、真実だけを言え」


「し、真実……真実は……い、いや、本当なんだ。俺は、ターサポー男爵の命令を受けていて……ターサポー男爵邸ていに兵は集められていた。だが……本当の黒幕が誰だれなのかは、俺みたいな下したっ端ぱには……お、俺たちは雇やとわれ兵だし……」


　と、そこまででシオンはうなずき、


「いいだろう」


　拳こぶしを振り上げ、男の腹にたたきこんだ。男はそれで、再び気絶してしまう。


　それを確認してから、こちらを振り向き、困ったように眉まゆ根ねを寄よせる。


「……これは、罠わなだな」


　それにライナも、うなずいた。


「ああ。同感だね」


　拷問されればすぐに口を割るような雇われ兵に、自分から身元を教える馬鹿はいない。ようはこれは、誘さそっているのだ。


　ターサポー男爵邸にこい、と。


　罠を張はり巡めぐらして、待っているから。


「…………」


　だが、ライナはベッドから立ちあがる。そしてそのまま、部屋の窓を開けた。窓を開けた途端、強い風と、雨が部屋の中に入り込んできて、顔が濡ぬれる。


　外はもう、嵐あらしのような有様で。


　その光景に、ライナは少し、げんなりする。このまま外へ出れば全身びしょ濡れで、明あ日すには風か邪ぜをひいてるかもしれない。


「ああもう……今日はめんどくせぇことばっかりだなぁ」


　という言葉に、シオンが、


「……こんな、あからさまな罠にひっかかりにいくつもりか？　ここは部隊を再さい編へんして」


　が、それにライナは、


「時間がないんだよ。このままほっときゃフェリスは……」


　そこで、ベッドで寝ている彼女の姿を見る。本当にもう、時間はほとんどなかった。


　するとそれに、シオンが困り果てたような顔になって、


「……死ぬぞ？」


　その、言葉に、ライナは笑った。


「そんときゃ、シオン。あとのことはおまえに任まかせた。フェリスを助けてやってくれ」


　続いてクラウが、


「あきらかにこの話は、罠だしな。呪いをかけた奴は、ターサポー男爵邸には、いない可能性が高い。ってことで、俺たちが空から振ぶったら、ノアのことを頼む」


　なんてことを言って、さっさと窓まど枠わくに、足をかけてしまう。


　それにシオンはもう、頭痛をこらえるかのように、頭を押さえた。


「ああ、クソ。そう言い出すと思った……でもそれじゃ、奴らの思うつぼじゃないか」


　それに、ライナはまた、思い出した。脅迫状の内容。シオンの大切な者たちを、一人ずつ殺していくという、例のあれ。


　それにライナは笑って、


「死んだらごめん」


　続いてクラウがライナに向かって、


「ま、おまえが死にかけても、俺は助けないけどな」


「あ、あ、やっぱ俺、おまえ嫌いだなぁ」


「そりゃこっちのセリフだ」


　なんてことを言い合う二人に、シオンが大きなため息をついてから……言った。


「ああもう、喧けん嘩かしない。ったく、俺の命令無視していって、勝手に死んだりしたら、絶対に許ゆるさないぞ。もし、殺されかけたら……逆に皆殺しにしてこい」


　そんな、妙に矛む盾じゆんしてる言葉に。


　クラウがにやりと笑い、


「ご命令のままに、陛下」


　そして窓枠を蹴けって、部屋を飛び出す。


　続いてライナも、


「……まあ、眠気と戦いながら、せいぜいがんばるよ。あ、もし死んだら、日々徹夜で仕事を押しつけてきたシオン・アスタールって奴のせいだからって、言っといて」


「おまえ……」


　が、シオンの言葉を遮り、


「んじゃ、いってきまーす」


　ライナも部屋を出て、豪雨の中に、飛び込んだのだった。





　　　　◆





　ターサポー男爵の館は、大だい胆たんなことに、ノア・エンの屋敷とはそれほど離れていない場所に位置していた。


　堅けん牢ろうな高い塀へいに囲まれた広大な敷しき地ち。


　だが、その内部は……


　高い塀の上から敷地を見下ろし、


「……ああ、こりゃ、やっぱ完全に罠だな」


　横にいる、クラウが言った。


　それにライナも、うなずく。


　ターサポー男爵邸の敷地の中は、もう、ひどい有様だった。いくつも転ころがっている死体。姿からすると、おそらくターサポー男爵邸にいた、衛えい兵へいかなにかだろう。そして地面や、木々に残る、破壊の痕あと。魔法で攻こう撃げきされた痕だ。どうやらここはもう、何者かに制せい圧あつされた後らしい。


　ライナは言った。


「……ターサポーとか言う奴ももう、殺されてんのかな？」


「だろうな。だが、多数の衛兵を抱える貴族どもの屋敷をここまで破壊できる勢力ってのも……ちょっと見当がつかねぇな」


「おまけに、今日きようまでご近所さんに気づかれることもなく、か。もしくは、周囲の貴族全員が、仲間だとか……それか」


　それか、周囲の貴族の館もすでに、すべて制圧されているか……


　ライナはめんどくさそうに頭をかいて、


「……こりゃ、今回ばっかりは、ちょっと手て強ごわそうだな」


　するとクラウが、


「怖おじ気けづいたなら、帰っていいぞ」


　言って、さっさと塀を降り、敷地内に入る。


　それにライナも、


「ま、俺もそうしたいのは山々だけど……今回ばっかはそうもいかないしなってね」
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　塀を、飛び降りた。そしてすぐさま、周囲を見回す。トラップは……


　あ～、なんていうか……


「……トラップだらけだな……」


　ライナは、ため息をついた。もう、ターサポー男爵邸の敷地内は、見渡す限り、トラップで溢あふれ返っていたから。普通のトラップから、魔導罠マジツクトラツプまで、ありとあらゆる罠が仕掛けられていて。


「……こりゃ、大部隊で押し入ってたら、どんだけ犠ぎ牲せいが出てたか……」


　ライナはそう言ってから、目の前の男を、見る。あの赤髪の馬鹿は、その異常なほど大量に仕掛けられているトラップが、まるで存在しないかのようにひょいひょいとかわしながら、物もの凄すごい勢いきおいで駆かけていく。


　それを見つめ、


「まあ、なんだ。ちょっとだけ心強いかな」


　言ってから、ライナも走り出した。


　目指すは、ターサポー男爵邸の中央屋敷。


　外にこんだけ罠を仕掛けてて、さて、


「……屋敷の中に、なにを隠かくしてる？」


　と、目の前ではもう、早くもクラウが窓を破って、屋敷に飛び込んでいる。直後、すぐに中で爆ばく音おんが響き始めて。いまのは、『稲光いづち』の音だった。それも、一発じゃない。数十発の……


　ってことは少なくとも、屋敷の中には、敵が数十人規模でいるということだ。


　それにライナは舌した打うちして、


「ああもう、先に戦い始めたら、せっかく二人できた意味ないじゃねぇか」


　そう、言ったときには、ライナも屋敷に窓から飛び込む。


　すると中では、思ったとおり、黒装束を着込んだ男たちが数十人、一いつ斉せいに魔方陣を描いていて……その魔法構築のスピードも、かなり速い。どいつもこいつもそれなりの練れん度どの兵だった。だが、その精せい鋭えいたちを、


「オラァっ！」


　クラウがまるで、おもちゃの人形かなにかをなぎ払はらうかのように、次々たたきつぶしていく。左腕で一人の顔面を殴り潰つぶし、右足で前方の男を蹴り飛ばす。横から放たれた『稲光いづち』を、目の前にいた男を盾たてにして防ぎ、飛んできたナイフをつかんで投げ返すと、敵の悲鳴があがる。そして、


「死にたくねぇなら、道を開けろ！　早死にしたい奴からかかってこい！」


　屋敷全体が震えあがるような怒声を轟とどろかす。


　そしてたったそれだけで、こっちは一人。


　敵は数十人なのに……


「な、なんで紅こう指しのクラウ・クロムがいるんだ……」


「こ、こんな話、聞いてないぞ……」


「か、勝てるわけない……こんな化ばけ物ものに勝てるわけ……俺は降りる、降りるぞっ！」


　もう、敵は一気に恐きよう慌こう状態に陥おちいってしまう。


　それにライナは思わず、


「……ゴリラかあんたは」


　なんて突っ込みを入れると、クラウは敵をなぎ倒しながらこちらを振り向き、


「ぼけっと突っ立ってないで、てめぇも手伝え！　二階だ。ノアに呪いをかけた奴が逃げてった！」


「うお、まじで!?」


「ああ！　覆面をした、ちび男だ。ここは俺が食い止めといてやるから、てめぇさっさといって、ぶっ飛ばしてこいっ！」


「ほいさ」


　言って、ライナも動き出す。


　すると敵も、やっとライナの存在に気づいたのか襲いかかってきて。


　それにライナは、


「……あ～時間ねぇから、手て加か減げんしねぇけど、許してな」


　殴りかかってきた男の腕をとり、あっさり折った。ぎゃぁっという悲鳴をあげてくずおれる男を無視し、次の男を投げ飛ばし、階かい段だんの上で魔法を放とうとしている男にぶつける。さらに、横で魔方陣を描こうとしていた男に、


「遅いよ、それ」


　言って、ライナは構築途中の魔方陣に、手を突っ込む。そして一気にそれを書き換かえて、


「求めるは光陣〉〉〉・縛ばく呪しゆ」


　途端、描かれた魔方陣から光の縄なわが現れ、それに彼は、


「目標は周辺──手当たり次し第だいに拘こう束そくしろ」


　命令を下す。すると光の縄は弾はじけるように周囲に広がり、敵を何人も捕ほ縛ばく……


「って、俺の邪じや魔ますんじゃねぇええええ！」


「へ？」


　ライナが振り向くと、縄はクラウにもまとわりついていて。


「よけろよ！」


「当てるんじゃねぇよ！」


「ああ、もういいや。ほら、人間対ゴリラじゃ、あまりにも人間が分ぶが悪いからさ、ちょうどいいハンデってことで」


「てめぇあとでぜってーぶっ殺す！」


「あう。神様……どうかここであの化物が死にますように」


　なんてことをライナは祈いのりながら、階段を駆けあがった。途中にいた兵たちは、もう、敵じゃなかった。ライナとクラウの強さに圧倒されて、戦意を喪そう失しつし始めている。


　それでも抵てい抗こうするものはすべて殴り倒し、そして残りは、


「………………てめぇだけか」


　階段を登りきると、廊ろう下かの奥。窓の前に、クラウが言ったとおりの、覆面、黒装束という格かつ好こうをした、ちび男がいた。


　男が言う。少し、高い声で、


「ああ、ついにここまできちゃいました？」


「きちゃいましたじゃ、ねぇよ。好き放題やりやがって。ちょっと久しぶりに俺、怒っちゃってるぞ」


　すると男は、


「へぇ。怒ったなら、どうします？」


「ぶっ殺す。んで、おまえの血を使って、呪いを解かせてもらう」


　それに男は少し、驚いたような様子で、


「ああ、さすが『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者の化物。もう、そんなところまであの複雑な呪いの仕組みを読み解いちゃっ……」


　が、それを遮って、


「能書きは、いらねぇんだよ。こっちにゃ時間がねぇんだ。てめぇの血を、もらうぞ！」ライナは走り出した。


　本当に、能書きなんてどうでもよかった。どうしてこいつらが今回の事件を起こしたのかも、誰が黒幕なのかも、どうでもよかった。


　いまは、一刻も早く、フェリスの呪いを解く必要が……


　しかし、それに男が笑う。


「ああ、なんか、なにもかもが、あの人の言うとおりになるなぁ。やっぱり、すごいや」


　まるで、無む邪じや気きな子供のような声で笑って。


　だが、そんなことはどうでもいい。いまは、こいつの血を……


　ライナは、拳を振りあげた。


　しかしそこで突然、男はかぶっていた覆面を、取る。すると中から現れたのはなんと、まだ、十歳ぐらいの、幼おさなさの残る少年の顔で。


「…………なっ……おまえ……ガキか!?」


　するとそれに、少年がまた笑う。


「あは。攻撃の手が緩ゆるんだ。これも、あの人の言うとおり。で、僕は……」


　そこで少年は、手を、掲かかげる。そして光の魔方陣を描き始める。とても子供のものとは思えない、信じられないほどの魔法展開速度。


　そしてその魔法を一目見ただけで、ライナには少年がなんの魔法を使おうとしているのか、わかってしまう。


　だが、それは、


「じ、自爆の魔法？　おまえまさか、自殺するつもりか!?」


　するとまた、少年は笑う。


「うん。最初から僕の任にん務むは、これだからね。あなたと、そして陛下に、絶望を味わわせること。だから僕の血はあげられない。だから僕は消しよう滅めつする。じゃ、さようなら……


　求めるは血天……」


「やめ……待て！」


　ライナは、走る。


　だが、間に合わない。少年は、背後の窓を破り、そこから飛び降りながら、


「求めるは血天〉〉〉・壊光ふおん」


　刹せつ那な、少年が描いた魔方陣の中央から、強大な光が生まれる。


「ま、待ってくれ……頼む。おまえに消えられたら……フェリスが……」


　ライナは、走り、そして窓に、飛び込む。全力で、地面に落ちていく少年へと、手を伸のばす。もし、光に呑のみ込まれれば、ライナも一いつ緒しよに消えてしまう可能性もあったが、もう、そんなことはどうでもよかった。


　手が、届けば……こいつに、手が……


　しかし、魔方陣の光はどんどん、どんどん膨ふくれあがり……


　そして。


　少年へと向けて、光は放たれた。


　手は……届かない。


「…………あっ」


　手は、届かなかった。


　少年が笑う。


「はは。じゃあ、自殺したくなるほどの、よい絶望を」


　そして彼は、光の中へ……


　しかし、そこで突如、


「子供が、生意気言うもんじゃない」


　そんな言葉とともに、横から何者かの手が伸びてくる。そして少年の髪をつかみ、ぐいっと引っ張る。


　刹那、光は弾はじけて……消えた。


　少年は……


「…………」


　いつの間に現れたのか、館の外にいた一人の男の胸に、気絶したような状態で、抱きかかえられていて。


　それにライナは、地面に着地すると同時、


「って……はぁ？　シオン!?　へ？　え？　なんでおまえが、ここに……？」


　するとシオンは、


「だから、部隊を再編してから、くるっていったろうが」


　言ってから、手を掲げ、


「全軍屋敷内へ、突とつ撃げき！　クラウを助けろ」


　途端、大勢の足音がライナの背後から聞こえてきて、彼は振り返る。すると、そこにはもう、数千規模の兵が屋敷を包囲していて。


　ライナがそれを、しばらく呆ぼう然ぜんと見つめていると、後ろからシオンが、


「おい、ぼけっとしてる暇はないぞ。血だ。時間がもう……」


　それに、


「あっ……いま、何時だ？」


　空を、見上げる。雨を落とし続ける空。やはり月は出てなくて、あれから、どれくらいの時間がたったのか、まるで見当もつかない。


　だが、もうほとんど時間はないはずだった。


「まずい……」


　そして、少年の手を、取る、少年の指先に爪を立て、血を出す。解呪のために必要な血は、ほんの一いつ滴てきなのだ。ライナは懐から布を取り出し、それに血を、含ふくませてから……


「おいシオン。じゃ、俺はいくぞ。あとのことは……」


　するとシオンはうなずいた。


「任せろ。早くいけ」


「ああ。くそ、頼むから……」


　そしてライナは、ひどい雨の中を一人、


「頼むから、間に合え……」


　全力で駆け出した。





　　　　◆





　そして、呪いは……





「……まったく！　あいつらはなんでこう、大事なことに限かぎって報告してこない！」


　シオンは、もう、うんざりしたような声音で言った。


　そう。呪いが消えたかどうかは、わからなかった。ライナを帰し、そして、クラウも先に帰してから、シオンは、ターサポー男爵邸で残党の捕縛、事件の事後処しよ理りに追われていた。その間に、ライナたちから、フェリスや、ノアの容よう態だいについての報告が入ると思っていたのだが、あいつらときたら、まったく報告してこない。


　だからまさか、ライナが呪いの解呪に失敗したんじゃ……と、不安になって、シオンは慌ててノア・エン嬢じようの館に戻ってきたのだが。


　館は、静まり返っていた。まるで葬そう式しきでもやっているかのような、そんな陰いん気きな雰ふん囲い気き。


「おいおいおい、噓だろ」


　それに、益ます々ます不安がつのり、シオンは早足で邸内に戻るなり、二階へとあがった。


　向かったのは、主寝室。ノアが寝かされているはずの部屋だ。シオンがその部屋の、扉とびらを開けようとしたところで。


　しかし、中から、


「お、おいノア……だから、抱きつくなって。俺は雨でびしょ濡れなんだから」


「いやです」


「馬鹿、おまえ、いくら呪いが解呪できたからって、病やみあがりなん……」


「いやです」


「おまえなぁ……」


「だ、だって……だってもう、私、二度とクラウに会えないかと……」


　なんて会話の途中で、なぜかもう、頭がちょっとくらくらしてきて、シオンは扉の前から、離れた。よっぽど、扉をどんっと蹴ってやろうかと思ったが、


「ま……無事ならいいか」


　安あん堵どと、そして、張りつめていた緊張が急に解けたせいで襲ってきた疲労感で、なにもかもどうでもよくなってしまった。


　そうか。呪いは、解けたか……


「よかった……」


　そのまま、シオンは踵を返し、客間へと向かう。フェリスが寝かされているほうの、部屋。こちらも、なにか、室内で妙なことが起きていたら困るので、一応聞き耳だけを、立ててみる。しかし、


「…………」


　中は、無音で。


　それにシオンは扉を、そっと開いた。


　すると中には、呪いが解けて目を覚ましたのか、ベッドに上半身だけを起こしているフェリスがいた。そして彼女は、ベッドの横の椅い子すに座り、ベッドに突っ伏すような格好で寝こけているライナを、見下ろしていて。


　それに、シオンは、


「やぁフェリス。目が、覚めたのかい？」


「うむ」


「気分は？」


「……少し頭痛はするが、問題ない」


「そうか。それは、よかった」


　それからシオンは、まるで死人かなにかのように、動かないライナのほうを見てから、


「ライナの奴、フェリスのために今夜はものすごい頑がん張ばったんだぜ？　目が覚めたら、礼れいを言ってやってくれよ」


　するとフェリスは一度、こちらを見て、


「……ライナが？」


「ああ。おまえを絶対、死なさないってさ」


　それに。


「………………そうか」


　彼女は小さく、そう言った。それからそっと、ライナの、雨でびしょ濡れの頭を、優しくなでる。そしてもう一度、


「…………そうか」


　彼女は言った。


　そこまでで、シオンは部屋を、出る。


　そして踵を返したところで、背後の、部屋の中からなぜか、


「って痛てぇえええええええ!?　はぁ？　なに？　なんで？　なんで俺が殴られんの!?」


「……う、うむ。そ、それが……それがだな……わ、私はおまえに礼を……」


「ああ？　なんだって？」


「だ、だから私は……」


「あ、って、だめ、眠くて吐き……ぐ～」


「起きろライナっ！」


「だからなんで殴なぐるんだぁあああああああああああああ！」


　なんて、いつもの会話が聞こえ始めた。


　シオンはそれに、


「……ははっ」


　思わず、表情が緩ゆるむ。なぜか少しだけ、幸しあわせな気分になって。


　そのまま彼は部屋から離れ、階段を下り、ノア・エン嬢邸から、外へ出た。


「…………」


　そしてそこで、彼は懐から、一番最初に届いたあの、脅迫状を取りだした。


　それはきちんと、二枚目がある、脅迫状。ライナに見せたものじゃない、本物の脅迫状だ。











[image: ]








　そこには、こんなことが書かれていた。


『これは脅迫状だ。これからする我々の要求を呑まなければ、貴様の大切にしている人間を一人ずつ殺していく。殺されたくなければ──自みずから、命を絶たて。もしくは鍵かぎであるライナ・リュートを、おまえ自身の手で、殺せ』


　これが、本当の内容だった。


　だがその、脅迫状の筆ひつ跡せきは……


　シオンは、顔を、しかめる。


「……くそ」


　奴そいつが……ライナや、フェリスを、殺そうとしていた……


　また、殺そうとしていた。


　だが、


「……なめるなよ……俺は、おまえには絶対に、負けないぞ」


　シオンは、低い声で呟き、自分の胸を押おさえた。まるでそれは、自分の内側を喰くい荒あらそうとする悪魔に言い聞かせるかのように。


　すると胸の奥、闇が、さらに広がったような気がして。


　今夜の呪いはすべて、解かれたはずなのに。


　暗い闇が、彼の中に……


「…………」


　が、そこでふと、シオンは空を見上げた。するとそこには、いつの間にかぶ厚い雲を貫つらぬくように、強い光が射さし始めていて。


　ついさっきまで、あれほど強く雨が降っていたのに……雨はもう、止やんでいて。


　それは、たった一夜の出来事だった。


　暗い雲に覆われた、闇夜で起きた、出来事。


　時がたてば、ローランドにはまた、新しい朝が訪おとずれて。


　雲が晴れてみれば、まるで何事もなかったかのようにまた、同じ朝日が昇のぼる。


　本当に、昨日の晩の騒さわぎなど、なにもなかったかのように。


　そして、どこか遠くから、ライナや、フェリスの笑い声が聞こえてきた。


「…………」


　それだけで、光が射すような気がする。闇が、少し薄うすくなるような気がする。


　だからシオンはまた、微笑んだ。


　自分の胸を、強く押さえつけて。


　彼はまた、微笑んだ。


「ああ……そうだ。だから俺は……おまえには絶対、負けない」


　どうせ、終わらない夜など、ないのだから。







（かーすど・ないと：おわり）












　ぱーふぇくと・わーく










　あまりの感動に全身を震ふるわせながら、


「……か、完成した。ついに完成した……」


　と、ライナ・リュートは言った。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、猫ねこ背ぜの長ちよう身しん瘦そう軀く。


　だがその眼めは。万年眠そうにやる気なく緩ゆるんでいるはずの黒い瞳ひとみは、今日はあまりの歓かん喜きに大きく見開かれ、生せい気きが宿っている。


　その瞳で、目の前の空間を見つめる。


「やった。つ、ついにやったぞ……」


　ちなみにいまライナがいるのは、やはりいつもの宿屋の一室だった。ベッドと、簞たん笥すと、テーブルに椅い子すがあるだけの、小さな部屋。


　明かりは灯ともっていない。いまは深夜で、さらにカーテンも閉まっているので、窓まどからも光は入ってこない。


　だが、部屋は明るかった。中空に彼が描いた、巨大な光の魔ま方ほう陣じんが輝かがやいていたから。


　その魔方陣を、ベッドにあぐらをかいたままの姿し勢せいで、ライナは見つめる。


「…………」


　複ふく雑ざつな式で編あみ込こまれた魔方陣。


　それはここ、ローランド帝国で主おもに使われている、一般的な魔法を発はつ動どうするための魔方陣とは、だいぶ形が違った。それもそのはずで、この魔法は、ライナが考案し、開発し、長い時間をかけて少しずつ、少しずつ研究を進めてきた魔法なのだ。


　その研究期間はなんと、約二年。


「いや、三年か？　あ～、初めてこの魔法を創つくろうと思ったのがキファに会ったころだったから……あれからもう何年たったんだ？」


　なんて言いながらも、彼は目の前の魔方陣を見つめ続ける。しかしどれだけそれを見つめても、その魔方陣は完かん璧ぺきだった。


　だから彼は、一度目を閉じた。そして再ふたたび、開く。すると突とつ如じよ、彼の黒い瞳の中央には朱しゆの五ご方ぼう星せいが現れた。『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれ、忌いみ嫌きらわれる特とく殊しゆな瞳だ。


　しかしその瞳は、すべてを見み透とおす。


　ありとあらゆる魔法の、構こう造ぞう、構こう成せい、効こう果か、範はん囲い、発動時間までを見透してしまう。


　その瞳で、ライナは自分の創り出した魔方陣を、見つめる。だがそれでも、そこにある魔方陣は、本当に完璧に近かった。


　はっきり言って、そこらの魔ま導どう学者では、十人ぐらいが束たばになってこの魔法の解かい析せきにあたっても解かい呪じゆすることは不ふ可か能のうだろう。


　それだけこの魔法は完璧で。もう、どこからどう見ても完全なそれを見つめて、


「う、うふふふふ」


　なんて、無む理り矢や理り抑おさえ込んだような、気持ち悪い笑い声をライナは上げてしまう。


「うふふ、くくく、はは、あはははははは、やった！　ほんとにやったんだ！　うわもうやべぇ、すげぇよ！　すげぇよ俺おれ！　なんか、なんか俺ってば、超天才なんじゃねぇの？」


　自じ画が自じ賛さんする。しかし、目の前に生み出された魔法には、それだけの価か値ちがあった。もう、どうしてこんなすごい魔法を創り出せたのか、自分でも不ふ思し議ぎなくらいの完成度。


　何年も何年もこの魔法のことは考えていたのにずっと完成することができなくて、なのに今日、突然、思いついてしまったのだ。


　王シオンの馬ば鹿かにいつものごとく五日徹てつ夜やで仕事をさせられ、ふらふらになって宿に帰ってベッドに倒れた瞬しゆん間かん、突如頭の中にこの魔導式が浮かんできてしまったのだが。


「……徹夜で頭がボケて、普通の思し考こうができなかったのがよかったのかね？」


　なんて呟つぶやく。


　しかし、どうやってそれを思いついたのかなんて、この際どうでもよかった。


　問題はこの魔法の、効果。もう、勇者の遺い物ぶつやら古代魔法やらに匹ひつ敵てきしてしまいそうなほどの力を秘ひめた、この魔法の性せい能のうだ。


「ってか、これちゃんと動いたら、世界が救われちゃうんじゃないの？」


　なんていうライナの言葉は、しかし、言い過ぎではなかった。彼が創った魔法は、それほど凄すさまじい威い力りよくを秘めているのだ。


　それは向こう側とこちら側を隔へだててしまう魔法。


　自分の領りよう域いきと、世界を完全に隔ててしまう魔法。


　簡単に言えば、絶ぜつ対たい防ぼう御ぎよ魔法だった。


　一度魔法で生み出された小さなドーム状の魔導避難所マジツク・シエルターに入ってしまえば、どんな物ぶつ理り攻こう撃げきにも、どんな魔法攻撃にもびくともしない。たとえ世界が滅めつ亡ぼうしようとも、その魔導避難所マジツク・シエルターの中だけは完全なる安全が保ほ証しようされる。


　そう！　その魔法はすべての恐きよう怖ふを退しりぞけてしまうのだ。


　そう！　その魔法はすべての悪魔を退けてしまうのだ。


　そして！


「明日学校があって朝早くから起きなきゃいけなくて、おまけに宿題なんかまるでやってなくても、うるさい母親だの学校の先生だのお節せつ介かいな同キ級フ生アだのは入ってこれない魔導避難所マジツク・シエルター！


　さらには明日はもう仕事しないでずっと寝てたいのに、お～いライナそろそろ仕事の時間だよ～さぁ今回は十日徹夜しちゃおうか[image: ]　なんてほんと意味わかんないこと言ってくる仕事狂ぐるいの悪魔シオンに向かって、ば～かば～か悔くやしかったらここまでおいで～と叫さけんで隠かくれていられる魔法避難所マジツク・シエルター！


　さらにさらには、朝っぱらからだんご食いながら剣けんを振り回して理り不ふ尽じんに殴なぐりかかってくる傍ぼう若じやく無ぶ人じん迷めい惑わく最悪顔だけ美人魔女フエリスに、あ～ほあ～ほ今日はだんごなんか食いたくねぇんだよ！　なんて叫んでも殴られないなんてすごいぞ魔導避難所マジツク・シエルター！


　そう！　つまりこれは、永遠の楽園の中で昼寝をし続けることができる隠かくれ家が的場所を生み出す魔法なのだ！　これぞ世界中の『朝は絶対起きたくない派』のみなさんが待ち望んでいた、究極の魔法なのだ！


　名付けて『うおおおおおおお眠てぇえええええええええ！　なのに好きなだけ寝ていいなんて幸せすぎて思わず叫びます！　イヤッホオオオオオオオオオオオオ!!』だぁ！」


　と、ちょっと寝不足過ぎてテンションがだいぶ上がり気味だった。


　しかしまあ、つまりはそういう魔法なのだ。


　ちなみに、魔法を発動するときに、魔法の名前の最後の部分『イヤッホオオ』の叫び声を大きくすればするほど、魔法の規き模ぼが大きくなるよう設定されているので、みんなの昼寝への熱い気持ちを存ぞん分ぶんに叫んでほしい。


「なぁんてのはまあおいといても……いやぁ～まじで俺ってば、やったなぁ……これであれか。いまこの魔法を使っちゃえば、俺ってば明日は、シオンやらフェリスやらに無理矢理起こされたりせずに、昼まででも、夜まででも、三日連続でも寝れちゃうのか。うわ、うわなんかそれすごくねぇ？　なんかその想像しただけで……想像しただけで、涙でそう」


　と、あまりの幸せに、ライナは目がうるむのを感じた。そしてなんと、実際に涙が溢あふれてきた！　まあ、続いてあくびも出たが……


　しかしそれもおいといて、ライナはもう一度、目の前の魔方陣を見つめる。完璧な、芸術的と言っていいほど完璧なその魔方陣に、


「素す晴ばらしい」


　思わずそう言った。


「これで世界は変わる」


　そう。これで世界は、救われるのだ。


　朝は絶対起きたくない派も、学校五時間目から登校派も、徹夜で仕事とかほんと体に悪いと思わないの？　と言ってやりたい派も、だんご以外にカレーやハンバーグだって食べたい派も救われるのだ。


　そう。


「俺は、救われる」


　ライナは言って、魔方陣に向かって手を掲かかげる。そして彼はそっと、呪じゆ文もんを唱となえた。


　強い思いを込めて。熱い想いを込めて、彼は、魔法を発はつ動どうするための呪文を、唱えた！


「求めるはライナ・リュート流りゆう昼寝王国〉〉〉・うおおおおおおお眠てぇえええええええええ！　なのに好きなだけ寝ていいなんて幸せすぎて思わず叫びます！　イヤッホオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオワオワオワオワオワオワアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」


　刹せつ那な、昼寝への情熱がほとばしる！


　巨大な魔方陣が明めい滅めつを始め、力を生み出す。


　と同時に、部屋全体がガタガタと揺ゆれ始め、テーブルが吹っ飛び、椅子が吹っ飛び、簞笥が吹っ飛び、カーテンがめくれ、窓が割れて。


　しかし、ベッドだけは無む傷きず。


「よし！　うまく魔法が発動してるな！」


　なんてライナが声を上げている間にも、魔法は発動してしまう。それはもう、勇者の遺物や古代魔法にすら匹ひつ敵てきするほどの、魔法。


　その魔法が、ついに姿を現した。


　魔方陣の中央から薄うす黒ぐろいドームが生まれ、ライナと、そしてベッドを覆おおうように包つつみ込んでいく。


　向こう側とこちら側を隔へだてていく。


　そして魔法は、完成した。


　ライナとベッドを囲かこむように、黒く薄い膜まくのようなものがドーム状に張はり巡めぐらされると、明滅していた魔方陣は消えてしまい、部屋が暗くなった。しかしカーテンがめくれ、窓が割れたせいか、月明かりが入ってくる。


　その月明かりの中、ライナは完成したその魔法を見つめ、


「やった……成功だ」


　満まん足ぞくげな声こわ音ねで、そう言った。


　そのままひょいっとベッドの上に立ち上がる。そして頭の上、天てん井じようが透すけて見える、黒色の薄い膜のような障しよう壁へきを指でそっと触ふれた。


　硬かたいような、柔やわらかいような、妙みような感かん触しよく。


　ちょっと触さわっただけでは、脆もろいような感じもするが。


「これが、とんでもない強度なんだよねぇ」


　言いながら、ライナは拳こぶしでドンっと強く膜を殴ってみる。しかしびくともしない。当然だろう。どんな魔法も、どんな衝しよう撃げきも、さらには悪魔もだんごも通さないのだから。


　ライナはそれにニヤリと笑って、


「勝ったな」


　なんてことを一人で言った。そう。どんな攻撃も、どんな安あん眠みん妨ぼう害がい的てきいやがらせも、すべて遮しや断だんしてしまう絶対防御魔法。


　それが、『うおお（中ちゆう略りやく）おお眠てぇええ（中略）ええ！　なのに好きなだけ寝ていいなんて幸せすぎて思わず叫びます！　イヤッホオオオオ以下略……』ってああああああもう名前長すぎんだよ！　めんどくさいからこの際全部略して『イヤッホ』にするか！


　っていうのはまあおいといても、えーと、だからとにかくあれだ。


　この『イヤッホ』は、天才にしか創り出せない完璧な魔法なのだ。そしてその天才様が生み出した『イヤッホ』によって、


「俺の安眠はついに、守られる日がきたのだぁ～！」


　なんて適てき当とうなことを言いながら、ライナはごろんっとベッドに横になる。するとたちまち眠気で全身が重くなる。そしてその眠りを、誰だれにも邪じや魔まされることはない。シオンの馬鹿の徹夜にも、フェリスのアホの理不尽な暴力にも、もう付き合う必要はないのだ。


　これからは、寝たいときに、寝たいだけ寝られるのだ。そのなんと幸せなことか。


「ああもう、俺ってばもう、千時間ぐらい寝ちゃおか…………な…………ぐぅ……」


　なんてことを言いながら、すぐに深い眠りに落ちていったのだった。





　　　　◆





　それから、ほんの数時間ほどしたところで。


「……んぁ？」


　と、ライナは目を覚さました。


　目を開ける。腹を押さえる。そして、


「うわ、千時間寝ようと思ってたのに、腹減へって目が覚めちゃった……」


　言ったと同時に、お腹なかの奥からぐ～っと音が鳴る。あまりの空くう腹ふくに、ちょっとだけお腹が痛い。それにライナは顔をしかめて、


「うえ～、なんか腹減りすぎて吐はきそ。そういや徹夜最終日は胃いが気持ち悪くて朝からなんも食ってなかったんだよなぁ。んで、いま何時だ？」


　と、彼が部屋の壁かべにかかった時計を見上げると、いまの時刻は朝七時。


　ということは、彼が寝てから五時間ほどの時間が経過しているらしい。


「たったの五時間……そりゃ、眠いわけだ……だってあと九百九十五時間寝ないといけないわけだし。ああもう、飯めし食くいに部屋出るのめんどくせぇなぁ。腹減りは我が慢まんして、もっかい寝……」


　が、その瞬しゆん間かんにもう一度、腹が大きくググ～と鳴って、


「うえ、吐きそ……だ、だめだ。腹減り過ぎて眠れそうにない……やっぱなんか食おう」


　ライナはうめくように言って上半身を起こす。そしてもう一度、時計を見た。


　時刻は七時五分。


　それは、最悪の時間帯だった。


　昨日シオンの奴やつが『七時ごろには迎むかえをやるからそれまでにしっかり休んどけよ』とかありえない発言をしていたが、となるともう下にはシオンの使し者しやかなんかがきている可か能のう性せいがあるのだ。ってことはその使者に見つからないように食料を確かく保ほして、ちょっ速ぱやでこの魔導避難所マジツク・シエルターに戻ってこなければいけないということだった。さすがの魔導避難所マジツク・シエルターも、外に出ていてはまるで意味がないのだから。


「うぇ～まじで？　もうこの空くう腹ふくと眠気で、ちょっ速で動くとか、無理なんだけど」


　なんて言いながらも、ライナは頑がん張ばって立ち上がる。しかしやはり、空腹で頭くらくら全身ふらふらで、


「あ、無理……やっぱこのまま寝……って腹も減ってるしさぁあ……だぁ～もうしょうがねぇなぁ」


　と、彼は歩き始めた。そして彼と、ベッドの周しゆう囲いを包んでいる魔導避難所マジツク・シエルターの前に立つ。


　この魔導避難所マジツク・シエルターから出て、さらに部屋を出て、ちょっ速で一階の食堂にいって食料を調ちよう達たつして戻ってくるのが、今回のミッションだった。


「…………」


　だからライナは目の前の魔導避難所マジツク・シエルターを見つめた。


　そして大きく息を吸すう。吐はく。


　さあいくぞ。さあ走るぞ。


　と、ライナは思った。


「…………」


　だけど。


　だけどその前に一つ質しつ問もんがあります。


　と、ライナは思った。


「…………」


　あの、その、え～、いや、まさかそんなはずないと思うんだけど……


　俺ってば、まさかこの魔導避難所マジツク・シエルターの中から、外に出る方法、まったく魔方陣に組み込んでないなんてこと、ないよねぇ？


　と、ライナは思った。思ってから、


「………………って、はぁあああああ？　噓うそだろ!?　えええ？　ちょ、俺ってばなにやってんの？　え？　え？　え？　噓？　なんで俺、ここから出る方法わかんねぇの？　いやいやいや、いくら昨日寝ぼけてたって俺がそんな馬鹿なことするはずないよね？　ね？」


　どんっと、黒色の薄い膜をたたいてみる。


　しかし、それはまるでびくともしない。


　外側からのあらゆる衝撃を無む効こう化かしてしまうその障しよう壁へきは、内側からの衝撃もすべて無効化してしまう。つまりそれは、外側からは絶対に破れない魔導避難所マジツク・シエルターであるかわりに、内側からは絶対に出ることができない、魔導監獄マジツク・ジエイルになっちゃって、もう僕ぼくってばここで孤こ独どくに死ぬしかありませぇんとか、そんなあまりにもお馬鹿な展てん開かいがあるはず……


　あるはずが……


「……………………や、やべぇええええええええええええええええええええええええ!?」


　あるはずが……あった。


　ライナは絶ぜつ叫きようする。慌あわててばんばんばんっと障壁をたたいてみる。当然そんなんじゃびくともしない。思いっきり殴ってみる。でもやっぱりそんなんじゃびくともしない。


「って殴ってなんとかなるんならこんな魔法開発する意味ないしな……ええと、いや、ちょっと落ち着け俺。考えるんだ。え～、あ～、じゃあどうする？」


　と、彼はやっと冷れい静せいさを取り戻した。


　目の前の障壁を見つめる。一応あらゆる物理衝撃と、魔法衝撃を無効化するように創られているはずなのだが。


　ライナは一歩さがる。そのまま全身をねじって、


「てりゃ！」


　一気に回し蹴げりを放つ。踵かかとが障壁にぶつかる。拳けん打だの数倍の衝撃が黒色の膜にぶつかる。


　しかし、まったく効果がない。


「……だよね……んじゃ、魔法はどうだ？」


　言ってから、指を中空に躍おどらせる。たちまち光の魔方陣が描かれて、


「求もとめるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち！」


　ライナは呪文を、唱える。刹せつ那な、魔方陣の中央に光の塊かたまりが生まれると、その中央から稲いな妻ずまが放たれる！　その雷らい撃げきが障壁にぶつかる！　そしてその雷撃は轟ごう音おんとともに、あっさり、消える！


「うわ、完全無効化！　自分で創っといてなんだけど、すげぇな魔導避難所マジツク・シエルター……」


　なんて言ってから、彼は腕組みする。とりあえず衝撃を与えたところでどうにもならないのは、最初からわかっていたことなのだ。


　なら、この魔法の構造自体に介かい入にゆうして解かい呪じゆできるような手を考えなきゃいけないのだが。


　さて、どうする。


　ライナはまた、目を閉じ、再び開く。すると瞳の中央に『複写眼アルフア・ステイグマ』が浮き上がった。とりあえずこの魔法の構造を見て、弱点を見つけることができれば、内側からでもなんとかなるかもしれないのだが。


　と、ライナは『複写眼アルフア・ステイグマ』で魔導避難所マジツク・シエルターを見つめる。構造を、仕組みを、効果を、性能を、そのすべてをライナは見つめる。


　じーっと見つめる。


　だが、見れば見るほどそれは完璧で。弱点どころか小さな綻ほころび一つなくて。もう、完全なる絶対防御がそこには完成していた。どんな攻撃を受けても永遠に守られる絶対防御。どんなに頑張ったところで永遠に脱だつ出しゆつ不可能な、絶対監かん獄ごく。


　いやいやでも、そんなはずないだろ？　人間が創った魔法だぜ？　それも寝ぼけた俺がボケた頭で創った魔法だぜ？　どっかに見落としがあるはずじゃん？　それを見つけようぜ。それ見つけりゃもうすぐ出られるんだから、落ち着いて、よーく考えるんだ俺。


　さあ、腹減って眠いとか言ってないで、落ち着いて、頭を回すんだ。


　落ち着いて、ゆっくり、順じゆん序じよだてて考えていけばなにかわかるはずって思ったけどなんか、あれ、なんかちょっとトイレいきたくなってきていまいち頭が……


「って、本格的にやべぇえええええええ！」


　ライナは完全に落ち着きを失って、叫さけんだ。


「えええええ？　噓だろ？　そんな展開？　冗じよう談だんだろ？　うわ、でもそうか。こっから出れないってことは、飯は食えないし、トイレもいけないのか……うわうわよく考えたらすげぇええええやべぇ！　どうする？　どうしよ？　お、落ち着いて考えなきゃいけないのに、なんか、なんかちょっとだけ下腹痛くなってきてソワソワして考えられねぇしぃいいいいいいいいいいいいいいいいい！」


　なんて悲ひ痛つうな声を上げながら、お腹を押さえてなにかを我が慢まんするようにぴょんぴょん跳とび回りだす。


　眠い。


　腹減った。


　漏もれそうの三重苦。


　やばい。


　これはやばい。


「だ、誰か助けてぇえええええええ！」


　と、ライナは叫ぶ。そのままベッドに倒れ、ごろごろと転がり回る。ごろごろ転がることで気を紛まぎらわせて、なんとかアレを我慢しようとする。そしてごろごろ、ごろごろしているところで。


　ふと、誰かの視し線せんに気付いて。


　ライナは、ベッドで転がり回るのを止やめた。視線のほうへ、目を向ける。


　すると部屋の入り口。彼が一人で騒さわぎまくっている間に、いつの間にやら例の、傍若無人迷惑最悪顔だけ美人だんご娘むすめが、部屋に入ってきていて。


　艶つややかに輝かがやく金色の髪に、切れ長の青い瞳。異常なまでに整った容よう姿しに、腰にはその華きや奢しやな体で扱あつかえるとは思えない長大な剣。


　相あい棒ぼうの、フェリス・エリスだ。


　彼女は、ベッドで下半身を押さえ、ごろごろしていたライナをじっと見つめ、それからなぜか急に顔を真っ赤にして、


「……な、な、なにやらあの、お取り込み中のようなので、その、あの、私はその、出直してくるとしよ……」


「ってなんの勘かん違ちがいしてんだああああっ!?」


　ライナは叫ぶ。


　しかしフェリスはそれにびくっと震ふるえて、


「い、いやいや、その、あれだ。私はなにも見ていな……」


「いやそういう問題じゃなくてさ、あ～もう、ちょっと説せつ明めいさせろ！」


　とライナは叫ぶが、フェリスは首をぶるぶる振って、


「いやいやいやいや、説明など聞きたくない！　おまえがなにをしようとしていたかはいまいちわからないが、なにか、なにか妙みようにいかがわしい雰ふん囲い気きが溢あふれていたのだ！　私には理解不能の変へん態たいダンスをベッドでごろごろ踊って……」


「変態ダンスってなんだよ」


「おまけに妙な黒い膜にコソコソ隠れて！」


「閉じこめられてんだよ！」


「さぁ今日は昼間っからローランド中の女を襲おそってやるぜ、全ぜん裸らで襲ってやるぜ、うへへへへへ～と、全身から狼おおかみのような体毛を生やして野や獣じゆうになる瞬間など、私は見たくないのだぁ！」
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　と、両手で顔を押さえて、うずくまってしまうフェリスを。


「…………」


　ライナは、半眼で見つめた。


「……と、ひとしきり遊んで気がすんだ？」


　するとフェリスはすくっと立ち上がる。顔を上げる。するとそこには、さっきまでの微び妙みように恥はずかしそうな顔はなく、いつもの無表情があって。


「うむ。気がすんだ」


「じゃ、話の本ほん題だいに入っていい？」


　それに彼女はこちらを見つめ、


「トイレの話題か？」


「そこまでわかってんのかよ」


　すると彼女は大きくうなずき、


「当然だ。おまえが朝、惚ほうけた顔で起きたところから見張っていたからな」


「そんなところからわかってんのかよ！」


　それにも彼女はあっさりうなずく。


「うむ。昨日シオンに、おまえを朝七時に迎えにいってくれと頼まれてな……だから廊ろう下かで待ちかまえて、腹減ったとふらふら部屋から出てこようとしていたおまえの顔面を剣で殴り、半殺しにしてシオンのところへ連れていこうと待ち伏ぶせしていたのだが……おまえが急にぎゃーぎゃー騒ぎだし、泣きそうな顔でママ助けて～と叫んだから驚おどろいてな」


「いやそれは言ってないだろ」


「さらにはおしっこ漏れちゃうよマママ～ンと泣き出したのを見て爆ばく笑しようしていたのだが」


「マママ～ンって……」


　が、彼女はさらに無む視ししてこちらを見つめ、


「しかしまあ、お遊びの時間は終わりだ。シオンが呼んでいる。いくぞ」


　しかしライナはそれに、アレを我が慢まんしながら、言った。


「だから、もうわかってると思うけどさ、出れないんだよ」


　すると彼女は魔導避難所マジツク・シエルターを見つめ、手でぽんっとそれをたたき、


「これのせいか」


「うん。これのせい」


「おまえが創ったんだろう？」


「そう。俺が創ったの」


「なのに出られないと？」


「……うん」


　それに彼女は、一言。


「おまえ、馬鹿なのか？」


「………………うん」


　ライナは、半泣きでうなずいた。


　するとフェリスは再びこちらを見つめ、


「助けて欲しいか？」


「……え？　助ける方法あんの？」


　それに彼女は薄く笑い、腰の剣に手をかけ、


「こんなものを、斬きり裂さくのはわけない」


「……そうかなぁ」


「む。私を馬鹿にしているのか？」


「いやいや、そうじゃないけど、これ、フェリスのことも想そう定ていして、創ったからなぁ」


　が、彼女はそれにすらりと剣を引き抜き、


「私の剣技を、なめるなよ」


　言った、瞬間。


　あり得ない速さで剣が疾はしった。


　もう、ライナの目でも完全には追い切れないほどの速さで剣けん撃げきが放はなたれ、魔導避難所マジツク・シエルターの障壁を、あっさり斬り裂いてしまう。もう、本当にあっさり、ザクザク斬り裂いてしまい。


　しかし斬ったはしから、障壁は修しゆう復ふくしていく。フェリスの剣技が速ければ速いほど、修復の速さもどんどん上がっていって。


「むぅ？」


　フェリスは、そんな声を上げる。


　それにライナは説明した。


「……そうなんだよ……おまえの剣の速さに対たい抗こうするために、斬ざん撃げきには抵てい抗こうしないで斬り裂かれて、でも、すぐに修復するようになってんの」


　するとフェリスはこちらを見つめ、


「……ふむ？　つまりはどういうことだ？」


「いや、つまりはおまえの剣じゃ俺を助けられなくて、もうおしっこ漏れそうってことなんだけど……ああもうここで漏らしていい？」


　なんて発言に、彼女は今度こそ顔を赤らめ、


「んなっ!?　ま、待て！」


「いやだってもう我慢の限界……」


「ちょっと待てぇえええ！　わかった！　い、いま、助けを呼んできてやるから！」


「ほんと？」


「うむ」


「じゃ、頼たのむ」


「わかった！」


　言って、彼女は部屋を飛び出していく。しかしすぐに戻もどってきて、


「おいライナ」


「ん？」


「誰に助けを求めればいい？」


「あ～、そうだな。シオンに、魔導研究者やら魔導学者やらを十数人ここへ派は遣けんしてくれるよう頼んでくれれば、なんとかなるような気がする」


「魔導学者だな！」


「うん」


「じゃ、いってくる」


　と、フェリスは走り出す。


　ライナはそれを見送って……


「なんて言っても、魔導学者がきたところでこの魔法、そう簡かん単たんに解とけないんだよなぁ……やべぇなぁこれ、なんか対たい策さく考えないとなぁ。ま、とにかくフェリス、急いでくれよ」


　言ってから、彼は眠気とかアレとか空腹とかいろいろ我慢しながら、また、ベッドでごろごろを始めたのだった。





　　　　◆





　しかし、その、一時間後。


「え……なんで、なんであいつ、戻ってこないの？」


　フェリスは、戻ってこなかった。





　　　　◆





　さらに三時間後。


「はぁ？　ちょ、さすがに城からここまで、三時間はかかんねぇだろ」


　フェリスはなぜか、戻ってこなかった。





　　　　◆





　そして結けつ局きよく、その翌日の朝。


「………………あううう」


　突とつ如じよ部屋の扉が開き、だんごを片手にゆったりとした足取りで入ってきたあの女は、ベッドで倒れているライナを見るなり、慌あわてる様よう子すもなく、こんなことを言ってくる。


「……ま、間に合った！　大だい丈じよう夫ぶかライナ！　いま助けてやるからな！」


「ってぶっ殺すぞてめぇえええええええ！」


　ライナは起きあがり、叫んだ。


　すると部屋に入ってきたフェリスは、後ろに魔導学者の一人も連れてきていなくて。


　彼女は楽しげに、言った。


「で、もうおねしょしちゃった？」


「おまえ殺す……まじで殺す……」


「おお、その様子ではすでに生き恥はじをさらしてしまったようだな」


「さらしてねぇよ！　まだ我慢してるよ！」


　そうライナが言うと、フェリスは驚いた顔になり、


「なっ……馬鹿な。あれからもう一日もたっているのだぞ？　どうやって……」


　それにライナは顔をしかめ、少し痛む腹を押さえながら言った。


「てめぇがあんまり帰ってこねぇから、内ない臓ぞうの働きを弱くする魔法を創ったんだよ！」


「内臓の働きを弱くする？　それで、アレを我慢できるのか」


「ああ」


「だがそれは体に……」


「ものすげぇええええ悪わりぃよ！　ヘタすら死ぬほどやべぇよ！　だから早く助け呼んでこいって言ってんだらぁああああああこんにゃらああああああああああああああっ！」


　しかしそこで、フェリスはどういうわけか急に深しん刻こくな、暗い表情になってしまい、


「いや実はそれが……それができないのだ」


「へ？　なんで？」


「それはもちろん、おまえがおねしょして生き恥をさらしてからでないと、シオンを連れてきて笑いものにすることができな……」


「もうおまえ死ねぇえええええええええ！」


　ライナは枕まくらをつかんで、投げつけた。


　しかし枕は絶対防御の壁によって阻はばまれ、フェリスに届とどかない。ライナを守るはずの絶対防御がフェリスを守ってしまい、彼女はそれに、ニヤリと笑う。まるで子供のような悪戯いたずらっぽい顔になり、馬鹿にするかのようにこちらに両手をひらひら振ふると、


「ば～かば～か。悔くやしかったらここまでおいで～」


「それ俺が言うはずだったのにぃいいい!?」


　なんかもう、ほんと泣きそうになってきた。


　しかしフェリスはこちらを見つめると、


「ふむ。では、このまま放ほう置ちしてもおまえはおねしょはしないわけか？」


「その無意味に残念そうな顔がすげぇむかつく」


「真ま面じ目めに私の質問に答えろ！」


「いや真面目にっておまえ……なんで俺がおねしょの話を真面目に答えなきゃいけないんだよ！　まじもう、そういう状じよう況きようじゃないだろ？　俺、閉じこめられて、飯食えないわ水飲めないわで、このまま閉じこめられてたら、おねしょなんかする前に、死んじゃうぞ？」


「死ぬのか!?」


「だからなんで嬉うれしそうなんだぁあああ!?」


　怒ど鳴なって、疲れて、ライナはふはっとため息いきをついた。それからフェリスを見て、


「……いやあのさ、もうそういう無む駄だな遊びはおいといてさ、マジで助け呼んでくんないかな？　たぶん、助けがきてからもしばらくこの魔法解呪するのに時間かかるだろうし……水とか食いもんが、かなりやばくなってくると思うんだよ。まじでちょっと緊きん急きゆう事じ態たいだからその……」


　が、彼はそこで言葉を止める。目の前でフェリスが、彼の言葉を完全に無む視しするような態たい度どで倒れた椅子を拾い上げてそれに座り、テーブルを元に戻し、そこにノートを広げて、なにやら熱心に書き込み始めたから。


「おまえ、人の話無視してなにしてんの？」


　聞くと、彼女はペンを走らせながら、


「見ればわかるだろう？」


「わかんねぇから聞いてんだよ」


「おまえの日記を書いているのだ」


「俺の日記？　なんだそれ？」


　それに彼女は、こちらをなぜか突然責せめるような目で見つめてから、


「おまえがいけないのだ！　おまえがさっさとおねしょをしないから、私がこんなめんどうなことをしなければならなくなる！」


　なんて怒られて、


「はぁ？　だからなに言ってるのか、全然わかんないんだけど……」


　しかし、その言葉をやはり無視して、フェリスは再びノートにペンを走らせながらこんなことを言い始める。


「三月一日。晴れ。今日も俺は鏡かがみを見て、思った。ああ、なんて俺はかっこいいんだろうと。この瞳、このうなじ、この腰のライン。最高だ！　思わず自分で自分に惚ほれそうだ☆　これほどかっこいいと、もう明日にもモデルのスカウトがくるかもしれない。さあ、さあ早くスカウトの皆さん、俺を発見してください！　明日のスターはここにいます☆」


「っておいおいおい、おまえ、なんの話をし始めてん……」


　が、やはり彼女は無視して、


「三月二日。雨」


「だいたいいま三月じゃないし……」


　しかしやはり無視。


「今日突然、俺は思ってしまったんだ。シオンの、シオンのうなじも、けっこう綺き麗れいだって。俺の次ぐらいに綺麗だって。だから思ったんだ。あの首にむしゃぶりつきたいと[image: ]」


「きもいこと言うんじゃねぇ！」


「いやいやいや、なに言ってるんだ俺……俺とシオンは、男同士だぞ！　男同士でこんな気持ち……☆　どうしよう。このことは、このことは心の中だけの秘ひ密みつにしなきゃ☆」


「だから気持ち悪ぃこと言うなぁあああ!?」


　と、ライナが叫ぶと、フェリスはノートから顔を上げ、こちらを見て眉まゆをひそめると、


「お、おまえらそういう関係……」


「てめぇが勝手に書いてんだろうが!?」


「三月三日……」


「まだ続くのかよ！」


「無む論ろんだ。三月から今日までの、三か月分のおまえの恥ずかしい日記を書き、このテーブルの上に放置した状態でシオンと魔導学者たちを呼んでみんなでおまえを笑い続ける計画がさっき発動したのだ」


「そんなもん発動すんなよ！」


「三月四日。曇くもり」


「ってほんとにやんの？」


「今日……今日ついに俺は、アレを手に入れちゃったのだ☆　シオンの……あいつの、おパンツ!!　ああもうどうしよぉ[image: ]」


「俺がどうしようだよ！」


「三月五日。晴れ。今日は一日シオンのおパンツをかぶったままで過すごし……」


「過ごすかぁっ！　ってあのさぁ、ちょっとそんなことより、ほんとお腹痛いし、のど渇かわいたし、冗談抜きでそろそろやばいん……」


「三月六日。雨。今日は泣きそうになった。俺が世界で一番美しいと思っていたのに、俺より全然綺麗な奴やつがいた。フェリスだ。あいつの美び貌ぼうと比べたら、俺なんかクソだ。カスだ。ケシカスだ。だからもう、俺はアイツを許ゆるさない。あいつのおパンチーを盗ぬすんできてやる……って、お、おまえ、私の下着にまで手を出そうとしていたのかぁあああああ！」


　なんてフェリスが突然怒鳴りつけてきて、それにライナはもう、


「……なんなの？　俺はいったい、どういう異次元空間に迷まよい込こんじゃったの？」


　という質問に、フェリスは満足げにうむっとうなずいてから、


「三月七日……」


「まだやんのかよ！」


「ふむ？　ああ、まあ、一気に三か月分の日記を書くのは大変だから、とりあえず毎日十日ずつ、分けて書いていこうか。それならたぶん提てい出しゆつ日びには間に合……」


「夏休みの宿題かよ！　ってそうじゃなくて、はぁ？　十日ずつってそれじゃ九日以上かかるじゃねぇかよ！　そんなかかったら俺まじ死ぬって」


「うむ。死ね」


「……へ？　あ、いやあの」


「死ね」


「……あう……いや、よし、わかった……わかったよ……なんか、なんかすごくお腹とか痛いけど、自分で解呪法見つけるよう頑張ってみるよ……」


　と、ライナがなんかもういろいろあきらめきった顔で言うと、彼女も大きくうなずき、


「うむ。では私もおまえのために、一いつ生しよう懸けん命めい日記を頑張ろう」


「ってかおまえは死ねよ！」


「ふふふのふ」


「まじでこいつ殺してぇええええええ」


　なんてライナが叫んだが、しかし状じよう況きようはなにも変わらない。この地じ獄ごくは終わらない。


　フェリスが本気であの日記を書き終わるまで助けてくれないつもりなら、もう、自力でここから脱出しなければ、死んでしまうかもしれないのだ。


「あのな、おまえちょっと、やりすぎだろ」


「三月八日。晴れ。今日は俺、モデルにスカウトされる夢見ちゃった☆　もしかしたらほんとに街でスカウトされるかも♪」


「こいつ聞いちゃいねぇし」


　げんなり言って、ライナは仕し方かたなく再び目を閉じる。『複写眼アルフア・ステイグマ』を発動させ、魔導避難所マジツク・シエルターを見つめる。そして、


「でも、俺この魔法創んの、三年もかかってんのよ？　解呪すんのにも三年ぐらいかかんじゃねぇの？　そんなかかったら……」


　死……なんていう文字がリアルに頭に浮うかんで、またため息をついた。ついにフェリスのアホらしいいじめによって殺されるのかとか思いながら、それでも頭を回転させ始める。


　この完全な魔法の解呪法を、考えはじめて。しかし、やはり解呪法はまるで見つからなかった。外側からならなんとか解呪できそうな気もするのだが、内側からとなると……


　とか、なんとか考えてるうちに。





　なんと、あっさり三日がたった……





　そしてライナは、


「し、死ぬ、死んじゃう……」


　ベッドの上で、死体のようになっていた。空腹と、アレと、喉のどの渇きとで、もう死にそう。ほんとに死にそう。


　すると突然、どこからかこんな声がかかる。


「やぁ、よく寝られたかい？」


　それはシオンの声だった。この国の若き帝てい王おうにして、フェリスと並ぶいじめっ子悪魔、シオン・アスタール。どうやらついに、部屋にシオンがやってきたらしい。それにライナは、ベッドに倒れたまま、


「あ、あ、シオンか、助かった……た、助けてくれ、こん中に閉じこめられちゃって」


　するとシオンの声が、


「ああ、そっか。でも、この中けっこう居い心ごこ地ちいいじゃないか。よく寝られたんだろう？」


　なんて、ちょっとだけ妙なことを言ってきて。


　それにライナはやはり顔を上げないまま、


「ね、寝るは寝られるけど、か、体が……」


「でも、いっぱい寝たんだろう？」


「い、いや寝たけどさ。み、水とアレが」


「ふむ。でもライナ、いっつも眠い眠い、眠いから仕事したくないって言ってたじゃないか。今回は十分寝られて、幸せだろう？」


「いやあの、睡すい眠みんよりほんと、み、水を」


「え？　なに？　寝るより水が飲みたい？」


「う、うん」


「寝るより仕事がしたい？」


「……ここから出られるなら、あの、仕事でもなんでもするから、魔導学者を……」


　するとシオンの声が、近づいてくる。


「助けてほしい？」


「うん」


　ライナがうなずくと、シオンの声がさらにぐんぐん近づいてきて。


「じゃ、僕はシオン・アスタール様の奴ど隷れいになるので、死ぬほどこき使ってくださいって言ってごらん？」


　なんてことを、どういうわけかライナの、耳に息が吹きかかるほど口を近づけて言ってきて。それにライナは、飛び起きる。声の方向を見る。するとすぐ目の前、ベッドのすぐ前に、銀ぎん髪ぱつ金きん瞳どうのシオンが立っていて。











[image: ]








　ライナはぎょっとした顔でそれを見ると、


「はぁ!?　おまえなんでここに入ってこれてんのおおおおおおおおおおおおおお？」


　叫んだ。それから周まわりを見る。ライナとベッドを囲んでいる、黒色の膜。魔導避難所マジツク・シエルターは解けていない。


　じゃ、じゃあ、じゃあなんでこいつが……


「あの、え？　は？　えっと……なんで？」


　ライナが聞くと、シオンは肩をすくめて、


「いや、これ聞くとショックだから、聞かない方がいいと思うけど……聞きたい？」


「聞きたいに決まってんだろ!?　ってか、どういうこと？　どうなってんの？」


　するとシオンはまた、肩をすくめてから、


「いや、なんか、フェリスが四日くらい前にこの魔導避難所マジツク・シエルターの欠けつ陥かんを見つけたらしくて、穴あなを開けたんだよね」


「ってはぁ？　四日前って、フェリスがここにきた初日じゃねぇか!?」


「うん」


「じゃあ、じゃあ、あいつ、もう問題解決してんのに、俺がここで苦しんでるの笑ってたのか!?」


　するとシオンはあっさりうなずいて、


「すごい笑ってたよ」


「あの女アマぁあああああ!?　だ、だから魔導学者全然連れてこなかったのか……ってかそれよりも、じゃあ、どこだよ？　どこに、どうやって穴開けたんだ？　普通の攻撃じゃ穴なんか開かないはずなのに、どうやってここに入ってきたんだ？」


　と、ライナが言うと、シオンは申もうし訳わけなさそうな顔で、言った。


「いや、こうやってだけど」


　そして彼は、足下を指さす。するとベッドの横、木でできた床の部分に人一人が通れるぐらいの穴がぽこっと開いていて。


　ライナは、それを見た瞬間！


「噓だろおおおおおおおおおおおおおっ!?」


　思わずそんな声を上げていた。


　そうなのだ。ドーム状に覆おおわれたこの魔導避難所マジツク・シエルターは半円で、床部分には障壁が張られてなかったのだ。


　ということは、床は木でできただけのただの床で穴を開けるのなんて簡単なはずで。


「うわ、うわすげぇ馬鹿くせぇ、なんで俺ってばこんな簡単なことに気付かなかったの？　寝不足のせい？　それとも空腹のせい？」


　と、頭を抱えたライナに、その穴からひょこっとフェリスが頭を出して楽しげに一言。


「おまえが馬鹿のせいだ」


「てめぇええぶっ殺したらぁあああああ！」


　ライナは叫んで、フェリスに飛びかかろうとした。しかし体が動かない。あまりにいろいろ我が慢まんしすぎて、もう体力の限げん界かいだった。


　なのに。なのにそれにシオンが、


「さて、じゃあ、睡すい眠みんもたっぷり取ったところで、そろそろ仕事といこうか」


「へ？　いや、あの、その」


　というライナの声は無視されて、


「何日も寝だめして、もう十日ぐらい徹夜しても大丈夫だよね？　さっき、寝るより仕事したい、水だけで何日も仕事したい気分なんだとか言ってたもんね」


「いや、あの、その」


　というライナの声は無視されて、


「おいシオン。ちょっと聞いてくれ。実はさっき、テーブルの上でライナの日記を発見したのだが」


「いや、あの、その」


　というライナの声は無視されて、


「なになに。はは。モデルになりたい？」


「……あうう」


　そしてライナは、今度こそ死んだのだった。


　今度生まれ変わったら、絶対に魔導避難所マジツク・シエルターを完成させてやると強く誓ちかいながら。







（ぱーふぇくと・わーく：おわり）















　あとがき







　やってきました堕おち伝２。早くも２巻が発売です。


　ここから隔かく月げつ刊かん行こうがスタートするとか他にもいろいろスタートするとかで僕は吐血しそうなのですが、でも、このシリーズは書いていてすごく楽しいので、発売できて嬉うれしいです。おまけにどうも、売れ行きも好調と聞かされているので、みんな革かく命めい編へん、楽しんでくれてるのかなどうかな？


　楽しんでもらえていると、とても嬉しいです。


　そういや表紙！　クラウの表紙もすげぇかっこいいねぇ～。


　実はその、表紙を書いてくれているとよたさんと、そして編集長Ｋさんと僕ぼくの新担当Ｋさんと、去年の三か月連続刊行死んだねお疲つかれさま会が明日あるのです。


　それがすごく楽しみなのです。


　でもね。だけどね。もうすでに、次の死にそうスケジュールが始まってるときに会かい食しよくするのはどうなんだろうとは思うけどね!!


　でも、厳きびしいスケジュールの中で遊あそぶのが大人！


　ということで、明日はめいっぱい楽しんできまーす。


　会食前に編集部でゲラチェックとか編集さんが言いだしてたけど、めいっぱい楽しんできまーす（涙）





　それはともかーく、また、担当さんが変わりましたー。


　臨りん時じでついてくれていたカリスマ美形ヤンエグ編集長Ｋさん──略してカリ美ヤンＫさん──から、一部の作家の間でキャサリンと呼ばれて有名な、美少女編集Ｋさんが担当になりました。（Ｋばっかりだなぁ）


　もう本当にやり手で、おまけに優やさしい編集さんで。


　最初の打うち合あわせのときに、僕とカリ美ヤンが自じ動どう販はん売ばい機きのペプシが売りきれてることにブーブー言っていたら（子供か！）、次の打合せにはペットボトルで三本もペプシを用意していてくれたという、スゴ腕うでなわけです。で、そのときに会かい話わ。


「いやぁ鏡かがみくん。これがあれば、戦えるねぇ」


「ほんとですねぇ編集長」


「じゃ、まあ、これで三人の仲がよくなったところで、僕は別べつ件けんがあるから、あとは二人で仲よくしててよ」


『って一緒に戦うんじゃなかったのかよ！』


「いやいや、僕はこのペプシ持って別件で戦うから、頑がん張ばって～」


　と去さっていくカリ美ヤンの後ろ姿を見ながら、僕と美少女キャサリンは思いました。


『あの野や郎ろう、ふわふわ生きやがって！』


　そんな熱い気持ちを共きよう有ゆうして、二人はすっかり意い気き投とう合ごうしたのでした。


　しかしその後の打合わせで、


「じゃあ、これからよろしくおねがいします鏡さん」


「よろしくおねがいします、Ｋさん！」


「ではさっそく企き画かくについての打合わせなんですが」


「はいはい」


「これ、主人公のモチベーションというか、テーマみたいなのってどうなってるんですか？」


「え？　テーマですか？」


「はい」


「……テーマ……テーマか……あの、そういうの、口で僕、答えるんですか？」


「え？　答えないんですか？」


「答えないですよ？　テーマはあるけど、そんな恥はずかしいこと、言いたくないです」


「え？　え？　それじゃ、打合わせにならないじゃないですか」


「書きますから。ちゃんとテーマ入れて書きますから、説明させないでください」


「えええええ～？　説明するくらいいいじゃないですか」


「嫌やです」


「ええええええええ～」


「原げん稿こうで。原稿で書いてきますから……」


「えええええええええええええ～。じゃあ、ええとあの、それでもいいですけど……」


　と、言いつつ、彼女の目はまたも言ってました。


　カリ美ヤンの後ろ姿を見るときと同じ目で僕を見ながら、


『この野郎、ふわふわ生きやがって！』


　あ、あの、ほんとすみません。頑張るので、見み捨すてないでください。


　と、まあそんな冗じよう談だんはともかく、その後キャサリンとは、彼女の鉄てつ拳けん制せい裁さいのもと、テーマについてもちゃんと熱あつく語りあいまして、その結果がなななんと！


　ってそれは内ない緒しよだけれど、でもみんな死ぬらしいです。


　死にたくねぇぇ────!?


　頑張ってます。すっごく頑張ってます。


　美少女キャサリンもムチ持って頑張ってます。他の作家さんたちのあとがきとかのキャサリンっぽい口調で書くとすると、こんな感じです。


「さぁ鏡さん！　一緒にがんばって殺ヤっちゃうゾ☆」


　ってね！　殺されるね!?





　おまけに五月二十日のドラマガにはさらに、伝でん勇ゆう伝でん巻かん頭とう特集＆一回限りの復活短編が載るらしいぜー！


　それも載る短編は、ギャグじゃないぜー！


　大伝勇伝３～４に完全につながりのある、スピンアウト長編だぜ！


　超シリアスだＺＥ！





　さ～らにはその五月二十日に、大伝説の勇者の伝説３も発売されちゃうんだＺＥ！





　そしてそしてなにより！　一番すごいのは！


　その全部をまだ、一枚も書いてないという事じ実じつだＺＥぇえええええええええええええええええええええええええええええええええええええってね。もうね。ＺＥ、ＺＥ、言ってる場合じゃないと。仕事しないとだめだよと。ってかやばい。今月ほんとやばい。





　でもでも、みんなに喜よろこんでもらえるよう、僕も、とよたさんも、キャサリンも、カリ美ヤンも、富士見書房もがんばりまくるので、みんな、よろしくねー！





　運命の時は、五月二十日。


　その全部がでたら、みんな褒ほめてね（涙）


　五月の二十二が僕の誕たん生じよう日びだったりするから、みんな褒めてねぇ。


　と、宣せん伝でんを終おえたところで、紙面が足りなくなってきたのでこのへんで。


　みんなほんと、いつもありがとね。


　今年も一年、どかんとがんばっていくので、よろしくお願いします。


　ではでは次は、運命の五月二十日にお会いしましょ～!!







鏡　貴也
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